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    　君は知っているだろうか？


    　この世界が、『奈な落らくの使徒』という恐ろしい異い形ぎようたちに脅おびやかされていることを。


    　奴やつらは人の姿に化け、巧妙に人間社会へ紛まぎれ込んでいる。そして今日もどこかで、現代科学では説明がつかない怪事件を引き起こしているのだ。


    　もし君の周りに、どこか様子の変なオジサンなどがいたら……どうか気をつけて欲しい。そいつは使徒かもしれない。志村けんの可能性もあるが、いずれにせよ注意して欲しい。


    　ただし。だからといって絶望することはない。


    　この世界には、ヒーローがいるのだから。火ひ乃の森もり龍りゆう牙がという名の、大いなる【黄こう龍りゆう】を守護神に宿した、頼れる主人公的存在がいるのだから。


    　龍牙は仲間たちと共に、人知れず『奈落の使徒』と戦い続けている。高校生活を送るその裏で、すでに使徒の王たる【魔神】を二体も撃破している。


    　まさに人類の希望──でも彼が男装した女の子であることは、ここだけの秘密だ。


    　第一部では、龍牙の妹・火乃森杏きよう花かを器として復活した【魔神】コントンが。


    　第二部では、龍牙の親友・小こ林ばやし一いち郎ろうを器として復活した【魔神】トウテツが。


    　壮絶なる激闘によって、見事討ち果たされた。ちなみに【魔神】は四凶と呼ばれており、まだキュウキとトウコツなる二体が残っている。【魔神】は敗れると改心し、以降は龍牙たちに助力してくれる存在となる。そういうシステムにするつもりだ。


    　いよいよ物語は折り返し……第三部へと突入することになった。だが。


    　残念ながらこのタイミングで、インターバルを迎えた。本編を箸はし休めして、サブストーリーが挟まれてしまったのだ。


    　──メインキャラの一人である、『斬ざん舞ぶの剣士』こと蒼あおヶが崎さき怜れい。


    　四し神じんを守護神に持つ、龍牙の仲間たるヒロインズ。その内の【青せい龍りゆう】を担当する彼女が。


    　剣士キャラであり巨乳キャラである、クールな大和やまと撫なで子しこが。


    　何とこのたび、結婚するというのだ──


    



    



    　そんなワケで、今回のお話は番外編だと思われる。


    　いきなりの事態に、当然ながら龍牙たちは困惑している。もちろんこの俺──小林一郎にとっても、それは寝耳に水のイベントだった。


    （でもまあ、始まっちまったものは仕方ねえ。あまり立て続けに【魔神】が復活するのも考えものだ。このペースじゃ、あっという間にエンディングを迎えちゃうもんな……）


    　俺としても、今の立ち位置のまま物語が終わるのは非常にマズい。「第二部のラスボス」からは解放されたものの、まだ「龍りゆう牙がのセミ彼氏」からは脱却できていないのだから。


    　かつての「主人公の友人キャラ」に回帰するまでは、終幕してもらうわけにいかない。でないと、俺もまた龍牙と結婚してしまう恐れがある。


    （前向きに考えよう。今回のサブストーリーはチャンスなのだと。これを機会に、何としてもリューガの冴えない友人に返り咲くんだ！）


    　このエピソードは、あくまで蒼あおヶが崎さきさんがメイン。


    　俺の出番は大してないはず。主人公の龍牙ならまだしも、その友人が出る幕など五分もないと思われる。


    （俺、第二部で目立ち過ぎたしな……しばらく露出を控えて、友人キャラへ復帰することだけに専念しよう。その分、今回は蒼ヶ崎さんに目立ってもらおう）


    　こういう幕まく間あいに仲間キャラを掘り下げておくのは、決して悪いことじゃない。


    　何なら残りの雪ゆき宮みやさん、エルミーラさん、黒くろ亀がめさんにもサブストーリーがあっていい。敵キャラたる魅ミ怨オン、呪ジユ理リ、忌キ綺キだって、いつかはスポットを当ててやって欲しい。


    　……思えばこの物語も、そこそこ登場キャラが増えてしまった。


    　全員が過不足なく活躍するのは難しい。俺が作者なら後悔していることだろう。


    （ただ今回のエピソード、気がかりでもあるんだよなあ……結婚ってどういうコトだ？）


    　蒼ヶ崎怜れいは、四し神じんのリーダー格だ。そして大切なヒロインズの一人だ。


    　勝手にゴールインされるのは少し困る。せっかく掘り下げても、誰かのものになっては意味がない。「人妻」はかなりリスキーな属性だと思う。


    （そもそも蒼ヶ崎さんは、俺とも結構フラグが立っていたはず。それが折れるのは喜ぶべきかもしれないけど、どこの馬の骨とも知れない奴やつに奪われるのは……）


    　かといって、「ウチの怜はやらん！」と卓ちや袱ぶ台だいを引っくり返して怒ることはできない。ただの端は役やく（志望）である俺に、そんな権限はない。


    　とにかくまず、本人から詳しい話を聞くべきだ……ということで縁談を知った翌日、俺は早速ながら蒼ヶ崎さんの屋敷へ赴おもむくことにした。もちろん龍牙たちと一緒に。


    　時刻は現在、午前九時四十五分。ひとまず十時に公園で合流することになっている。


    「……あれ？　一いち郎ろうくん、出かけるの？」


    　玄関で靴くつを履いていると、ふと背後から声をかけられた。


    　振り向いたところ、エプロン姿の女子高生がお玉を片手に立っていた。気の強そうなツリ目が印象的な、髪をサイドテールに結った美少女だ。


    　彼女は故ゆえあって同居している、魅怨という名の少女である。その正体は、『奈な落らくの使徒』の幹部──すなわち龍牙たちの敵キャラである。


    　使徒はこのように人の姿に化け、巧妙に人間社会へ紛まぎれ込んでいる。注意して欲しい。


    「つい昨日退院したばかりでしょ？　しばらく大人しくしてたら？」


    「もう痛みはないよ。湿布してりゃ充分だ」


    　第二部のラストバトルの中で、俺は左腕にヒビが入ってしまった。


    　が、日常生活に支障を来すほどではない。まだ夏休みは二週間ほど残っているし、二学期が始まる頃には完治しているだろう。


    「宿題はしなくていいの？　ちっとも手をつけてないでしょ」


    「夜にやるよ」


    「晩ご飯までには帰ってくるのよ？　暑いから熱中症に気をつけてね」


    　……母親みたいな奴やつである。こいつは我が家の居い候そうろう・『奈な落らくの三さん姫き』の中でも、一番しっかり者だ。今やウチの家計は、全て魅ミ怨オンに掌しよう握あくされているのだ。


    「ちょっと蒼あおヶが崎さきさんのトコに行ってくるよ。何か、結婚するらしくて……」


    「け、結婚？　蒼ヶ崎怜れいが？」


    　俺の言葉に、魅怨が目をパチパチとしばたたかせる。こいつと蒼ヶ崎さんには浅からぬ因いん縁ねんがあるので、驚くのも無理はない。


    「それ、どういうコト？　蒼ヶ崎ってまだ高三でしょ？　早くない？」


    「まあな。だからその事情を訊ききにいくんだ」


    「何よあいつ、男なんかにうつつを抜かして……人間界を守る気があるのかしら」


    　敵からダメ出しをされてしまった。


    　男にうつつを抜かすな……この苦言、主人公の火ひ乃の森もり龍りゆう牙がにも是非聞かせてやりたい。


    「お前って一応、蒼ヶ崎さんのライバルだもんな。やっぱ心配か？」


    「違うし！　あんなの眼中にないし！　負けてるのオッパイだけだし！」


    　ツリ目をさらに吊つり上げて語気を荒らげる魅怨をよそに、俺は玄関のドアを開けた。


    　途端にムワリとした熱気が、俺の全身にまとわりつく。午前中でこの暑さでは、昼以降が思いやられる。


    「夕飯、テッちゃんの分はいらないぞ。あいつ多分、しばらく起きないから」


    「トウテツ様、まだご静養中なのね……あっ、ちょっと待って一いち郎ろうくん」


    　外へ出ようとした俺を、魅怨がにわかに呼び止めた。いそいそとサンダルを履き、やけに近くまで寄ってくる。


    　間近で見ると、つくづく別べつ嬪ぴんだ。使徒にしておくのがもったいない。


    「な、何だよ」


    「決まってるでしょ。行ってきますのキ・ス・よ」


    「男にうつつを抜かすな」


    　人のことが言えない女使徒にダメ出しをして、俺はさっさと家を後にした。
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    　俺が知る限り、蒼あおヶが崎さき怜れいという少女は「二つの顔」を持っている。


    　──一つは、由緒ある剣術道場の跡継ぎである、ストイックな女剣士としての顔。


    　まさに求道者といった感じの、厳格で堅かた物ぶつなサムライガール……我が央おう明めい高校においても、その人気は絶大だ。むしろ女子から貰もらうラブレターの方が多いというのも頷うなずける。男子より男前だから。


    　──もう一つは、ファッションに敏感な、典型的ミーハー少女としての顔。


    　実は彼女は、服やアクセやコスメが大好きなのだ。表の古風キャラとは正反対に、裏では洋楽を聴き、ヌイグルミを集め、ホットヨガをやっているのだ。


    　が、その裏の顔を知っているのは、困ったことに俺だけである。


    　龍りゆう牙がでもなく、他の仲間たちでもなく、小こ林ばやし一いち郎ろうだけなのである。


    　おまけに俺は、蒼ヶ崎さんからセンスを買われ、彼女の「専属コーディネーター」に任命されてしまっている。それだけでも大概なのに、最近は何やら露骨なアプローチまで受けている有り様だ。


    （そういや、夏休みのうちにプールへ行こうって誘われてたな。あと、道場への入門も誘われてたっけ……どっちの返事も現状うやむやにしてるけど）


    　……考えてみれば、おかしな話である。


    　蒼ヶ崎さんは、明らかに俺を意識していたはず。それ以前は、おそらく龍牙を意識していたはず。黒くろ亀がめさんを除くヒロインズ三人は、龍牙が女であることを知らないから。


    　そんな彼女が、誰と結婚するというのだろう？　それほど親密な相手がいたなら、これまでに存在の前振りくらいあってもよさそうなものだが。


    （言っちゃ悪いが、蒼ヶ崎さんは決して恋愛上じよう手ずな人じゃねえ。戦闘以外で複数の男を同時に相手するのは、かなり高いハードルのはずだ）


    　腕を組んで歩いたのだって、俺が初めてだと言っていた。


    　男と二人でディナーを食べたのも、俺が初めてだと言っていた。


    　ついでに着替えを覗のぞかれて半殺しにしたのも、俺が初めてだと言っていた。その時は龍牙も一緒に覗いてたのに、しばかれたのは俺だけだった。


    （思えば俺は、色んな意味で蒼ヶ崎さんの特別になってる気がする。まさか結婚相手って、俺のことじゃないだろうな……）


    　そんな危き惧ぐを抱いだきながら、程なく公園に辿たどり着くと。


    「あ、一郎。待ってたよ」


    　入り口のすぐ近く。ちょうど木陰になっているベンチに座っていた少年が、こちらへ向けて軽く手を振ってきた。


    　やや小柄な体格だが、スラリと長い手足。木漏れ日にキラキラと光る、艶つややかなキューティクルヘアー。やたら伸ばした後ろ髪は、今日も飾り気のない黒紐ひもで縛しばられてあった。


    　今すぐにでもアイドルデビューできそうな、中性的な小顔の美少年……もちろんそれは、この物語の主人公・我らが火ひ乃の森もり龍りゆう牙がだ。


    　ただ座っているだけなのに、やっぱりこいつには華がある。今もその右肩に、一羽のメジロが何の警戒もなく留とどまっていた。溢あふれ出るスター性のなせる業わざだろう。


    「ようリューガ。もう来てたのか」


    「まあね。それより、左腕の具合はどう？　痛んだりしてないか？」


    「大丈夫だ。亀き裂れつ骨折なんて怪け我がのうちに入らねえよ」


    「入ると思うよ」


    　そんな他愛たわいのない言葉を交わしつつ、俺は龍牙の隣に腰を下ろす。たちまちメジロが飛び去ってしまった。


    　ちなみに雪ゆき宮みやさん、エルミーラさん、黒くろ亀がめさんはまだ来ていない。


    　実は本来の合流時間は、十時ではなく十時半なのだ。でも龍牙が「先に二人で会いたい」と言うので、俺たちだけ早く落ち合うことにしたのだ。


    　それもこれも、現在の俺たちが「恋愛修行」と称する擬似恋人の関係であり。


    　そのセミ彼氏と過ごす時間を、龍牙が少しでも多く望んでいるからだった。


    「怜れいさん……一体どうしちゃったんだろ。いきなり結婚だなんて」


    　雑談もそこそこに、龍牙が改めてそんな呟つぶやきを漏らす。公共の場ということで、その口調は男バージョンだった。俺としても大歓迎である。


    「そういえば最近の怜さん、ちょっと様子がおかしかった気がする。よく物思いに耽ふけっていたし、一人で何かを抱え込んでたのかも……」


    「まあ、蒼あおヶが崎さきさんにも色々と事情があるんだろう。きっと俺たちの知らない、裏の顔とかもあるんだろう」


    「だとしても、いくら何でも結婚は早過ぎるよ」


    　……それをお前が言うのか。


    　俺との婚姻届の書類を準備しているクセに。ハネムーンの行き先を、リストにして渡してくるクセに。携帯に登録してる俺の名前を、『火乃森一いち郎ろう』に変えてるクセに。


    　蒼ヶ崎さんのことはもちろん心配だが、俺は自分の心配もしなければならない。第三部が始まる前に、できれば夏休みが終わる前に、何とかして友人キャラに戻らないと……。


    「あ、そうだ一郎」


    　と、そこで龍牙が思い出したように、俺へと向き直った。


    　今日の彼女は、Ｔシャツにチノパンというラフな服装をしている。猛暑なのに薄い上着を羽織っているのは、胸のサラシが透けてしまわないためだろう。


    （こいつ、無駄にＥカップあるもんな……そういえばリューガって、パンツはどうしてるんだろ？　男用と女用、どっちを穿はいてるんだ？）


    　もしトランクスだとしたら、興奮できる自信がない。被かぶりたいと思えない。さりとて美少女のパンツには変わりない。単なる形状の問題なのだが、割りきれない自分がいる。


    （パンツの価値とは……一体何で決まるんだ？　これはもう、哲学者に訊きくしか……）


    　そんな俺の懊おう悩のうは、続く龍りゆう牙がのセリフによって瞬またたく間に消し飛んだ。


    「昨日、コントンと少し話したんだけど」


    「えっ？」


    　唐突に出た【魔神】の名前に、俺ははたと龍牙を刮かつ目もくした。


    　コントン──それは龍牙の妹・杏きよう花かちゃんに宿っている、使徒の王たる四凶の一体だ。第一部で龍牙たちに倒された、記念すべき最初のラスボスだ。


    　しかし今ではすっかり力を失い、杏花ちゃんの尻しりに敷かれている。可か憐れんな女子中学生に厳いかついオッサンが付き従う姿は、さながらアイドルのマネージャーだ。もしくは誘ゆう拐かい犯だ。


    「コントンと、対話したのか」


    「うん。杏花がどうしてもって言うから」


    　まさかトウテツに先んじて、龍牙と【魔神】の首脳会談が行われていたとは。


    　きっと杏花ちゃんは、龍牙に【魔神】への免めん疫えきをつけさせようとしたんだろう。トウテツとの対話がスムーズにいくように、ワンクッション入れてくれたのだろう。


    　──【魔神】は倒しても死なず、いつかまた復活する。


    　その不毛な戦いを止めるため、杏花ちゃんは両陣営の対話を望んでいる。【魔神】と和解できれば、その配下たる『奈な落らくの使徒』たちも休戦を受け入れざるを得ない。太古より続いてきた戦いに、とうとう終止符が打てるはずなのだ。


    「それで、どうだった？　和解はできそうかっ？」


    　身を乗り出して尋ねたものの、しかし龍牙はしかめっ面で腕を組んでしまった。


    「う～ん……まだイマイチ信用しきれないんだよね。何か、ガラも悪いし」


    「で、でも杏花ちゃんに逆らったりしないだろ？　むしろ仲良しだろ？」


    「そこも気になるんだよね。あいつ、やたら杏花にベッタリなの」


    　その疑念は俺も分かる。しかし真実を知るのが怖いので、できれば触れたくない。だが。


    「コントンってさ……小中学生の女の子が好みだったりしないよね？」


    　言っちゃった。龍牙がズバリとぶっちゃけてしまった。


    　やめてくれ。あれでも恐ろしき【魔神】なんだ。四凶のうちの二人がロリコンとバカだなんて、『奈落の使徒』たちが不ふ憫びん過ぎる！


    「そ、それは誤解だって。コントンは単に、杏きよう花かちゃんの純粋さに心打たれてだな……」


    「でもあいつ、私に何て言ったと思う？　『高校二年だと？　ババアじゃねえか』って言ったのよ！　気付いたらぶっ飛ばしてたわ！」


    　首脳会談が、思いがけず荒れていた。それも予想外の方向に。


    「絶対あいつ、妹をヘンな目で見てるよ！　杏花を器に選んだのも、絶対に趣味だよ！　そんなの許さないんだから！」


    「落ち着くんだリューガ。言葉遣いが女に戻ってるぞ」


    「私、ババアじゃないもん！　ピチピチの女子高生だもん！」


    　俺の注意も聞かず、龍りゆう牙がが憤慨している。お前、一応は男子高生の設定だろ……。


    「ヒップラインだって自信あるもん！　今日もブランド物のショーツだもん！」


    　期せずして、龍牙のパンツが判明した。それなら安心して被かぶれる。被らないけど。


    　……そんなクレームに延々と対応しているうちに、時刻はいつしか十時半。合流予定の仲間たちが来てしまった。


    　歩み寄ってくる三人を見て、すかさず龍牙が男バージョンになる。「せっかく早めに一いち郎ろうと会ったのに、恨み言で終わっちゃったよ……」と、最後にまた愚ぐ痴ちをこぼしていた。


    　こちらの事情など露知らず、私服姿のヒロインズが口々に挨あい拶さつしてくる。それぞれタイプは違うが、掛け値なしの美少女揃ぞろい……相変わらず見事なラインナップだ。


    「お待たせしました。火ひ乃の森もりくん、小こ林ばやしさん」


    　学園のアイドル的存在である、『祝命の巫み女こ』こと雪ゆき宮みや汐しお莉り。守護神は【白びやつ虎こ】。


    「あら、お早いですわね。男同士でラブラブしてましたの？」


    　深しん紅くの髪の吸血鬼、『常とこ闇やみの血族』ことエルミーラ＝マッカートニー。守護神は【朱す雀ざく】。


    「えっへん。ちゃんと遅刻せずに来たよ！」


    　龍牙の幼馴な染じみである拳けん法ぽう家、『星せい壁へきの守もり人びと』こと黒くろ亀がめ里り菜な。守護神は【玄げん武ぶ】。


    　この三人に【青せい龍りゆう】の蒼あおヶが崎さき怜れいを加えた四人が、すなわち四し神じん──【黄こう龍りゆう】と共に世界を守ってきた聖獣の、現代における依より代である。この物語のメインキャラである。


    　……やっぱり、蒼ヶ崎さんには身を固めてもらうわけにいかない。


    　男にうつつを抜かさず、配偶者など持たず、これからも四神の中心として活躍してくれることを切に願う。


    　この「火乃森龍牙の異能バトルストーリー」は、リアルドラマなのだ。フィクションのように代役など利かないのだ。俺たちには『斬ざん舞ぶの剣士』が──蒼ヶ崎怜が必要なのだ。


    「よし、それじゃあ行こうか。怜さん、家で待ってるそうだから」


    　龍牙の一声を合図に、俺たちは公園の出口へと歩き出す。


    「それにしても驚きました。まさか怜さんが結婚だなんて……」


    「モテるとは聞いてましたけど、いつの間に彼氏なんて作っていたのかしら」


    「やっぱ、女はオッパイなのかなあ……どう思う？　汐しおちゃん」


    「里り菜なさん。どうして私に訊きくんですか」


    　そんな会話を交わしているヒロインズをよそに。


    「もっと一いち郎ろうと、熱々で甘々の恋人トークしたかったのに……」


    　我らが主人公は、まだそんなことを小声でボヤいていた。
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    「待っていたぞ。さあ上がってくれ」


    　蒼あおヶが崎さきさんの屋敷に到着した俺たちは、出迎えた彼女によって応接間へと通された。


    　テーブルを囲んで座ざ布ぶ団とんに着くと、蒼ヶ崎さんが冷えた麦茶を出してくれる。縁側の外に広がる庭には立派な松や桜の木が並び、その奥に道場の屋舎が垣かい間ま見えていた。


    「みんな揃そろっての訪問なんて、思えば初めてだな。古い家だが遠慮せずくつろいでくれ」


    　意外にも、蒼ヶ崎さんの様子は普段通りだった。今日も生き真ま面じ目めに制服を着て、武士然とした態度を見せている。腰まで届くポニーテールも、たわわに実ったＧカップも、いつもと変わらず健在だった。


    （もっと暗く沈んでるかと思ったけど……もしや蒼ヶ崎さん、結婚に前向きなのか？）


    　一同を見渡すと、果たして龍りゆう牙がたちも戸惑っていた。反対する気満々でやってきたのに、調子がくるってしまったようだ。


    「怜れいさん。今回の結婚のこと……」


    　それでもめげずに、龍牙が意を決して切り出す。


    　さすがは主人公と言うべきリーダーシップだったが、間もなく俺たちは肩透かしを食らうことになった。龍牙の勇断が無駄になってしまった。


    　……結論から言うと、俺たちの心配は取り越し苦労だったのだ。


    　よくよく蒼ヶ崎さんから話を聞いたところ、結婚ではなく、ただ「お見合いをする」だけのことらしい。そして最初から話を進めるつもりもないらしい。


    「な、何だあ……ビックリしたよ。怜さんが『縁談が舞い込んできた。それに応じねばならなくなった』なんてメールしてくるから、俺はてっきり……」


    　ホッと胸を撫なで下ろしている龍牙に、蒼ヶ崎さんが苦笑しつつ詫わびる。


    「言葉足らずで悪かった。本来は伝えるまでもない私事なので、龍牙だけに端的なメールを送れば充分だと思ったんだが……かえって大おお事ごとにしてしまったようだ」


    　言葉終わりに、蒼ヶ崎さんの切れ長の目がチラリと俺を見た。


    　──大丈夫、私の本命は小こ林ばやしだ。ヤキモチを焼く必要はないぞ。チュッ──そう告げられたような気がして、俺は勝手にヘコんだ。


    「でも、お見合いすることは確かなのでしょう？　相手はどこの誰ですの？」


    　赤いウェーブヘアーを指でクルクル弄もてあそびつつ、早くも足を崩してリラックスしたエルミーラさんが問う。


    　それを受けた蒼あおヶが崎さきさんは、麦茶をチビリとすすったのちに短く答えた。


    「相手は──月見里やまなし朝あさ雄お。央おう明めい高校の三年、現生徒会長だ」


    「えっ、あのアーサー王？」


    　名前を聞くなり、黒くろ亀がめさんが丸い目をさらに丸めてキョトンとした。


    　アーサー王？　何者だそいつは？　エクスカリバーでも持ってるのか？


    　どうやら知らなかったのは俺だけらしく、龍りゆう牙がたちも亀かめと同じリアクションをしていた。まあ、ウチの学校の生徒会長なんだから、みんなが知っていても不思議じゃない。


    　聞けば文武両道のイケメンで、彼もまた剣術道場の息子であるとのこと。『アーサー王』というのは、名前の『朝雄』から女生徒たちがつけたニックネームだそうだ。


    （ネーミングからして、只ただ者ものじゃなさそうだな……異能力者だったりして）


    　名前というのは重要だ。それは龍牙やヒロインズのあざとい氏名を見ても明白である。


    　加えて生徒会長というオイシイ役職……アニメやラノベに出てくる生徒会は、得てして強大な権力を持っているものだ。何な故ぜか教師たちすら逆らえないのだ。


    　ウチの学校はどうなんだろうか……俺は俄が然ぜん、その月見里朝雄に興味が湧わいてきた。


    「そのアーサー王について、もう少し詳しく教えてもらっていいですか？」


    　リクエストしてみると、今度は雪ゆき宮みやさんが応じてくれた。


    「月見里さんのご実家である『月げつ翔しよう館かん』は、全国でも有名な剣術道場です。彼も幼少より神童と呼ばれていて、剣道部に所属していれば央明高校は全国大会に出場できたとか」


    　まさかそんな逸いつ材ざいが、あの平凡な進学校にいたとは。部活をしてない理由は、やっぱりアレだろうか。蒼ヶ崎さんと同じく「学生剣道に自分が参加するのはフェアじゃない」というやつだろうか。


    　次いで蒼ヶ崎さん本人が、説明を引き継ぐ。その顔がどこか晴れないことから、彼女があまりアーサー王に好意的な感情を抱いていないのは明らかだった。


    「月翔館は全国に二十の支部を持ち、三千人以上の門下生を抱える、巨大な新興流派だ。朝雄は高校卒業を来年に控え、この町にある本部の師範になったばかり……いずれは月翔館を背負って立つことになるはずだ」


    「ちなみに怜れいちゃんとアーサー王って、どっちが強いの？」


    　そこで黒亀さんが、ナイスな質問をした。それは俺も非常に気になっていた。


    　蒼ヶ崎さんより強いとなると、さすがにちょっと扱いに困る。そもそも剣士キャラは二人もいらない。もし仲間に加わるなら、彼には斧おの使いとかに転身してもらう必要がある。


    　……が、そんな懸け念ねんもまた取り越し苦労だった。


    「朝あさ雄おとはこれまで何度も手合わせをしたが、負けたことはない」


    「さっすが怜れいちゃん！」


    　亀かめがガッツポーズする。俺も心でガッツポーズをしていた。


    「朝雄との勝負には、どうしても負けるわけにいかなくてな」


    「蒼あおヶが崎さき流の看板に懸かけて、新興流派には負けられない……というコトですの？」


    　エルミーラさんが、からかうように笑う。彼女と蒼ヶ崎さんは口くち喧げん嘩か仲間なのだ。出会った当初はマジバトルまでやらかしたという。


    「そんな殊しゆ勝しような話ではない。『自分が勝ったら付き合ってくれ』と要求されているからだ。悪いが私は、朝雄の恋人になる気などさらさらない」


    　交際の申し込みが剣の勝負とは……相手もかなりの剣術バカのようだ。


    　みんなも同様の感想を持ったらしく、微妙に渋い表情をしている。やはり女の子側にしてみれば、そんなアプローチは嬉うれしくないんだろう。ただ、龍りゆう牙がまで渋い表情をするのはやめて欲しい。今のお前は男だろう。


    「だから、今さら見合いなどというストレートな手段に出てくるとは思わなかった。朝雄にも剣士としてのプライドがあるはずなのだが……」


    「さすがに思い知ったのではなくて？　剣で怜さんに勝つなど、そもそも常人には無理ゲーですわ」


    　それだけ蒼ヶ崎さんに連敗続きということは、アーサー王は異能力者ではなさそうだ。


    　俺の月見里やまなし朝雄への興味が、急速にしぼんでいく。どうやら彼は、さほど重要人物ではないらしい。今回限りのゲストキャラと見た。


    「怜さん。そもそも今回のお見合い、断ることもできたんじゃ……？」


    　雪ゆき宮みやさんの言葉に、みんなが頷うなずく。庭の鹿しし威おどしまでもが共感するようにコンと鳴った。


    　結局のところ今回の縁談は、蒼ヶ崎さんが辞退していれば終わった話である。なのに彼女がお見合いを了承したために、このような番外編となってしまったのだ。


    「父が──勝手に受けてしまったんだ。朝雄との見合い話を」


    「お父さんが？」


    　蒼ヶ崎さんのお父さん。つまり、ここの道場主。三百年の歴史を持つこの「蒼ヶ崎流剣術道場」の、師範でありオーナーといっていい人物だ。


    「父は腰痛が深刻化したことで、隠居を考えていたところでな……道場と娘の未来を不安視していたのだろう。『一度だけでも朝雄くんと話をしてみなさい』と」


    「それって、道場を閉めるかもってコト!?　それとも月げつ翔しよう館かんと統合するってコト!?」


    　黒くろ亀がめさんが身を乗り出して、甲かん高だかい声で喚わめく。「道場の一人娘」という同じ立場として、そこら辺は人一倍に敏感なのだろう。


    「そんなのヤだよ！　やめないで怜ちゃん！」


    「いや、父もそこまでは考えていない。心配してくれずとも、道場は私が継ぐと決めている。ただ……恥ずかしながら、ウチはお世せ辞じにも大きな道場じゃない。現在の門下生は二十人。しかも全て子供だ。父が隠居後を憂うれう気持ちも分かる」


    「門下生、みんな子供だったのか……」


    　思わずそう呟つぶやいてしまった。


    　これまで蒼あおヶが崎さき道場の稽けい古こ風景など見たことがなかったので、てっきり屈強な成人男性ばかりだと思っていた。そして修しゆ羅らのごとく斬きり合っているのだと思っていた。


    　まさか子供たちで賑にぎわう、アットホームな教室だったとは……それでも二十人も通っているのは、蒼ヶ崎親子の実力・人望があればこそだろう。


    「子供ばかりとはいえ、私は現状に不満などない。みんな真まっ直すぐな子たちだ。蒼ヶ崎流の精神をしっかりと受け継いでくれている」


    「私のクラスの子も、弟がここに通ってるって言ってたよ！　まだ小二らしいけど、将来は怜れい先生と結婚するんだって！」


    「里り菜なのクラスメートの弟……慶けい太ただな。ますます朝あさ雄おとは結婚できなくなったな」


    　苦笑しながらも、蒼ヶ崎さんは嬉うれしそうだ。


    　巨乳であることだし、この人は母性本能が強いのかもしれない。そういう意味でも魅ミ怨オンとは良いライバル関係だと思う。あいつもすっかり我が家のお母さんだから。


    　と、やにわに雪ゆき宮みやさんが、控えめに挙手をした。学校の授業みたいだった。


    「あの、怜さん。門下生は子供だけと言いましたけど……以前にお邪魔したとき、確か高校生らしき方の姿を見たような」


    「ああ、それは……和かず彦ひこだな」


    　途端に蒼ヶ崎さんの表情が、一転して曇ってしまう。


    　その姿に、俺はふと第二部のラストバトル直後の蒼ヶ崎さんを思い出した。


    【魔神】を倒したというのに、やけに浮かない顔で地面を見詰めていた彼女……確かあの時もこんな表情をしていた気がする。


    「ここにも唯ゆい一いつ、田た中なか和彦という同い年の門下生がいたんだ。私とは幼馴な染じみで、隣町にある玉たま原はら商業を全国大会まで導いた有望株だったんだが」


    「さっすが蒼ヶ崎流！　その人はアーサー王より強いの？」


    「いや、残念ながら遠く及ばない。朝雄の実力は、高校レベルを遥はるかに超えているからな」


    　田中和彦……多分こいつはモブだ。名前からして間違いない。


    　学校も違うし、明日には忘れてしまうだろう。ただ引っかかるのは、蒼ヶ崎さんが過去形で話したことだ。「田中和彦という門下生がいた」「有望株だった」と。


    「しかし和彦は残念ながら……先日ウチを辞めてしまった」


    「や、辞めた？」


    「今は月げつ翔しよう館かんに入門している」


    「裏切ったな田た中なか！」


    　テーブルを叩いて、黒くろ亀がめさんが怒号を上げる。


    　我が事のごとく憤っている亀かめに、蒼あおヶが崎さきさんは穏やかに、しかしどこか寂しげに首を横に振った。


    「どこの道場で学ぶのかは、本人の自由だ。もちろん引き留めはしたんだが、和かず彦ひこの意思は変わらなかった。ならばその決断を尊重するしかない」


    「怜れいさんは……それでいいのかい？」


    　気遣うように龍りゆう牙がが問うと、蒼ヶ崎さんは「無論だ」と頷うなずいた。そして改めて俺たちを見回し、折り目正しく頭を下げてきた。


    「とにかく、縁談の件は気にしないで欲しい。一度お見合いという形でデートをするだけだから。変に騒がせてしまい、すまなかったな」


    「…………」


    「『奈な落らくの使徒』との戦いは、まだ終わっていない。私は【青せい龍りゆう】の継承者として、蒼ヶ崎流の剣士として、これからも君たちと共に戦い続けるつもりだ」


    　──こうして蒼ヶ崎さんの結婚問題は、あっさり解決してしまった。


    　だが今回のサブストーリーは、おそらくまだ終局していない。


    　お見合いという強硬手段に出たからには、月見里やまなし朝あさ雄おも簡単には引き下がらないはず。彼が完全に蒼ヶ崎さんのことを諦あきらめるまでは、気を抜くことはできないだろう。


    （何か波乱があるとすれば、アーサー王とのお見合いデートか。できれば尾行したいけど、さすがに出過ぎた行為だよな……）


    　介入するとしても、それは龍牙であり、ヒロインズであるべきだ。


    　俺はあくまで端は役やくに徹しよう。協力を求められた際に、少し顔を出すくらいに留とどめよう。


    　小こ林ばやし一いち郎ろうとは、その程度の存在キヤラであるべきなのだから。
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    　その夜。


    　夕食を済ませると、俺は夏休みの宿題を放置して、ネットで月翔館を調べてみた。


    　月翔館──まだ創設されて四年の、歴史の浅い剣術道場。でも評判はかなり高いらしく、今なお支部が増え続けているという。一軒のみの蒼ヶ崎道場とはエラい違いだ。


    　特徴は、科学的理論を取り入れた「ソードビクス」なるエクササイズ。門下生の八割がこのコースの希望者らしい。一方で本格的な指導コースもあり、ここでも科学的なトレーニング法を推すい奨しようし、たくさんの大会で成績上位者を輩はい出しゆつしているそうだ。


    （剣術道場のクセに、精神論には否定的みたいだな。これも時代なんだろうか）


    　剣の道とは、まず心から──今時そんな考えは流は行やらないのかもしれない。これまた蒼あおヶが崎さき道場とはエラい違いだ。


    （タレントにまでソードビクスの受講者がいるのか……かなり儲もうかってんだな）


    　深夜ながらも、テレビＣＭまで放送されているという。雑誌や新聞にも広告を出しているらしい。どこまでも蒼ヶ崎道場とはエラい違いだ。


    　……こうして調べれば調べるほど、蒼ヶ崎さんがあまりアーサー王に好意的じゃなかったことに得心がいく。


    　蒼ヶ崎道場と月げつ翔しよう館かんは、何から何まで正反対なのだ。歴史が、思想が、規模が、門下生の数が。そんな相あい反はんする新興流派が、同じ町に道場を構えたのだから……俺なら看板をふんだくりにいくかもしれない。


    （察するに、アーサー王はボンボンだ。実力はあるんだろうけど、きっとイケ好かない奴やつに決まってる。ヒロイン候補に言い寄るゲストキャラとは、基本的にそういうモンだ）


    　そしてそのイケ好かない男から、龍りゆう牙がが蒼ヶ崎さんを守るのだ。


    　場合によっては龍牙とアーサー王が、蒼ヶ崎さんを懸かけて決闘する展開とかあるかもしれない。いささかベタだが、それもいいだろう。マンネリとは、すなわち王道なのだ。


    （本来ならそこで蒼ヶ崎さんは、メインヒロイン争いから一歩リードするんだけど……）


    　そうもいかないのが、非常に残念だ。


    　主人公が女であるばかりに。陰でメイドやナースのコスプレをしているばかりに。ブランド物のショーツを穿はいているばかりに。


    （リューガの奴、実は両性具有だったりしねえかな）


    　そんな愚にもつかないことを考えつつ、俺は部屋を出て一階へと降りた。


    　茶の間に顔を出してみると、オカッパ幼女が行儀よく正座してテレビに見入っていた。ウチに居い候そうろうしている『奈な落らくの三さん姫き』の一人、忌キ綺キだった。


    　外見はどこからどう見ても園児なのだが、これでも彼女は将軍クラスの使徒である。


    　その正体は、エゾオオカミ型の異い形ぎよう……ただしあまり迫力はない。むしろモフモフで可愛いのが難点だ。


    「あ、一いち郎ろう男爵」


    　座ざ布ぶ団とんに胡座あぐらをかいた俺を、忌綺が一度だけ瞥べつ見けんしてくる。が、すぐにその視線を画面へ戻し、再びテレビに没頭してしまう。


    　……彼女が夢中になっているのは、毎週土曜の夕方に放送している特撮番組の録画だ。いわゆる巨大ヒーローが怪獣と戦う作品で、それが忌綺はいたくお気に入りなのだ。


    　タイトルは確か、『スペクタクルマン』だったか。忌綺はすでに、登場する怪獣のソフビ人形を四体も持っている。ちなみに一つ六百円。買わされたのは俺だ。


    「お前って、その番組がホント好きだよな」


    「大好きでしゅ。何十回でも観れるでしゅ」


    　異界の住人を虜とりこにしてしまうとは、考えてみれば凄すごい番組だ。


    　俺も子供の頃は、こういうヒーロー物を喜んで視聴し、応援していた。でも脇わき役の魅力に目覚めてからは、司令官のオッサン、メカニックのオッサン、犠ぎ牲せい者のオッサンばかりに注目するようになっていった。


    （ヒーローごっこでも、常にオッサン役だったなあ……隣のクラスからもオファーが来たもんなあ……）


    　そんな思い出に浸っていると。スペクタクルマンがとどめの必殺光線を出そうとしたところで、忌キ綺キがリモコンの停止ボタンを押してしまった。


    　そのままテレビまで消してしまい、傍かたわらの段ボールをゴソゴソと物色し始める。それは忌綺のオモチャ箱だった。


    「最後まで観ないのか？　今、一番いいトコだったろ？」


    「あのあとは、スペクタクルマンが怪獣を倒してしまうでしゅ。キキはそんなシーン、見たくないでしゅ」


    　普通はそこが見たいもんだろう。やっぱり敵キャラって、敵キャラに感情移入するのだろうか。そういえばこいつ、スペクタクルマン本人のソフビは欲しがらないし……。


    「そんなコトより、遊ぶでしゅ一いち郎ろう男爵」


    　言いながら、段ボールから怪獣ソフビを出し、次々とテーブルに並べてくる。


    「キキは地底怪獣ベルベロンをやるでしゅ。一郎男爵は？」


    「……やらなきゃ駄目なのか」


    　日頃から悩んでいることだが、ウチの三さん姫きたちは人間の暮らしに馴な染じみ過ぎている。


    　曲がりなりにも敵幹部なのだから、もう少し威厳と凄味を持ってもらいたい。この前など三人揃そろって、町内会のゴミ拾い活動に参加していた。


    　閉口している俺をよそに、オカッパ使徒が一体のズングリした怪獣を指差す。


    「キキとしては、この氷河怪獣ウジャランガをお薦めしましゅ。スペクタクルマンを氷漬けにした、最高にクールな奴やつでしゅ」


    「オッサン役じゃ駄目？」


    「ソフビがないでしゅ。オッサンの」


    「自分でやるからさ」


    「巨大過ぎましゅ。却きやつ下かでしゅ」


    　強引にウジャランガを押しつけられ、仕方なく役作りに入りかけたところ。


    　そのタイミングで、パジャマ姿の長身美女が茶の間へやってきた。


    「はあ、いいお湯だったわあ」


    　濡ぬれたブロンドの長髪をタオルで拭ふきながら、上機嫌にそんなことを独りごちている爆乳お姉さん。ウチに居い候そうろうしている『奈な落らくの三さん姫き』の一人、呪ジユ理リだった。


    「あら一いち郎ろう様。宿題は終わられましたか」


    　嫣えん然ぜんと微ほほ笑えみ、呪理が俺たちの側そばに横座りしてくる。Ｉカップという驚異な胸囲のため、今にもパジャマのボタンが弾け飛びそうだった。


    「恐縮ながら、先にお風呂を頂きました。一郎様も入られては？」


    「俺は寝る前でいいよ」


    「今なら脱衣場に、私の脱ぎ立ての下着がございます。嗅かがれては？」


    「嗅かがねえよ！」


    　風呂上がりでもエロキャラ絶好調な、キングコブラ型の使徒であった。


    「呪理、いいトコに現れたでしゅ。宇宙怪獣ドラギーゴは、呪理がやるでしゅ」


    「また怪獣ごっこ？　忌キ綺キも好きねえ」


    　やれやれと苦笑し、呪理が肩をすくめる。かつてヒロインズに負わされた傷は、もうすっかり治っているようだ。さすが将軍クラス。


    「早く始めるでしゅっ。番組を観たばかりで、キキのテンションが上がってるうちにっ」


    「しょうがないわねえ……ちょっとだけよ？」


    　ちゃんと付き合ってあげる辺り、そこは三姫の長女的存在たる責任感か。


    　ただし呪理の指先が、先ほどからドラギーゴの角をずっと弄もてあそんでるのが気にかかる。やたら先端をこねくり回し、フニフニ、ツンツンしている。怪獣を愛撫するんじゃない。


    　……突っ込むべきかどうか迷っているうちに、怪獣バトルが始まってしまった。


    　忌綺がベルベロン、俺がウジャランガ、呪理がドラギーゴという配役だ。


    「食らうでしゅ、ドラギーゴ。たあっ」


    「あん、ダメっ、そんな乱暴にしないでっ」


    「やっぱそういうキャラか！」


    　何となく予想はついていたが、呪理が十八禁っぽいセリフを吐く。無駄に演技力があるので始末が悪い。


    「こうしてやるでしゅっ。とおっ」


    「よしてっ、私には主人が……」


    「おいドラギーゴ！」


    　その濡れ場を阻止すべく、俺はすかさずウジャランガを介入させる。


    　が、忌綺のベルベロンは強かった。俺が手にしたウジャランガを頭突きで叩き落としたばかりか、続いて俺自身まで頭突きで攻撃してきた。


    「待て！　ルールがよく分からねえ！　何で俺が攻撃されてんだ！　やっぱ俺は、巨大なオッサンなのか!?」


    「早くウジャランガを拾うでしゅ。拾わない限り、一いち郎ろう男爵が攻撃対象となるでしゅ。でもウジャランガをもう一度フィールドに召しよう喚かんできれば、自動的に五百点のプリズムポイントが付加されるでしゅっ」


    「ルールがよく分からねえ！」


    「一郎様、お助け下さい！」


    「くっ、ウジャランガを再召喚！　プリズムポイントを全て使うぜ！」


    「怪獣がフィールドに三体いるとき、ポイントは使えないでしゅ」


    「ルールがよく分からねえ！」


    　次の瞬間、ベルベロンが高く飛ひ翔しようした。というか、忌キ綺キがテーブルに乗っかり、目一杯に掲げた。


    「とどめでしゅドラギーゴ！　尻しつ尾ぽアタックでしゅ！」


    「ああん！　太くて長ぁい！　こんなの初めてぇ！」


    「ご近所に聞こえるだろ！」


    　そんな風に俺たちが騒いでいると、そこへ魅ミ怨オンがやってきた。


    　相変わらず制服にエプロン姿のサイドテール少女が、呆あきれたように三人を見渡してくる。その両手には、スイカを載せたお盆を持っていた。


    「スイカ切ったわよ。アホなコトしてないで、みんな座りなさい」


    　しっかり者の次女の一声で、俺たちは怪獣バトルをやめてテーブルに着く。


    　今や小こ林ばやし家において、彼女に逆らえる者はいない。逆らえばおかずが一品減らされる。


    「忌綺。テーブルに上がっちゃダメって、いつも言ってるでしょ？」


    「……ごめんなさいでしゅ」


    「呪ジユ理リ。トリートメント使い過ぎ。無理して高いの買ってるんだからね？」


    「……ごめんなさい」


    　悪の一味らしからぬ説教をしたのち、最後に魅怨が俺へと視線を向けてきた。


    　俺も何か叱しかられるんだろうか……そう戦せん慄りつしていると、何な故ぜか魅怨は澄まし顔のまま、しかしどこかソワソワした様子で尋ねてきた。


    「で、一郎くん。今日どうだった？」


    「ん？」


    「だから、ほら……蒼あおヶが崎さき、やっぱり結婚するの？」


    　何だかんだで気になっていたらしい。


    　そういえば夕食のときも、少し落ち着きがなかった。こいつには「お母さん属性」だけでなく、「ツンデレ属性」もあるようだ。


    「いや。結婚じゃなくて、ただお見合いするってだけらしい。縁談は断るってよ」


    「そ、そうなんだ。まあ、別にどうでもいいんだけど」


    　素直じゃない使徒である。ここぞとばかりに冷やかしてやりたかったが、やめておいた方がいいだろう。おかずが一品減らされる。


    （アーサー王とのお見合いデートは、確か明後日あさつてだったか。でもまあ、ここは結果報告を待つしかねえな）


    　そんなことを考えつつ、スイカの種をププッと吐き出した直後。


    　俺のポケットで、携帯がメールを受信した。確認してみると、龍りゆう牙がからだった。


    『一いち郎ろうへ。相談があるんだけどさ……怜れいさんのデート、コッソリついていかない？　お節介かもしれないけど、やっぱりどうしても気になっちゃって』


    　うん。案の定そうきたか。


    　早速ながら、主人公は介入するつもりらしい。ヒロインズじゃなく俺をパートナーに選ぶのは考えものだが、これくらいなら友人キャラとして許容範囲だと言える。


    　龍牙の気持ちは分かる。俺だって正直、ちょっと尾行したい思いはあった。


    　道場経営のこと。父親の隠居のこと。月げつ翔しよう館かんに移ったという、もう名前も忘れてしまったモブのこと──この縁談には、いくつかの不安要素が存在している。


    　それらの事情から、蒼あおヶが崎さきさんが「結婚を承諾せざるを得ない状況」となる可能性はある。きっと龍牙も、今日の会話からそれを感じ取ったのだろう。主人公の嗅きゆう覚かくで。


    （あまり露出したくねえが……主人公のオマケで付き添うくらいは構わないだろう）


    　そう決めた俺は、その場ですぐにオーケーの返信をした。


    　日付を見ると、今日は八月十六日。じきに二学期の足音が聞こえ始めてくる。


    　夏休みの宿題には、ほとんど手をつけていない。
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    　そして二日後。


    　蒼ヶ崎さんとアーサー王のデートを尾つけるべく、俺は予定通りに龍牙と合流した。


    　ちなみに雪ゆき宮みやさん、エルミーラさん、黒くろ亀がめさんは不参加だ。彼女たちも心配だろうけど、人数が増えれば気付かれてしまう恐れがある。今日のところは任せてもらいたい。


    「怜さんには申し訳ないけど……こういうのって、探偵みたいで何かドキドキするね」


    　待ち合わせ場所として定番の、駅南口にある広場。そこを一望できるコンビニの雑誌コーナーで、先ほどから俺と龍牙は待機している。


    　俺たちが見詰める視線の先には、広場にポツンと佇たたずむ蒼ヶ崎さんがいた。


    　人々が絶えず行き交う中、彼女はこちらへ背を向けて相手の到着を待っている。やってきて五分足らずだが、すでに二度のナンパをあしらっていた。


    （デートだってのに、今日も制服なんだな）


    　本当はセンスのいい服を、たくさん持っているのに……めかし込んでいないのは、アーサー王に対する意思表示なのかもしれない。


    　蒼あおヶが崎さきさんは、アーサー王の求婚に応じる気など毛頭ないのだ。


    　その証しよう拠こに、昨夜も俺にメールがあった。『朝あさ雄おのデートを受けたこと、まことにすまなく思う。小こ林ばやしという者がありながら』と。


    　どうか気にしないで下さい蒼ヶ崎さん。小林という者は無視して下さい。


    「一いち郎ろう。挙動不審になっちゃダメだよ？　怜れいさんは鋭いから」


    「それを言うなら、お前の方が心配だ」


    　キャップにサングラスという簡単な変装である俺に対して、龍りゆう牙がは他校の男子制服を身につけていた。普段は縛しばってある髪もほどき、ロン毛の軽音楽部員といった様相だ。


    　残念ながら、こいつは隠おん密みつ行動に向いていない。溢あふれ出るスター性が、これでもかと存在感をアピールしてしまうのだ。


    「ひどいなあ、俺の変装はバッチリだってば。どこから見ても他校の生徒だし」


    「それ、どこの制服なんだよ……」


    「通販で買ったんだ。昨日の夜、ギリギリ届いたよ。ホントならセーラー服にしたかったんだけど。女装もアリかなと思って」


    　とうとう家の外でまでコスプレを始めてしまった。


    　頼むから自じ重ちようして欲しい。ただでさえお前は、クラスでも「火ひ乃の森もりって、女装させたら結構イケるんじゃね？」と評判なんだから。秋の文化祭では、龍牙にメイドの格好をさせてみようかという計画も持ち上がってるんだから。


    　主人公が女装をすると、あら不思議、とてつもない美少女に……そういうネタはセオリーなのだが、本当に女ではネタにならない。よってメイドは俺が引き受けようと思っている。


    「あ、見て一郎っ。生徒会長が来たよっ」


    　いきなり袖そでを引っ張られ、俺はハッと広場へ視線を戻す。


    　すると──蒼ヶ崎さんに近付いていく一人の青年の姿があった。


    　薄手のジャケットとグレースラックスで決めた、背が高いモデルのごときイケメンだ。ここから見ても引き締まった体つきをしており、かなり鍛きたえ込んでいるのが分かる。


    （百九十センチ近くあるな。ちょっと顔は濃いが、なかなかに華がある）


    　あれがアーサー王……月見里やまなし朝雄か。


    　俺たちが監視していることなど知る由よしもなく、アーサー王が親しげに蒼ヶ崎さんへ話しかけている。次いで、小さな花束を手渡したりしている。


    （これから歩き回るってのに、何たる迷惑なプレゼントだ。しかも蒼ヶ崎さんより遅れてきやがって……ゲストキャラにあるまじき態度だぜ）


    　腹を立てている俺をよそに、アーサー王と蒼ヶ崎さんが歩き出す。


    　俺たちも直ただちにコンビニを後にして、慎重に尾行行動を開始した。


    「一いち郎ろう、デートコースをよく覚えておいてね」


    「ああ。どこに行くかでアーサー王の性格が分かるもんな」


    「そうじゃなくて、私とのデートの参考にして欲しいから」


    「…………」


    　主人公の乙おと女め発言をスルーし、俺は足を速めた。


    



    　蒼あおヶが崎さきさんとアーサー王が向かった場所は、俺の予想とは少し違っていた。


    　何というか、残念な意味で健全だった。


    　美術館とかプラネタリウムにでも行くのかと思っていたが、二人が直行したのは駅ビルのスポーツ用品店。しかもそこで、二時間近くもサポーターや消臭スプレーやプロテインパウダーを品定めするという、ムードもヘッタクレもないデートであった。


    （アーサー王め、思いがけずエキセントリックな野郎だぜ……これって、蒼ヶ崎さんは楽しいのか？）


    　思った通り、蒼ヶ崎さんの表情は苦々しげだった。ひたすらアーサー王の話を聞き、たまに相あい槌づちを打つくらいだ。そりゃそうだろう。


    「……一郎。このデート、参考にしちゃダメだからね」


    　苦々しい顔をしているのは、龍りゆう牙がも同じだった。そりゃそうだろう。


    「これじゃ怜れいさんもなびかないはずだよ。女の子をこんな場所に連れてきて、延々とつまんない話して……やっぱり男の子はルックスじゃないわ。たとえ標準以下の顔だとしても、気配りのできる優しい人が一番だよっ」


    　主人公が、ゲストキャラにダメ出しをしている。それも女の子目線で。


    　標準以下の顔とは、俺のことだろうか。地味なのは認めるけど、普通レベルだと信じてたのに……気付けば俺も苦々しい表情をしていた。


    　ヘコんでいる俺の耳に、アーサー王と蒼ヶ崎さんの声が届いてくる。


    「すまない怜、何だか僕ばかり喋しやべっているね。こういう場所の方が、君はきっと喜ぶと思ったんだが」


    「別に構わない。確かに私としても気が楽だ」


    「いつかは僕の愛車で、ドライブに行きたいものだ。すでに免許は取ったし、納車も済ませてあるんだ」


    「遠慮しておく。足腰を鍛きたえるため、移動は走ることにしている」


    　そんな会話を交わしながら、二人はようやく店を出ていった。距離を取ってピッタリとマークする俺たちに感付くことなく、彼らは駅ビルの出口へと向かう。


    　……その姿だけを見ると、まさに美男美女のお似合いカップルだ。


    　俺のような奴やつより、アーサー王はよっぽど蒼あおヶが崎さきさんのお相手に相応ふさわしいと思う。標準以下の俺なんかより。


    「じゃあ怜れい、どこかで少し落ち着こうか。お腹は減っているかい？」


    「不思議と今日は食欲がなくてな」


    「ならカフェで軽く済ませよう。この近くに、ワッフルが評判の店があってね」


    「そうか。ではサンドイッチを頼むとしよう」


    　心なしか、蒼ヶ崎さんのセリフが刺とげ々とげしい。が、相手には全く効いていない。


    　どうもアーサー王は、かなりメンタルが強いようだ。というか、自信家のようだ。あのルックスで腕っぷしもあり、おまけにボンボンで生徒会長なのだから無理もない。


    （しかも車まで持ってやがるとは……俺なんて一輪車しか持ってねえぞ）


    　……程なくしてアーサー王は、蒼ヶ崎さんをエスコートして喫茶店に入った。


    　実はこの店は、俺もたまに利用する。確かにチョコワッフルが絶品で、かつてトウテツに食わせてやったら病みつきになっていた。嘆かわしいことに、ウチの【魔神】はスイーツが大好きなのだ。


    　蒼ヶ崎さんたちが窓際のテーブルに座ったので、俺たちは店内中央辺りの席に着く。


    　ちょうど彼らの死角であり、かつ会話も聞き取れるというベストポジションだ。財布の事情から、注文はアイスコーヒーのみにしておいた。


    「そうだ怜。今度プレゼントしたい物があるんだ。特注の竹刀しないで、僕とお揃そろいなんだが」


    「結構だ。私は基本的に木刀を使っている。我が家の家宝である、『御ご神しん木ぼく刀』をな」


    「道具など何を使っても一緒だろう？　僕たちほどのレベルなら」


    「朝あさ雄お。君は──少し変わったんじゃないか？」


    　そこでふと、蒼ヶ崎さんの口調が、今日初めて感情を帯びた。


    「車だと？　揃いの竹刀だと？　本部の師範になったとはいえ、浮かれるのも大概にしろ」


    「おいおい、そこまで怒ることはないだろう？」


    「今回の急な見合い話だってそうだ。以前の君は、もっと謙虚な人間だったはず。裕福ながらも質素を旨むねとし、実力で私に認められることを──」


    「精神論は、強さの向上に関係ない。それに気付いただけさ」


    　悪びれることなく言ったアーサー王に、蒼ヶ崎さんの顔が引き攣つったのが分かった。


    　駄目だアーサー。それは失言だ。蒼ヶ崎流がとりわけ精神に重きを置いていることは、お前だって知ってるだろうに！


    「怜。君の道場から田た中なか和かず彦ひこが去った理由、聞いているかい？」


    「…………」


    「彼は言っていたよ。『蒼ヶ崎道場は、環境がよくない』と。それは練習方法に対する疑問だったのではないかな？」


    「……ウチの教えが、間違っていると？」


    　何だかマズい流れだ。二人の間に流れる空気が、どんどん張り詰めていく。


    （アーサー王め、何を考えてるんだ？　口く説どくどころか、蒼あおヶが崎さきさんの神経を逆さか撫なでしてばっかじゃねえか！　早く話題を変えろ！　小顔メイク術とかの話をしろ！）


    　ふと正面の龍りゆう牙がを見ると、こちらも怖い顔をしていた。


    　杜ず撰さんなデートコースに加え、蒼ヶ崎流を貶おとしめるかのごとき発言……その度重なる粗そ忽こつっぷりは、主人公までをも怒らせてしまったようだ。


    「例えば蒼ヶ崎流には、瞑めい想そうの時間があるそうだね。まさに僕が言う、精神論の代表例だ。君は師範代として、それに何の意味があると思うんだい？」


    「ただ剣を振るうだけが鍛練ではない。剣とは、己おのれの心を映す鏡であり──」


    「その無駄な時間が、田た中なかには不満だったのでは？」


    　訊きくだけ訊いておいて、蒼ヶ崎さんの言葉を遮さえぎるアーサー王。


    　こいつは駄目だ。高慢ちきがジャケットとグレースラックスを着ているような男だ。


    「いいかい怜れい、道場経営とはビジネスなんだ。生徒は強くなりたくて入門するんだ。顧客のニーズに応えられない道場は、衰退して当然……そうは思わないか？」


    「門下生を、顧客だと？」


    　アーサー王の失言が止まらない。地雷原でソードビクスを踊る勢いである。


    　……いつしか目の前には、俺が頼んだアイスコーヒーと、龍牙が頼んだアイスミルクが置かれてあった。盗み聞きに集中していて気付かなかった。


    「悪いが、蒼ヶ崎道場の経営状況は調べさせてもらっている。門下生は二十人、しかも子供ばかり。むしろ主な収入源は、君が県警や大学へ出向しての剣術指南……果たしてそれは道場と言えるのだろうか？」


    「どういうつもりで……そんなことを調べた」


    「ライバル企業を調査するのは当たり前だろう？　規模、設備、顧客数……我が月げつ翔しよう館かんは、あらゆる面で蒼ヶ崎道場に勝っている。しかしながら、一つだけ負けているものがある。何だか分かるかい？　それは『伝統』だ」


    「…………」


    「厄やつ介かいなことに、ネームバリューとは非常に重要でね。その『伝統』という実績が、武道では大きなセールスポイントになる。君が各所から指南役を頼まれるのも、まさしく『伝統』のお陰に他ならない。古くから地域と結びついてきた、コネクションの賜たま物ものだね」


    「……何が言いたい、朝あさ雄お」


    「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう。ウチはその『伝統』が欲しい。蒼ヶ崎道場に、月翔館とのＭ＆Ａ──つまり買収・合併を打診したい」


    　もうやめてアーサー！　これ以上ソードビクス踊らないで！


    　龍りゆう牙がが何とか激げき昂こうを鎮しずめようと、アイスミルクを一気飲みしている。


    　実はこいつは牛乳が好物なのだ。だからＥカップになっちゃうのだ。


    「知っての通り月げつ翔しよう館かんは、開設されてまだ四年……『伝統』がない。それはいくら資本があっても得られないものだ。が、ウチが今より飛躍するためには、必ず必要なものでもある」


    「言いたいことはそれだけか」


    「僕はすでに重役の一人だ。そして蒼あおヶが崎さき道場の件を、会社より一任されている」


    「もう口を閉じろっ。これ以上お前のビジネス話に付き合うつもりはないっ」


    「聞くんだ怜れい。これは君にとっても悪い話じゃない。君はお父さんが隠居されたのち、本当に道場を継ぐつもりか？　女だてらに今より強くなってどうする？　僕と結婚することに、何のデメリットが──」


    　その時。


    　ダン！　とテーブルが叩かれる音が、店内に鳴り渡った。


    　たちまち周囲の客たちが、音の張本人を一斉に注目する。賑にぎわいがピタリと止やみ、喫茶店が静寂に包まれる。


    　そんな視線も意に介さず、椅い子すを蹴けって立ち上がったのは──


    　蒼ヶ崎さんではなく、火ひ乃の森もり龍牙だった。


    



    



    ５


    



    



    （ああ、やっちゃった……）


    　テーブルに両手をついて憤然と起立している龍牙を、俺は諦あきらめの境地で見上げていた。


    　まことに遺い憾かんながら、尾行作戦は見事に失敗してしまった。蒼ヶ崎さんより先に、主人公の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れてしまった。


    「……一いち郎ろう、ゴメン。もう我慢の限界だ」


    「まあ、仕方ねえか……分かった。お前の好きにしろよ」


    　頷うなずいた俺を残して、たちまち龍牙が歩き出す。


    　そして、そのままトイレへ……というボケをすることもなく。ツカツカと真まっ直すぐに、蒼ヶ崎さんとアーサー王がいる席へと赴おもむいた。


    「りゅ、龍牙……？」


    　さっきまでの怒りも忘れ、蒼ヶ崎さんが当惑している。


    　もちろんアーサー王も、事態が呑のみ込めない様子でポカンとしていた。


    「──生徒会長。それ以上、怜さんを侮ぶ辱じよくするな」


    「ん？　ひょっとして君は、央おう明めい高校の生徒か？」


    「ああ。事情があって他校の制服だけどね。そんなこと、今はどうでもいい」


    　龍りゆう牙ががさらにセリフを紡つむぐ前に、俺はすかさず彼女に駆け寄って制止を試みる。


    「お、おいリューガ、よせってっ。ヤベェってっ」
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    　そして今しがた「好きにしろ」と言ったその口で、そんなことをのたまった。何な故ぜなら、それがこの場面における俺の仕事だから。友人キャラの役目だから。


    　……こういう波乱が起こることも、想定の範囲内だ。


    　アーサー王がイケ好かない野郎であることは、もう充分に分かった。龍牙がそれに怒ってしまった以上、今後のプロットは予測がつく。


    　やはりこのサブストーリーは……龍牙とアーサー王が、蒼あおヶが崎さきさんを巡って勝負する王道パターンになるものと思われる。


    　主人公がそうするというなら、俺に異存はない。この上はしっかりアーサー王と対立し、決闘へのお膳ぜん立だてを整えてもらうまで。


    　そんな胸むな算ざん用ようをしていると、続いて蒼ヶ崎さんの目がこちらへ向けられた。


    「小こ林ばやし。君まで……」


    　未いまだ呆あつ気けに取られている彼女に、俺は神妙に頭を下げる。


    「すみません蒼ヶ崎さん。ついてきちゃいました……」


    「ど、どうして」


    「やっぱり心配で、いても立ってもいられなくて」


    「そ、そこまで私のことを……」


    　微妙に機嫌がよくなった蒼あおヶが崎さきさんをよそに、依い然ぜんとして龍りゆう牙がは剣けん呑のんにアーサー王を見下ろしている。


    　何事かと見守るお客さんたちに、俺は「何でもありません。気にしないで下さい」と愛想笑いを振り撒まいておいた。野次馬への対応も俺の務めだ。


    「龍牙くんに小こ林ばやしくん、といったか。それで、一体何の用かな？」


    　最初こそ呆ほうけていたものの、すぐにアーサー王が平静を取り戻す。次いで爽さわやかな笑みを浮かべ、大おお仰ぎように肩をすくめてみせた。


    「見ての通り僕たちは、デートの最中なんだ。もし怜れいに用事があるなら、後日にしてもらえるとありがたいんだが」


    　あくまで泰たい然ぜんとした構えを崩さないアーサー王に、龍牙が一歩ズイと詰め寄る。


    「悪いけど、話はずっと聞いていた。生徒会長は二つ、大きな思い違いをしている」


    「思い違い？　何のことかな」


    「まず一つ。月げつ翔しよう館かんが蒼ヶ崎道場に負けているものは、『伝統』だけ……そう言ったよな」


    「確かに言ったが、思い違いではないだろう」


    「月翔館には、もう一つ負けているものがある。剣術道場として、最も大切なものが」


    「ほう？　後学のため、是非とも聞かせてもらおう」


    「それは『強さ』だよ。きっと月翔館の剣では、蒼ヶ崎流は倒せない」


    「お、おいリューガ、何てコト言うんだ！　相手は生徒会長だぞ？　月翔館の師範だぞ？　車まで持ってんだぞ？」


    　俺は如によ実じつに狼ろう狽ばいし、再び龍牙を諌いさめにかかる。実のところ、本気で止める気はない。こうすることで龍牙を引き立てるのだ。


    （ああ、何か懐なつかしいなあ……これだよこれ。こういうのが俺の、本来あるべきポジションなんだ！　【魔神】なんて最初からいらなかったんだ！）


    　今となっては、龍牙を怒らせたアーサー王に感謝したい。どうやら俺は、ソードビクスを舐なめていたようだ。そのうち体験入学してみようか。


    　一人ウキウキしている端役おれを置いて、当人たちの話は進行していく。


    「龍牙くん。失礼ながら今の蒼ヶ崎道場が、『強さ』を誇れるとは思えないな。ウチの上級者たちに敵かなう者が、怜以外にいるとでも？」


    「いるさ、ここに」


    　当然とばかりに頷うなずき、龍牙が不敵に笑う。そして自身を親指で指し示してみせる。


    「それが生徒会長の、二つ目の思い違いだ。調査不足なんじゃないか？　この俺もれっきとした、蒼ヶ崎道場の門下生だぜ」


    　あはは。龍牙め、そうきたか。


    　この件に絡むためには、確かにそれが一番かもしれない。龍りゆう牙がは蒼あおヶが崎さき流の代表として、アーサー王をやっつけようというのだ。


    　剣の扱いは不慣れだろうけど、こいつが負けることなんてあり得ないだろうし。


    「月見里やまなし朝あさ雄お。あんたのやり方じゃ、怜れいさんは永遠に振り向いてくれないぞ」


    「…………」


    「剣術道場なら正々堂々、剣で看板を奪ってみろ！　蒼ヶ崎怜が欲しいなら、実力で認められてみろ！」


    　龍牙がこれでもかと主人公力を発揮している。普段はクールだが、仲間のためには熱い……やっぱり龍牙はこうでなくちゃ！


    「……君も蒼ヶ崎道場の一員だと？　それも、ウチの上級者以上の腕だと？」


    「ああ。言っておくが、こっちの小こ林ばやし一いち郎ろうだって門下生だ。多分あんたより強い」


    　あはは。龍牙め、そうきたか。


    　……そうきたか！　ヤベえ！　俺まで入門させられちゃった！


    （何な故ぜそこで俺を入れる!?　露出は極力控えたいのに！）


    　さっきまでの浮かれ気分が、たちまち焦しよう燥そうにすり替わる。マズい。またストーリーに深く絡んじまう。最悪の場合、俺とアーサー王の決闘になってしまう！


    　俺が芝しば居いも忘れてオタオタしていると。


    　不意にアーサー王が、声を殺して笑い出した。


    「龍牙くん。威勢がいいのは結構だが、これは経営者同士の話だ。一介の門下生が口出しすることじゃない」


    「…………」


    「今のままでは、蒼ヶ崎道場に未来はない。だが月げつ翔しよう館かんと合併すれば、少なくとも怜の将来は保証される。僕としては最大限の誠意を見せているつもりだ」


    　台本もないのに、縷る々ると語り続けるアーサー王。生徒会長だけに演説は得意のようだ。


    「僕は結婚という形で、怜のその後の人生にちゃんと責任を持とうと思っている。君はどうなんだい？　僕以上に怜の将来を保証してやれるのかい？」


    「そ、それは」


    　いつしか龍牙が、会話の主導権を奪われていた。返す言葉もなく、黙り込んでうつむいてしまう。


    　……本来なら、アーサー王のセリフはナイスパスだ。ここで龍牙が「もちろんだ！　俺がずっと怜さんを支えてやる！」と返せば、蒼ヶ崎さんはキュンキュンするだろう。


    　が、龍牙は頷うなずけないでいる。


    　何な故ぜなら女の子だから。蒼ヶ崎さんと将来を共にはできないから。むしろ俺と将来を共にする気っぽいから──真ま面じ目めな性格のため、軽はずみな返答をできないでいるのだ。


    （でも、ここでアーサー王に言い負かされるのはマズい……頑張れリューガ！）


    　固かた唾ずを呑のんで見守る中、アーサー王が再び蒼あおヶが崎さきさんに向き直る。


    「怜れい、そろそろ現実を見るべきだ。いずれ蒼ヶ崎道場の経営は、必ず立ちゆかなくなる。このままじゃ田た中なかだけでなく、残った子供らもウチに引き抜かれるかもしれないよ？」


    　その瞬間、蒼ヶ崎さんがハッと両目を見開いた。


    「まさか、和かず彦ひこはお前が……」


    「おっと、今のは失言だったかな」


    　破顔しながら頭を掻かくアーサー王。お前の失言は、今に始まったことじゃない。


    「ただし、僕は別に強制はしていない。最終的には田中が決めたことだ。どこの道場で学ぶのかは、本人の自由……違うかい？」


    　その言葉は皮肉にも、蒼ヶ崎さん自身も口にしていたセリフだった。


    　龍りゆう牙がと同じく、蒼ヶ崎さんもまた悔くやしそうにうつむいてしまう。『龍神の継承者』と『斬ざん舞ぶの剣士』をやり込めるとは、なかなかの弁舌だ。


    　……同時に、俺の腹が沸々と煮えてきた。


    （この野郎……人類を守ってるメインキャラたちに、いつまでも調子コキやがって……）


    　月見里やまなし朝あさ雄お。こいつは姑こ息そくだ。このままでは奴やつのペースで会話が終わってしまう。たとえ弁論であっても、ゲストキャラが主人公を負かすなど言ごん語ご道どう断だんだ。


    （しかも、裏で引き抜き工作までしてやがるとは。蒼ヶ崎道場を心配するような顔をして、自ら潰つぶそうとしてやがるとは……）


    　こいつと結婚して、蒼ヶ崎さんが幸せになるとは到底思えない。なるべく首を突っ込みたくなかったが、ここは俺がフォローするしかないだろう。


    　アーサー王よ。悪いが卓ちや袱ぶ台だいを引っくり返させてもらう。お前にウチの怜はやらん！


    「さあ龍牙くん。分かったら自分の席に戻っ──」


    「待てよアーサー王」


    　そこで俺は一歩踏み出して、龍牙の横に並んだ。


    　初めてアーサー王の視線が、まともに俺を捉とらえる。話がついたと思った矢先に食い下がられたせいか、その顔には若じやつ干かんの苛いらつきが窺うかがえた。


    「何だい？　まだ話があるのかな」


    「結局のところ月げつ翔しよう館かんは、蒼ヶ崎道場より弱いことを認める──ってコトでいいのか？」


    「……何？」


    「実力では看板を奪えないから、金で何とかしたいと……そういうコトでいいのか？」


    　周りの客に聞こえるように、心持ち声を張る。


    　期待通り、あちこちで「月翔館って、あの剣術道場の？」「蒼ヶ崎道場も聞いたことがあるような……」とヒソヒソ話が起こった。


    「さっきリューガも言ったろ？　蒼あおヶが崎さき道場の看板が欲しいなら、剣で奪ってみろと。ビジネスの話もいいが、剣術道場には剣術道場の流儀ってモンがあるだろ？　ウチの看板が欲しいなら、そっちも看板を懸かけて、剣で勝負するのが筋ってモンじゃねえのか」


    「小こ林ばやしくん、だったか」


    　アーサーの目が、炯けい々けいと俺を射抜く。すでにその顔からは笑みが消えていた。


    「月げつ翔しよう館かんをただの新興流派だと、侮あなどってもらっては困る。ウチには全国レベルの人材が数えきれないほどいる。『強さ』においても、そちらに負けるつもりはない」


    「ああそうかい」


    「何よりこの僕が、君や龍りゆう牙がくんに敗れることなどあり得ない。大たい言げんは慎んでもらおう」


    「へっ。結構な自信だが、あんたに火ひ乃の森もり龍牙が倒せるかな？　入門して日は浅いが、こいつは剣の天才だぜ。大言だと思うなら試してみろよ」


    　アーサー王の顔に、明確な怒ど色しよくが浮かぶ。やはりこの手のタイプは、プライドを突っつくに限る。衆人環視の中でここまで挑発されては、引っ込みもつかないはずだ。


    「どうだアーサー王。リューガの刀剣の乱舞、あんたに受けきることができるかな？」


    「……よく分かった。その挑発、あえて乗ってやろう」


    　ついに大きく頷うなずいたアーサー王に、俺は内心ほくそ笑んだ。


    　よし、釣れた！　これで龍牙とアーサー王の決闘フラグが成立した！


    （ちょっと気を揉もんだけど、首尾は上々だ。あとはリューガに頑張ってもらえれば──）


    　ところが。アーサー王はやっぱり曲くせ者ものだった。


    　すんなりと俺に釣られてはくれなかった。


    「蒼ヶ崎道場の挑戦、月翔館の師範として確かに受諾した。日時は十日後の正午。場所はウチの本部道場。形式は──五対五による団体戦を希望する」


    「だ、団体戦っ？　いや、お前とリューガがだな」


    「互いの看板を懸けるならば、総力戦であるべきだろう？　頭数が足りないとは言わないでくれよ？　怜れいと龍牙くん、そして君で三勝すればいい話だ」


    　やっちまった。大事になってしまった。無駄にプロットを膨らませてしまった！


    「ちょ、ちょっと待つんだアーサー。俺は駄目だ。左腕にヒビが入ってるし、アキレス腱けんも八本くらい切れてるんだ。実は絶対安静の身なんだ」


    「小林くん、今さら撤回はナシだ。大言を吐いた以上はね」


    「体調もかなり悪いんだ！　ツベルクリン検査に引っかかっていて、ぎょう虫検査にも引っかかってるんだ！　最近トイレも近いし、夜泣きだって頻ひん繁ぱんに……」


    「そうそう、勝負は勝ち抜き戦ではなく、一試合ごとの星取り戦を提案させてもらう。こちらは受ける側だ、それくらいの要求は構わないだろう？」


    「人の話を聞けアーサー！　そんなだから王妃にランスロットと浮気されるんだ！」


    　俺がなおも食い下がろうとしたところ。


    「──分かった。それでいい」


    　龍りゆう牙がが分かってしまった。キリリとした表情で頷うなずいてしまった。


    「怜れいさんも、それでいいかな」


    　龍牙の言葉に、数秒だけ黙考した蒼あおヶが崎さきさんが、やがてコクリと小さく首しゆ肯こうする。突発的な展開ながら、こちらも腹をくくったようだ。


    　それを見届けると、アーサー王が席から立ち上がった。そのまま俺たちの前を通り過ぎ、出口へと足を向ける。


    「怜。今日のデートはここまでにしよう。結婚の返事は十日後……試合結果として自おのずと出るだろうからね」


    　……アーサー王が去ってしまうと、あとには俺と龍牙、蒼ヶ崎さんが残された。


    　何ともいえない沈黙が流れる中、龍牙が躊躇ためらいがちに蒼ヶ崎さんへ話しかける。


    「ゴメン怜さん。勝手なことをして……」


    「いや。二人は私を心配してくれたんだろう？　私も朝あさ雄おの言葉には、腹に据すえかねるものがあった。この際はっきりと決着をつけるのも悪くない」


    　その返答にホッとしたように表情を綻ほころばせ、続き龍牙は力強い眼光でこちらを見てきた。


    「一いち郎ろう。この試合、絶対に負けられないぞ」


    「俺、その日は鳥人間コンテストに出る予定があって……」


    　一応そんな悪あがきをしてみたものの、やっぱり駄目だった。
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    「はあ……何でこんなコトになっちまったんだ……」


    　その夜。ヘコんだまま帰宅した俺は、魅ミ怨オンに膝ひざ枕まくらしてもらい延々と愚ぐ痴ちをこぼしていた。


    　……蒼ヶ崎さんのデートを尾行した結果、非常に厄やつ介かいな流れになってしまった。


    　まさか蒼ヶ崎道場と月げつ翔しよう館かんの、五対五の団体戦なんてことになるとは。しかも、そのメンバーに俺も入ってしまうとは……。


    　本当なら龍牙とアーサー王の一騎討ちで、この番外編は終わっていたはずなのだ。今回における俺は、二人の決闘をセッティングした時点でお役御免のはずだったのだ。


    　なのに、まだ出番があるなんて。しかもこの分だと、かなりガッツリと関わってしまうだろう。何たって試合に出るんだから。


    「俺さ、なるべく今回は目立ちたくなかったんだ。端は役やくでいたかったんだよ……」


    「ふぅん？　はい、頭を逆にして」


    　話を聞きながら、魅怨は先ほどから俺の耳掃除をしてくれている。


    　こいつの太ふと股ももは、やたら俺の頭にピッタリとフィットする。加えて耳掻かきの扱いがすこぶる巧みで、今や俺だけでなく忌キ綺キまでがその虜とりことなっていた。


    「やっぱ、出ないとダメなのかなあ……ダメなんだろうなあ……」


    　──アーサー王が去ったあとも、俺はめげずに龍りゆう牙がを説得し続けた。


    　試合に出るメンバーは、龍牙と蒼あおヶが崎さきさん。そして雪ゆき宮みやさん、エルミーラさん、黒くろ亀がめさんでいいのではないか？　と。


    　必要な人数は五人。ちょうどメインキャラで賄まかなえるのだ。そうすればヒロインズ全員が活躍できるし、みんなの結束がより強まる有益なエピソードになるじゃないか。


    　俺は友人キャラらしく、応援役に回る。試合ではちゃんと解説役もする。それがベストな人事のはず……そう必死に進言したところ、龍牙から無情な答えが返ってきた。


    「残念だけど、里り菜なはダメなんだ。つい昨日、カナダに十二日間の武者修行へ行ってしまって……グリズリーと相撲すもうを取るんだって」


    　金太た郎ろうか、あいつは。


    「しかも黒亀流拳けん法ぽうは、他流試合を禁止している。どっちみち里菜の出場は無理だよ」


    　一足早く、亀かめに逃げられていた。あのマイペースな天然ツルペタ娘は、また話に絡まないつもりらしい。


    　しかも落胆する俺に、蒼ヶ崎さんがとどめの一言を浴びせてきた。


    「私は個人的に、小こ林ばやしに出てもらいたい。きっと今度の試合は……私の人生において最も大切な勝負になるだろうから」


    　──かくして逃げ道は塞ふさがれ、メンバーは決定された。


    　雪宮さんとエルミーラさんも、事の次第を聞くと喜んで出場を了承した。明日から早速、それぞれに稽けい古こを始めるとのこと。


    「まあ、みんな只ただ者ものじゃないし、きっと勝負はこっちが勝つんだろうけど」


    「……はい、終わりっ。スッゴい大きいの取れたわよ」


    　そこで魅ミ怨オンが、俺のおでこをペチンと叩いてきた。次いで耳掻きを脇わきに置くと、何な故ぜかちょっと不機嫌そうに俺を上から覗のぞき込んでくる。


    「一いち郎ろうくん。剣の試合はいいけどさ、あんまり火ひ乃の森もり龍牙たちと馴なれ合わないでよ？　あいつらって、私たちの宿敵なんだから。そして一郎くんは、トウテツ様の器なんだから」


    　ごもっともな意見である。


    　彼女ら『奈な落らくの使徒』は、太古より人間界を脅おびやかしてきた人類の敵なのだ。幾度となく龍牙たちのご先祖様に敗戦してきた、苦い歴史があるのだ。


    　とりわけ魅怨、呪ジユ理リ、忌綺の『奈落の三さん姫き』は、使徒を束ねる「将軍」である。普段の生活態度から忘れてしまいがちだが、そこそこ責任のある立場なのだ。


    「魅怨。お前、まだ世界を滅ぼすの諦あきらめてねえのかよ」


    「それは……私が決めることじゃないわ。私たち三さん姫きは、トウテツ様に仕えることにしたんだから。我が王のご意思に従うだけよ」


    「そのテッちゃんは、リューガと戦うことを望んでねえぞ？」


    「わ、分かってるわよっ。ただし、たとえ人間と共存することになっても、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がたちと仲良くするのはゴメンだからっ。特に、蒼あおヶが崎さき怜れいとはっ」


    「ライバルとの間には、いつしか奇妙な友情が生まれるモンだぞ」


    「誰があんな奴やつと！　蒼ヶ崎って絶対、一いち郎ろうくんに気があるし！」


    「俺はお前たち三姫には、良き好敵手でいて欲しいんだよ。他の『奈な落らくの使徒』たちとは一線を画かくす、独自の立ち位置を確立して欲しいんだ」


    「そう言われてもねえ……蒼ヶ崎だって私の顔を見たら、きっと喧けん嘩か売ってくるだろうし……あっ、そうだ」


    　と、やにわに魅ミ怨オンが手を叩いた。俺の八畳一間の私室に、その音が小さく反響する。


    「一郎くん。一つだけお願い聞いてくれたら、あいつらの良き好敵手になってあげるわ」


    「何だよ。買いたいモンでもあるのか？　ブランド物のショーツか？」


    「違うわよ！」


    　再び俺のおでこをペチンと叩いてきたのち、魅怨が居住まいを正す。


    　何だか妙に改まっていた。やたらモジモジしながら、不自然な咳せき払いをしている。


    「で、お願いって何だ」


    「う、うん。お願いっていうか、相談なんだけどさ」


    「おう」


    「私と、その……赤ちゃん作ってみない？」


    「どういう了見だ！」


    　思わず喚声を上げて、俺は魅怨の膝ひざから跳ね起きた。とんだお願いだった。


    「頼むから、どうかお前だけはまともな三姫でいてくれ！　ていうか、使徒って子供生めるのか!?　お前らには血縁の概念がないって言ってたじゃん！」


    「だから、試したいの」


    　惑わく乱らんする俺をよそに、魅怨は頬ほおを赤く染めたまま続ける。床に人差し指で、何度も「の」の字を書いていた。


    「前に一度だけ聞いたことがあるのよ。一部の特殊な人間となら、新たな使徒を増やせる可能性があるって」


    「と、特殊な人間？」


    「異能力者だったり、【魔神】様の器だったり……そういった人間となら、ごく稀まれに赤ちゃんができるとか」


    　異能力者ということは、すなわち龍牙とヒロインズだ。


    　そして【魔神】の器とは、すなわち俺と杏きよう花かちゃんだ。


    　俺の知る限り、魅ミ怨オンが言うところの「特殊な人間」はそれだけだ。しかも男となると、その中に俺しかいない。


    「私だって、やっぱり女だからさ……赤ちゃんが生めるなら生んでみたいじゃない？　幸いにも、ちょうど相手がいることだし」


    「俺が、そうだと……？」


    　魅怨が視線を逸そらしたまま、小さくコクンと頷うなずく。


    　何ということだ。若じやつ干かんの懸け念ねんはしていたが、やはりこいつともフラグが立っていたか。どうして皆、こんな冴えない木こっ端ぱキャラにことごとく好意を持っちゃうんだ！
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    「なあ魅怨。俺って実は……イケメンなのか？」


    「顔？　標準以下じゃない？」


    　訊きいた自分が馬鹿だった。使徒の審美眼でも、評価は同じらしい。


    「でもさ、私は一いち郎ろうくんがいい。初めて会ったときから、何かしっくりきたのよね。だから試してみない？　呪ジユ理リと忌キ綺キには悪いけど、一郎くんは私が一番に目をつけたんだし……」


    「生まれてくるのって、使徒なんだろ!?」


    「そうよ。もしかしたら頼もしい戦力になるかもしれないわ。トウテツ様の右腕になったりしたら、鼻が高いわよねえ」


    「子供に過度な期待を押しつけるな！　そもそも、その話はデマの確率が高い！　だって前例はないんだろ!?」


    「まあね。親兄弟の使徒なんて、今まで見たコトないから。もちろん使徒同士じゃ、子作りは無理だし」


    「同族で作れないのに、人間と作れるワケねえって！」


    「だったら私たちって、どうやって生まれてきたのよ。どうして性別があるの？」


    「そ、そういう考察は、視聴者や読者に任せとけばいいんだ！　きっと上う手まいこと考えてくれるから！」


    「試した方が早くない？　こんな可愛い子とエッチできるのに、何が不満なのよ」


    「言ったはずだ！　俺はこの物語を十八禁にする気はねえ！　もっと健全に、幅広い年齢層をターゲットにするんだい！」


    　俺たちがそんな言い合いをしていると。


    　突然ドアが開き、呪ジユ理リと忌キ綺キが入ってきた。どうやら俺の喚わめき声が、彼女たちの部屋まで届いてしまったようだ。


    「魅ミ怨オン、抜け駆けはダメよ」


    「その通りでしゅ」


    　不服げな顔をしながら、魅怨に詰め寄るブロンド美女とオカッパ幼女。


    　また面倒臭くなってきた。というか、いつしか俺の愚ぐ痴ちが強制終了させられていた。


    「一いち郎ろう様、ぶしつけな干渉をお許し下さい。しかしながら『エッチ』や『十八禁』というワードが聞こえた以上、この呪理の出番であるかと……」


    「その無駄な使命感、いい加減に捨ててくれ」


    　嘆息する俺を捨て置き、呪理が魅怨を咎とがめにかかる。


    「魅怨。三さん姫きの長女的存在として、貴女あなたにお説教させてもらうわ。一郎様のオチンチンのお世話は、私の役目でしょ？　ちゃんと私に使用許可を取りなさい」


    「勝手に代理人になるんじゃねえ！　俺のチンチンの！」


    「そもそも貴女、危険物取り扱いの資格は持っているの？」


    「別に危険じゃねえよ！　素朴なもんだよ！　忌綺もいるんだからエロネタは控えろ！」


    　その忌綺はというと、いつの間にか魅怨の膝ひざ枕まくらをちゃっかりゲットしていた。


    「魅怨、耳掃除をお願いするでしゅ。今日はキキの番だったのに、一郎男爵にズルされてしまったでしゅ」


    「抜け駆けって俺のことかよ……おい忌綺、呪理の言ったコトは聞き流すんだぞ」


    「大丈夫でしゅ。キキはもう子供じゃないでしゅ。雄と雌のことくらい理解してましゅ」


    「え……」


    　言われてみれば、俺は彼女たちの実年齢を知らない。


    　前に聞いた話だが、『奈な落らくの使徒』には老化というものがないそうだ。老若男女の様々な姿をした使徒がいるが、彼らは生後三年ほどでその外見となり、それ以降は変化することはないという。


    　つまり忌キ綺キだって、俺より年上の可能性があるのだ。どう見ても精神年齢は、人間の園児と同じくらいだけど……。


    「お前、意味が分かってるのか」


    「要は一いち郎ろう男爵が、魅ミ怨オンの子を生むという話でしゅ」


    「逆だ逆！　エルミーラさんの小説じゃあるまいし、男が出産できるか！」


    　ちなみにエルミーラさんの小説は、龍りゆう牙がと俺をモデルにしたキャラが出てくる。二人は男同士ながら禁断の恋に落ち、その結果俺が妊娠するという超展開を迎えたところだ。


    「む、一郎男爵。エミルーレの話はやめるでしゅ。キキはあの吸血鬼が、スペクタクルマンと同じくらい嫌いでしゅ」


    「エルミーラさんだ！　ちゃんとメインキャラの名前を覚えろ！」


    「横文字は苦手でしゅ」


    「怪獣の名前は覚えてるじゃ──」


    　その時。俺の言葉を遮さえぎって、俺の中から別の声が発せられた。


    「ふぁぁ～……おはようございやす」


    　そんな間の抜けた欠伸あくびと同時に、背後に強い気配を感じる。


    　振り向くと、そこには果たして──央おう明めい高校の制服を着た、俺とウリ二つの少年がいた。


    「テ、テッちゃん……！」


    「旦那、お久し振りっス。お変わりありやせんでしたか？」


    　言うまでもなく、それは【魔神】トウテツだった。


    　俺に宿っている、第二部のラスボスを務めた、恐ろしき四凶の一体だった。


    　トウテツを見るなり、三さん姫きが一斉に姿勢を改め、横一列に並んでひざまずく。俺と同じビジュアルでも、彼女たちにとっては王なのだ。最近は割と馴なれ合ってる感もあるが、主人には変わらないのだ。


    「えっと、今日は何日でやしょう」


    　トウテツの問いに、すかさず魅怨が「八月十八日でございます」と答える。


    　すると、何な故ぜか【魔神】はたちまち顔色を変え、素すっ頓とん狂きような声を上げた。


    「ヤベぇ！　四日も寝ちまったのか！　おい、阪神と巨人の三連戦は結局どうなった!?　阪神勝った!?」


    「三タコでしゅ」


    「内の二試合は完封負けでございます」


    「嫌ぁぁぁぁん！」


    　忌キ綺キと呪ジユ理リの報告に、トウテツが頭を抱えて床をのたうち回る。


    　今さらの話だが、こんなのが【魔神】だとは非常に嘆かわしい。もっともそれは外見も性格も含めて、トウテツが宿主おれの影響を強く受けているからなのだが……。


    「チクショウ、どうせまた継投を間違えたんだ！　あれほど言ったのに！」


    「おいテッちゃん」


    「俺が監督ならこんなコトには……というか、俺がドラフト指名されてれば……！」


    「うるせえよ！　【魔神】がペナントレース気にしてんじゃねえ！」


    「でも旦那！　このまま巨人の独走を許していいんスか！」


    「いいんだよ！　俺は巨人ファンなんだよ！」


    「あの、ところでトウテツ様。お体の具合は……」


    　起きるなり騒がしいトウテツに、魅ミ怨オンが気遣わしげに尋ねる。今や三さん姫きは、こんな主人をすっかり諦あきらめ、受け入れているようだった。


    「おう。まだ全快にゃ程遠いが、とりあえず元気だ。おい魅怨、何か食わせてくれ」


    「カップラーメンでよろしいでしょうか」


    「カップ麺かよぉ……まぁ仕方ねぇか」


    　実のところ、今日の晩飯はエビフライだった。揚げればまだ用意できるはずだが、おそらく面倒臭いんだろう。


    　小こ林ばやし家における【魔神】の扱いは、今やその程度だ。


    「あっ、そうだ旦那！」


    　ガックリと肩を落としたのも束つかの間、トウテツが目を輝かせて俺に向き直ってくる。


    「こうして目覚めたコトですし、どうかよろしくお願いしやすよ！」


    「何をだよ」


    「決まってまさぁ！　俺と龍りゆう牙がたんのデート……もとい、対話の席を設けて下せぇ！」


    「…………」


    　……その件を忘れていた。


    　トウテツは俺に『折しやく伏ぶく』──すなわち支配下に置かれ、無害な存在となった。それを龍牙たちに分かってもらう事後処理があったことを、すっかり失念していた。


    （月げつ翔しよう館かんとの対抗戦になっちまって、それどころじゃねえってのに……）


    　できれば先延ばしにしたいが、そうも言ってられない。


    　これは俺自身の、今後の立ち位置にも影響してくる問題なのだから。


    　正直、憂ゆう鬱うつだった。何せ【魔神】トウテツは御覧の通り……龍牙に惚ほれているのだ。こいつが人間との共存を望んでいるのは、ぶっちゃけ彼女に嫌われたくないからなのだ。


    （こいつがリューガを前にして、威厳と理性を保ち続けられるだろうか……）


    　単なる番外編だと思っていたのに、トウテツの一件まで対応せねばならないとは。


    　今回のサブストーリー、どんどん濃くなってきてやしないか？
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    　トウテツが目覚めた、その二日後。


    　早速ながら、龍りゆう牙がとトウテツによる話し合いが行われることになった。コントンに続いて二回目の、主人公と【魔神】の首脳会談であった。


    　本当なら、もう少し猶ゆう予よが欲しいところだった。せめて一週間は余裕を見て、その間にトウテツと綿密な打ち合わせをしておきたかった。


    　なのに二日後となってしまったのは……龍牙からの要望だった。彼女に「月げつ翔しよう館かんとの件もあるので早めに会っておきたい。きっと一回だけじゃ、分かり合うのは難しいだろうし」と言われたのだ。


    （リューガがそうしたいなら仕方ねえ。主人公の都合に合わせるしかねえ。でも……それにしても心配だ。猛烈に心配だ）


    　俺がここまで懸け念ねんしているのは、時間的な不安に対してだけじゃない。


    　それ以上に頭の痛い提案を、龍牙が申し出てきたためであった。


    　──まずはトウテツと二人だけで話してみるよ。私って一いち郎ろうが側そばにいると、つい女の子が出ちゃうコトがあるから──


    　何と今回の首脳会談、龍りゆう牙がとトウテツによるサシの対話となってしまったのだ。【魔神】が希望していた、まさにデートみたいな形になってしまったのだ。


    　それを聞いたトウテツは、狂喜乱舞して家中を走り回り、ベッドへのダイブを繰り返していた。もはや俺との打ち合わせなど、まるで耳に入っていない様子だった。


    「旦那！　お小遣い下せぇ！」


    「魅ミ怨オンに言え。それより、もう一度シミュレーションを」


    「魅怨！　お小遣いちょうだーい！」


    「おい！　分かってんだろうな！　くれぐれも【魔神】としての自覚を忘れんなよ！」


    　──そして当日。魅怨から二千円をゲットしたトウテツは、意気揚よう々ようと家を出ていった。


    　もちろん俺は、コッソリとついていくことにした。ついていくに決まっていた。


    　まさか再びキャップとグラサンで変装して、デートを尾行するとは思わなかった。


    



    　二人の待ち合わせ場所は、皮肉にもこの前と同じ喫茶店。アーサー王と一ひと悶もん着ちやくあった、あの店だった。


    　前回のこともあるため、できれば龍牙は敬遠したかったろう。彼女としては万一に備える意味でも、火ひ乃の森もり邸で会いたかったはずだ。


    　しかし、トウテツが「ここのチョコワッフルを食べたい」と駄々をこねるので、仕方なく折れてくれたのだ。……ウチの【魔神】が申し訳ない。


    　スキップして店に入っていった【魔神】を見届け、俺もすかさず店内へ滑り込む。


    　すでに龍牙は来ており、早くもアイスミルクのグラスを空にしていた。その席は、以前に蒼あおヶが崎さきさんたちが座っていた場所……ついでに俺の席も、前と同じ中央のテーブルだ。


    （さて、何事もなく終わってくれればいいが……）


    　さりげなく龍牙を観察してみると、彼女は案の定、目の前にいる【魔神】のビジュアルにポカンと呆ほうけていた。


    　トウテツが俺とウリ二つであることは、もちろん龍牙にも伝えている。だが実際に対面してみると、やはり戸惑いを隠せないようだった。


    「驚いたな……本当に一いち郎ろうとそっくりだ」


    「ヘヘヘ。本物よりイケメンでしょ？」


    「……見分けが全然つかない。俺なら区別できると思ったのに……」


    「改めまして、【魔神】トウテツだよ！　テッちゃんって呼んでね！」


    「いや、それはちょっと」


    　風格の欠片かけらもないトウテツに、龍牙がしこたま困惑している。あの【バカ魔神】、やっぱり俺の話を聞いていなかったか。自覚ゼロだったか。


    　ややあって注文を取りにきたウェイトレスに、トウテツがチョコワッフルセットを、龍りゆう牙がが二杯目のアイスティーを頼んでいる。


    　俺は例によって、アイスコーヒーにしておく。以前にも増して財政が逼ひつ迫ぱくしていたから。


    　理由は、焦熱怪獣ブノゲノス──また忌キ綺キにソフビ怪獣をねだられたのだ。


    「龍牙たん、制服で来たんだね。私服姿を見たかったなぁ」


    「君も制服じゃん」


    「ペアルックだね！」


    「そんなコト言い出したら、ウチの生徒は全員ペアルックだよ。というか、君……本当にトウテツだよね？　一いち郎ろうじゃないよね？」


    　元気に「はい！」と返事したトウテツに、龍牙が自身のこめかみを軽く押さえる。……重ね重ね、ウチの【魔神】が申し訳ない。


    「じゃあトウテツ、早速だけど本題に入ろう。君はすでに『折しやく伏ぶく』され、一郎の制御下にあるんだよね？」


    「はい！」


    「俺たちとの戦いに敗れたことで、力もほとんど残ってないんだよね？」


    「はい！　だから二度と悪いコトはできないよ！　俺は心を入れ替えて、平和と正義とワッフルを愛する男になったんだ！」


    　──よし、いいぞトウテツ。その調子だ。


    　龍牙には内緒だが、杏きよう花かちゃんのコントンと違い、実際のところトウテツは力を失っていない。まだ本調子ではないらしいが、【魔神】としての戦闘力を普通に有しているのだ。


    　が、その事実を龍牙たちに知られるわけにはいかない。あくまでトウテツは、もはや戦闘において役立たずだと思わせておく必要がある。


    （でないと俺、戦闘パートに駆り出される恐れがあるからな……共に戦う『仲間キャラ』への格上げだけは、絶対に回避しないと）


    　俺にとってトウテツは、残りの四凶たるキュウキとトウコツへの非常手段に過ぎない。


    【魔神】は倒されると改心し、以降は龍牙たちに助力する存在となる──そのシステムを踏とう襲しゆうすることをグズられたときに、力ずくで言うことを聞かせるための隠し球なのだ。


    （テッちゃんの無力化と無害化……とにかくリューガにそれだけ認識してもらえれば、今日のところは上々だ。ひとまず誉ほめてやるぞテッちゃん！）


    　胸を撫なで下ろしていると、龍牙たちの席に注文が運ばれてきた。


    「来た来た！　龍牙たん、知ってる？　ここのチョコワッフルって超美う味まいんだよ？　俺の大好物！」


    「そ、そうなんだ。ワッフルが大好物……」


    「龍牙たんは飲み物だけなの？　マロンパフェとか頼まないの？」


    「えっ？」


    　その言葉に、龍りゆう牙ががキョトンと目を丸める。


    （あの馬鹿、誉ほめた傍そばから！　初対面の設定だって言ったのに！）


    　ここだけの話、龍牙とトウテツがデートするのは、これで二度目だ。かつてトウテツは俺であると偽いつわり、龍牙と映画を観たことがあるのだ。


    　その時に龍牙はカフェでマロンパフェを頼み、食べきれなかった分をトウテツに食べてもらったという。あの微妙に腹立たしいノロケ話を、ここで蒸し返しやがるとは……！


    「食べきれなかったら、俺が食べてあげるよ。奢おごるから頼みなよ！」


    「い、一いち郎ろうみたいなコト言わないでよ」


    「じゃあ俺のワッフル分けてあげる！　はい、あ～ん」


    　いきなりトウテツにワッフルを差し出され、龍牙は思わずそれを「あ～ん」と口に入れてしまった。直後にハッと我に返り、自分の行為に激しくヘコんでいる。


    「し、しまった。ビジュアルが一郎だから、つい……！」


    「うんうん。やっぱり女の子は、スイーツが好きだよねぇ」


    「くっ……」


    「心配しないで。龍牙たんが女の子だってこと、誰にも言ったりしないから！」


    「それは……よろしく頼むよ」


    「でも、ずっと男のフリなんて大変でしょ？　色々と不便でしょ？」


    「まあね。そもそも君たちのせいなんだけどね」


    　調子がくるいながらも、龍牙は何とか平静を保とうとしている。やおらアイスティーを一気に飲み干すと、再び対話に努めるべく姿勢を正す。


    「トウテツ、訊きいていいかな」


    「はい！」


    「君たち【魔神】や、『奈な落らくの使徒』は──どうして人間界を滅ぼそうとするんだ？」


    「え？　う～ん……あんまりそういうのって考えたコトないんだ。ただ好き勝手に生きてきただけで」


    「人間界には、人間界のルールがある。他者を傷つけるのは良くないことだ」


    「はい！」


    「返事だけは満点だね……」


    「大丈夫！　これからは龍牙たんの味方だから！　どんな敵が現れても、俺が龍牙たんを守ってみせるから！　愛の力で！」


    　鼻息も荒くズイと身を乗り出したトウテツに、ふと龍牙が視線を外す。


    　その頬ほおが、ほんのりと上気していた。明らかにちょっと嬉うれしそうだった。おい龍牙、どうしたんだ！　何で両手を頬っぺに添えている!?　何で少し内うち股またになっている!?


    「えっと、その姿で口く説どかないでくれるかな。何か、その……ドキドキしちゃうから」


    「龍りゆう牙がたんの可愛さに、俺もドキドキしてるよ！　今もこんなに好きでいるのに、言葉にできないよ！　これってキセキだよ！」


    「お、俺は今、男だからっ。そういうコト言わなくていいからっ」


    「愛が全てさ！　今こそ誓うよ！　俺は君を守るため、そのために生まれてきたんだ！　震えるこの胸マジンハート！」


    「うぅ……ズ、ズルいよぉ……」


    　マズい。あろうことか、思った以上に龍牙がトキメいている。トウテツが俺と同じビジュアルなので、懸け念ねんしていた女の子が出てしまっている！


    （しっかりするんだリューガ！　惑わされるな！　そいつのフレーズは全部パクリだ！）


    　俺が心で必死に呼びかけていると。


    　やにわにトウテツが、ガバリと席から立ち上がった。


    「よし今だ！　龍牙たん！　俺の想いを受け止めてぇぇぇー！」


    　次の瞬間、トウテツが跳躍した。テーブルを一気にピョンと飛び越え、龍牙へ向けてダイブした。同時に制服がスルリと綺き麗れいに脱げ、トランクス一丁となる。


    　まさかこいつ──家でずっとこれを練習していたのか！


    　ベッドへの飛び込みを繰り返していたのは、このためだったのか！


    「龍牙たぁぁぁん！」


    「ひゃあ！　カ、神カム威イ解放！」


    　トウテツが眼前まで迫った刹せつ那な。


    　龍牙の背中から可愛らしいチビ龍が出現し、宿敵たる【魔神】を迎え撃った。


    　それは龍牙の守護神である【黄こう龍りゆう】──平素はこうしてデフォルメされた姿をしている、通称・ロンたんだった。


    「ギュピ！」という甲かん高だかい咆ほう哮こうと共に、ロンたんがトウテツの股こ間かんに頭突きを食らわせる。すんでのところで主人を守った直後、すぐさま姿を掻かき消す。


    「おぐっ！」とこちらも咆哮を上げ、たちまちトウテツが床に墜落した。悶もん絶ぜつしながらゴロゴロとのたうち回り、そのまま俺の足下まで転がってくる。こっち来るんじゃねー！


    　……当然のごとく静まり返る店内。愕がく然ぜんとした客たちの眼まな差ざしを受け、うずくまったままピクピクと痙けい攣れんするもう一人の俺。


    　すると間もなく、俺たちの元にマスターらしきオジサンがすっ飛んできた。


    「ま、また君たちの騒ぎか！　いい加減にしてくれ！　喫茶店でパン一にならないで！」


    　半泣きで叫ぶオジサンに、【魔神】が苦く悶もんの声を返す。


    「今は……そっとしといてくれ……呼吸ができねぇ……」


    「君たち双子なのか!?　頼むからもう来ないで！　本当に、お願いだから！」


    「おかしいな……ルパンはこうしてたのに……」


    「帰ってくれルパン兄弟！」


    　──かくして二回目の首脳会談という名のデートは、十五分ほどで終了し。


    　火ひ乃の森もり龍りゆう牙がはコントンに続き、トウテツとも軋あつ轢れきを残す結果となり。


    　俺はこの喫茶店に出入り禁止となった。
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    　とても遺い憾かんな形で会談が終わってしまったものの。


    　幸いにも龍牙は、トウテツに対して一定の理解を示してくれた。


    「少なくとも、トウテツが人間界によからぬ考えを持っていないのだけは分かったよ。……私に対してはよからぬ考えを持ってるみたいだけど」


    　どうも女の子扱いされたことが、高評価に繋つながったものと思われる。加えて俺が心配して尾行していたことも、彼女を喜ばせたようだ。


    　とにかく、近くまた対話の席を……という約束をして、何とか今回の「ルパン事件」は収まった。帰宅したあとトウテツをふん捕まえ、二階の窓からダイブさせてやった。


    （次こそはまともな会談にしないとな……）


    　このサブストーリーが終わるまでに、何としてもトウテツが「無害な存在」であると知ってもらわねば。友人キャラに取り憑ついた「愉快な背後霊」程度に認識してもらわねば。


    　それができれば、あとは「主人公のセミ彼氏」から脱却するだけ。その暁あかつきには、俺は晴れて日常パート専門キャラに返り咲き、心安らかに第三部を迎えることができるだろう。


    （次回の会談には、俺も出席を許された。きっと何とかなる！）


    　……が、そんなことばかりに腐心しているわけにもいかなかった。


    　喫茶店での一幕があったその夜。俺の携帯に、蒼あおヶが崎さきさんからのメールが入ったのだ。


    『小こ林ばやし。明日、二人だけで会えないだろうか。君の顔が見たくなった』


    　そう。今の俺は、厄やつ介かい事をもう一つ抱えている。


    　月げつ翔しよう館かんとの対抗戦という、難儀な問題を。


    　他のヒロインズより顕けん著ちよな、蒼ヶ崎怜れいとのフラグという問題を。


    



    　翌日。


    　蒼ヶ崎さんからの呼び出しを受けた俺は、取り急ぎ彼女の屋敷へと赴おもむいた。今回は同伴者もいない、単独による訪問だった。


    （二人きりで会うのは、結構久し振りだな。気晴らしにファッションショーでもしたいんだろうか。それとも、やっぱりアーサー王のことだろうか……）


    　そんな推測を巡らせつつ、蒼あおヶが崎さき邸へやってきたところ。


    　まだ蒼ヶ崎さんは稽けい古こ中だった。正確には、道場にて子供たちへの指導中だった。どうやら少し早く来てしまったらしい。


    「小こ林ばやし。あと十分ほどで終わるから、悪いが少し待っていてくれるか」


    　頭を下げてきた蒼ヶ崎さんに「全然平気です」と返し、しばし道場の隅っこから練習風景を見学させてもらう。


    （話には聞いてたけど、見事に小学生の低学年ばかりだな）


    　チビっ子たちが声を揃そろえて、一生懸命に竹刀しないを振っている。しまいには俺も呼ばれ、小二の慶けい太たくんの打ち込み稽古に付き合わされた。


    　それを見守る道着姿の蒼ヶ崎さんは、真剣ながらもどこか穏やかな表情だった。いつもの鋭い眼光はなりをひそめ、まるで母親のごとき柔らかい瞳ひとみをしている。


    （子供たち、みんな楽しそうだな。きっといい先生なんだろうなあ、蒼ヶ崎さん）


    　……やがて稽古が終わり、子供らが帰っていくのをわざわざ屋敷の外まで見送ったのち。


    　蒼ヶ崎さんはすぐに着替えを済ませ、再び俺の前に現れた。今日も制服かと思いきや、涼しげなキャミソールとギャザースカートであった。


    「小林。天気もいいし、少し外を歩かないか。書店でファッション雑誌を買いたくてな」


    　散歩という提案はやや予想外だったが、断る理由もないので付き合うことにする。


    　もし知り合いに出くわしてしまっても、「たまたま顔を合わせて、お互い同じ書店に行くところだった」と言い訳すればいいだろう。蒼ヶ崎さんの服装も素朴なので、よもやデートだと思う者はいまい。


    　うだるような暑さの昼下がり。ムワムワと熱気を発するアスファルトの歩道を、二人して並んで歩いていく。


    「……すまないな小林。トラブルに巻き込んでしまって」


    　と、蒼ヶ崎さんがそんなことを言ってきた。当然ながら月げつ翔しよう館かんとの対抗戦の件だろう。


    「気にしないで下さい。リューガが怒る気持ちは分かりますから。俺もアーサー王には、ちょっと腹が立ってますし」


    　これは本心である。奴やつが素直に龍りゆう牙がとの一騎討ちに応じていれば、こんな面倒なことにはならなかった。俺は端は役やくのまま、トウテツの心配だけをしていればよかったのに。


    「そ、そうか。腹が立ったのか。朝あさ雄おには悪いが……それを聞いて何だかホッとした」


    　が、どうやら蒼ヶ崎さんは、俺の発言を違う意味で捉とらえたようだ。


    　見るからに上機嫌になり、俺との間隔をさりげなく詰めてくる。両手を後ろに組んでいるため、ただでさえ大きな胸がより一段と強調されていた。


    「君が朝雄に食ってかかったこと……柄じゃないが、正直とても嬉うれしかった。心配して尾つけてきてくれたこともな」


    　そういえば龍りゆう牙がも、トウテツとのデートについてきた俺を怒ってはいなかった。女というのはそういうモンなのかもしれない。


    「ところで小こ林ばやし。実は昨日、朝あさ雄おが出場メンバーを伝えてきたんだ。すでに龍牙たちにはメールで知らせてあるんだが」


    「月げつ翔しよう館かんのメンバー、ですか」


    「ああ。こちらのメンバーは教える必要はないそうだ。試合中の変更も構わないらしい」


    「舐なめられてますね……」


    「それだけ自信があるんだろう。何せあちらは、月翔館でも屈くつ指しの実力者揃ぞろいだからな」


    　次いで蒼あおヶが崎さきさんが、アーサー王以外の四名の相手メンバーを簡単に説明してくれた。


    　──まず、生徒会副会長の宮みや本もと千ち鶴づるさん。


    　央おう明めい高校の二年生で、アーサー王の後任として次期生徒会長になるのが確実視されている才女とのこと。アーサー王とは従い姉と妹この関係に当たり、剣の腕も全国トップレベル。そんじょそこらの男では歯が立たないそうだ。


    　──続いて、生徒会書記の佐さ々さ木き洋よう介すけさん。


    　こちらも央明高校の生徒で、蒼ヶ崎さんやアーサー王と同じく三年生。あまり練習熱心ではないが、才能だけならアーサー王に匹ひつ敵てきする手て練だれだという。気分屋なため試合内容にムラがあるものの、対戦相手が強いほど燃える性格らしい。


    （宮本に佐々木……剣士として実に分かりやすい名前だ。まさかウチの生徒会が、月翔館に牛ぎゆう耳じられていたとは）


    　──三人目は、桐きり谷やさんという社会人。この人は蒼ヶ崎さんもよく知らないらしく、アーサー王を介して一度だけ挨あい拶さつをしたことがある程度だという。しかし蒼ヶ崎さん曰いわく「おそらく朝雄よりも強い」とのこと。大人が出てくるとは大人おとな気げない。


    　──そして最後は、田た中なか和かず彦ひこ。


    　初めて聞く名前だと思ったが、かつて蒼ヶ崎道場の門下生だった例のモブらしい。彼も実力的には相当なものなんだろうけど、この中じゃ最も安あん牌ぱいだと思われる。


    （是非こいつと試合で当たりてえ。端は役やく同士で地味な試合をしてえ）


    　密ひそかに田中との対戦を願う俺をよそに、蒼ヶ崎さんが小さく溜ため息いきをつく。


    「まさか蒼ヶ崎道場の存亡が懸かかったこの勝負に、和彦を出してくるとはな……朝雄も底意地が悪い」


    「その人って確か、蒼ヶ崎さんの幼馴な染じみですよね？　長い付き合いなんですか？」


    「小学生からだ。ただ、和彦がウチで剣を学び始めたのは、中学生になってからだな。恥ずかしい話だが、『怜れいの強さに憧れている』と言ってくれていた」


    　……その人はひょっとして、蒼ヶ崎さんのことが好きだったんじゃないだろうか。見ての通り、目が覚めるほどの美人だ。子供の頃から綺き麗れいだったに違いない。


    　何より、この巨乳がすくすく育っていくのを間近で見ながら、意識せずにいられるものだろうか？　俺なら無理だ。きっとオッパイ成長日記をつけていただろう。


    「小こ林ばやし。誤解のないように言っておくが、私と和かず彦ひこの間に恋愛感情はないぞ」


    　俺の心を読んだように、蒼あおヶが崎さきさんが釘くぎを刺してくる。


    　それは暴論だと思う。いくら蒼ヶ崎さんに気がないからって、どうしてあちらにもないと断言できるのだ。


    　田た中なかの想いを勝手に代弁するのはやめてあげて欲しい。彼にだって、メインキャラに片想いする権利くらいはあるのだから……思わず田中にそんな憐れん憫びんを抱いた矢先。


    「和彦には、ちゃんと彼女がいるからな。同じ玉たま原はら商業に」


    　田中コラ！　端は役やくのくせに！


    「そして私にも、気になる異性がいる……今、目の前に」


    　俺コラ！　端役のくせに！


    　如によ実じつに顔をしかめた俺に、蒼ヶ崎さんが慌あわてて首と手を振る。長いポニーテールがヒュンヒュン旋回し、俺の頬ほおをペチペチ叩いてきた。


    「き、き、気にしないでくれっ。別に今すぐ小林と、どうこうなりたいというワケじゃないからっ。今はこうして、たまに会ってくれるだけでいいんだっ。当分は小林も、【魔神】トウテツの件で大変だろうしっ」


    　そこから束つかの間、気まずい沈黙が訪れる。互いにうつむいたまま会話もなく歩き続ける。


    （リューガはもちろん、蒼ヶ崎さんだって俺なんかと結ばれるべきじゃねえ。メインキャラのお相手には、相応の格ってモンがあるんだ）


    　とにかく空気を変えたくて、俺は再びモブの人を話題にした。


    「えっと、田中さんでしたっけ。その人は、どうして今になって月げつ翔しよう館かんに移籍なんてしたんでしょう？　中学からってことは、六年近くも蒼ヶ崎道場にいたんですよね？」


    「はっきりと理由は教えてくれなかったな。ただ、最近の和彦は……私と距離を置いていたように思う。私との実力差が縮まらないことに、焦りを感じていたのかも」


    　そりゃそうだ。どんなに上達しようと、一般人が蒼ヶ崎さんに敵かなうわけがない。


    　この人は龍りゆう牙が陣営のナンバー２なのだ。第一部では、五十もの使徒を単独で狩っちゃった剛の者なのだ。


    「前にエルミーラさんも言ってましたけど、蒼ヶ崎さんに勝とうだなんて無理ゲーですよ。剣においては、リューガよりも上なんだから」


    　思ったままの意見を率直に述べると、ふと蒼ヶ崎さんが自じ嘲ちよう気味に苦笑した。


    「果たしてその言葉を、素直に喜んでいいものか。そういえば、朝あさ雄おにも言われたな。女だてらに道場を継いで、今より強くなってどうする──確かに耳の痛い話だ」


    「剣士は蒼ヶ崎さんの一側面に過ぎません。本当は女の子らしい一面だってあるのに……」


    「理解されなくても仕方ない。その素顔を知っているのは、今のところ君だけだからな。そしてそれを隠し通してきたのは、他ならぬ私自身なのだから」


    　──蒼あおヶが崎さき怜れいとは、ストイックな女剣士。ひたすらに剣の道に邁まい進しんする、厳格で堅かた物ぶつなサムライガール。


    　周りのみんなはそう思っている。かくいう俺も、以前はそう思っていた。


    　でもそれは彼女の全てではない。流行に敏感な、ファッション好きのミーハー少女……それだって蒼ヶ崎怜なのだ。彼女は決して剣術だけの人間じゃないのだ。


    「私は、本当の自分を知られるのが怖いのかもしれない。男顔負けの女剣士・蒼ヶ崎怜──そんなキャラを自みずから作り、必死に演じているだけなのかも」


    「…………」


    　何だか身につまされる話だ。俺も様々な「主人公的存在」に合わせて、これまでキャラをコロコロと変えてきた。


    　その点では、蒼ヶ崎さんどころの話ではない。俺の前世はカメレオンかもしれない。


    「キャラを演じるのって、悪いコトなんですかね……」


    「悪いかは分からないが、もし『本当の自分』を受け入れてもらえたら、きっとそれは幸福なことだと思う。小こ林ばやしに『本当の私』を知られたのは偶然だったが、受け入れてもらえたことは……やっぱり嬉うれしかったから」


    　俺はヘコみました……と内心で返しながらも、若じやつ干かんの自己嫌悪に陥おちいる。


    （結局のところ、俺は未いまだに蒼ヶ崎さんを記号でしか見てないのかもしれねえ……）


    　俺にとって蒼ヶ崎怜とは、やっぱり今でも剣士キャラなのだ。主人公の仲間であり、元・ヒロイン候補であり、物語のメインキャラなのだ。


    　これは俺の悪い癖である。全ての人間を、役どころで認識してしまう習性があるのだ。そんなメタっぽい視点で周囲を見るのは……本当はとても失礼なことだ。


    （俺と蒼ヶ崎さんは、根本的に違う。俺が望んでキャラを演じているのに対し、彼女は周りの目を気にして仕方なく演じてるんだ。この人って結構、空気を読む性格だから）


    　……いっそのこと、カミングアウトしていいんじゃないだろうか。龍りゆう牙がたちくらいには。


    　彼女の「意外な素顔」は、決して周りを失望させるものじゃない。むしろ魅力的なギャップだと思う。


    　このサブストーリーは、蒼ヶ崎怜がメイン……彼女を掘り下げる絶好の機会なのだから。


    （蒼ヶ崎さんをプロデュースしてやれるのは、その素顔を知ってる俺をおいて他にいねえ。できれば端は役やくでいたかったが……ここは蒼ヶ崎さんのため、やれることをやるとするか）


    「蒼ヶ崎怜には、こんな一面があったのか」「何か親近感が湧わいた」「怜ちゃんは俺の嫁。お前らは黒くろ亀がめでも愛でてろ」──このエピソードが終わったとき、そんなコメントが寄せられるように。「蒼ヶ崎怜・セクシー抱き枕まくらカバー」とか作られるように。


    　小こ林ばやし一いち郎ろうは、助演のプロ──主人公だけでなく、その仲間だって輝かせてやる！


    「蒼あおヶが崎さきさん。俺、頑張りますよ。月げつ翔しよう館かんとの試合、必ず盛り上げてみせます！」


    　俺の決然とした宣言に、蒼ヶ崎さんが戸惑いつつも「あ、ああ」と頷うなずく。


    「必ず劇的な展開にしましょう！　そのためにベストを尽くします！」


    「あ、ありがとう小林。でも、あまり無理はしないようにな」


    「場合によっては、俺だけ無ぶ様ざまに負けてみせます！」


    「何でだ！」


    「少しはピンチがあった方がいいでしょう！」


    「ピンチなどいらない！」


    「ストレート勝ちなんて展開、誰が望んでるんですか！」


    「私が望んでいる！」


    　そんな会話をしながら、俺たちは書店へと歩いていった。
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    　それから約二十分後。


    　目的の雑誌を購入した蒼ヶ崎さんと共に、書店を後にしてブラついていたところ。


    　ちょっとしたハプニングが起こった。前方で若い男女が、何やら揉もめていたのだ。


    　見たところ、どうもナンパのようだ。背の高い茶髪の青年が、スーパーの買い物袋を提げた制服少女にしつこく絡んでいる。というか、あの女の子って……。


    「少しだけ！　小一時間ほどお茶するだけだから！　ね、お願い！」


    　そんな芸のない誘い文句を捲まくし立てながら、青年が両手を合わせて懇こん願がんしている。派手なアロハシャツに星形ピアスという、いかにもチャラそうな兄ちゃんだった。


    「しつこいわねえ……私、家に帰って夕飯の支度しなくちゃいけないんだけど」


    「家庭的な子、マジ好きなんだよね。じゃあせめてメアドだけでも教えてよ！」


    「持ってないわよ、携帯なんて」


    「またまたあ～。そんなのあり得ないっしょ？」


    　彼らとの距離が数メートルまで迫ったとき。


    　いきなり蒼ヶ崎さんの歩調が速まった。ツカツカと一直線に、二人の元へと向かう。


    　その意図は察するまでもない。真ま面じ目めで正義感の強い彼女としては、見て見ぬ振りなどできなかったのだろう。


    「──嫌がる婦女子にしつこく絡むなど、剣士のすることじゃないな。恥を知れ佐さ々さ木き」


    　蒼ヶ崎さんの声に、青年がこちらを見る。声の主を確認するなり、たちどころに顔を歪ゆがませる。佐々木って、まさか……。


    「チッ、誰かと思えば蒼あおヶが崎さきかよ。ほっとけっつーの。お前にゃ関係ねーだろ？」


    「ナンパをするなとは言わない。だが、断られたなら潔いさぎよく諦あきらめろ。お前の醜しゆう聞ぶんで央おう明めい高校の名を汚すな。ついでに、月げつ翔しよう館かんの名もな」


    　やっぱりそうか。


    　こいつは佐さ々さ木き洋よう介すけ──先ほど蒼ヶ崎さんが言っていた、今度の対抗戦に出る月翔館メンバーだ。並びにウチの学校の生徒会メンバーでもある。こんなチャラ男でも書記って務まるものなのか。


    「へっ、これくらいで朝あさ雄おが目くじら立てるかよ。何たって俺は、あいつから直じき々じきに入門を頼み込まれた男だぜ？」


    「お前のその性根を叩き直したかった……朝雄からはそう聞いているがな」


    「フン。偉そうに言ってやがるが、お前だって男連れじゃねーかよ」


    　佐々木の視線が、蒼ヶ崎さんの後ろに控えていた俺を瞥べつ見けんする。その口元が、小馬鹿にするような笑みを浮かべたのが分かった。


    　……どうやら俺のことを、「取るに足らない雑ざ魚こキャラ」だと認識したようだ。


    　その判断はとても正しい。俺は本来、その程度の存在なのだ。


    （いや、今は軽んじられたコトを喜んでる場合じゃねえ……）


    　実のところ俺は、非常に焦っていた。


    　佐々木がナンパしていた少女を見たときから、大いに動揺していた。本当は蒼ヶ崎さんをなだめすかし、ダッシュで逃げ去りたかったのだ。


    　何な故ぜなら、その少女は──俺がよく知る人物だったから。一緒に暮らしているサイドテール女子高生だったから。


    　そう。ウチの居い候そうろうだったのだ。『奈な落らくの三さん姫き』が一人、魅ミ怨オンだったのだ。


    （マズいことになった。まさかこんな形で使徒とエンカウントするとは……しかもそれが、よりによって蒼ヶ崎さんの因いん縁ねんのライバルだとは……）


    　何とかしてやり過ごさなければ。もし俺が三姫と同居しているのがバレたら、面倒なコトになってしまう。間違いなく龍りゆう牙がたちの家宅捜索を受けてしまう。


    （魅怨、分かってるよなっ？　ここは他人のフリだぞっ？　お前はただの、所帯染みた女子高生だからなっ？）


    　不幸中の幸いながら、蒼ヶ崎さんは異い形ぎようバージョンの魅怨しか知らない。


    　上う手まく立ち回れば、必ず乗りきれるはず。この買い物袋からネギを覗のぞかせている少女がシラサギ型使徒だとは、蒼ヶ崎さんだって夢にも思わないはず。


    （頼むぞ魅怨！　今日の皿洗い、俺が全部するから！　忌キ綺キも俺が風呂に入れるから！　昼飯がソウメンばっかりなコトに、もう文句言わないから！）


    　必死に眼力で訴えかけたものの、魅怨はこちらを見ていなかった。


    　さっきから親の仇かたきのごとく、思いっきり蒼あおヶが崎さきさんを睨にらみつけている。おい、やめろ！　ガンを飛ばすな！　うなじから少し、サギ特有の蓑みの毛げを出すな！


    「で、そっちの冴えない地味なヤツは誰よ。まさか朝あさ雄おが言ってた、調査から漏れてた蒼ヶ崎道場の門下生くんか？　その割にゃスッゲぇ弱そうだけど」


    　佐さ々さ木きが大っぴらに俺を弄いじってくる。とことん雑ざ魚こキャラ扱いする気のようだ。


    　こんなときに何だが、それが妙に心ここ地ち好い。ここ最近ずっと分ぶん不ふ相そう応おうな評価をされてきたので、こうした待遇は新鮮だった。ちょっと佐々木さんが好きになってきた。


    「だ、誰が冴えない地味なヤツだ！　馬鹿にすんな！」


    　俺は喜びを隠しつつ、憤慨して佐々木さんに噛かみつく。向こうが礼を尽くしてくれているのだ、ちゃんとリアクションしなければ。


    「いいかっ。俺は央おう明めい高校二年、小こ林ばやし──」


    「ザコの名前なんか興味ねーよ」


    　最高のセリフが返ってきた。グッジョブ佐々木さん！　あんたいい人だ！


    　さらなる嘲ちよう弄ろうを求めて、俺はなおも彼に食ってかかる。


    「な、舐なめやがって……見てろよ、試合でコテンパンにしてやるからな！」


    「お前が？　俺を？　笑えねーんだよ、このザコ助が」


    　ああ！　佐々木さん好き！　もっと！　もっとなじって！


    　俺が変な趣味に目覚めそうになっていたところ。


    　蒼ヶ崎さんがまなじりを吊つり上げ、怒気を込めて佐々木さんに言い放った。


    「佐々木。それ以上ウチの門下生を侮ぶ辱じよくするのはやめてもらおう。小林はお前などより、遥はるかに優秀な切れ者だ。甘く見ていると試合で恥をかくことになるぞ」


    「チッ、相も変わらずクソ真ま面じ目めな剣術バカが……あ～あ、シラけちまったわ」


    　オーバーに溜ため息いきをつき、佐々木さんが踵きびすを返す。名な残ごり惜しいが行ってしまわれるようだ。


    「覚えとけ蒼ヶ崎。お前の道場、叩き潰つぶしてやっからよ。久々に本気出すとするぜ」


    　捨てゼリフと共に佐々木さんが去っていくと、蒼ヶ崎さんが顔を綻ほころばせて魅ミ怨オンを見る。しかし直後、やたら自分を睨んでいる制服少女に、当然ながら戸惑いの色を浮かべた。


    　……そうだった。恍こう惚こつとしている場合じゃなかった。


    　状況は今、風雲急を告げているのだ。バトルになるかどうかの瀬戸際なのだ。


    「えっと……どこかで会ったことがあるかな？」


    　やはり魅怨だと気付いていないらしく、蒼ヶ崎さんが遠慮がちに尋ねる。


    　ここで魅怨が「いいえ。ごめんなさい、何でもないんです。ありがとうございました」とか返してくれればベストだ。いいな魅怨！　信じてるからな！


    「私が分からないとは、『斬ざん舞ぶの剣士』の目も節穴ね。守護神の【青せい龍りゆう】が泣いてるわよ」


    　ワーストな返しだった。


    　一瞬だけポカンと呆ほうけた蒼あおヶが崎さきさんが、その表情をみるみる強こわ張ばらせていく。たちまち後ろに飛び退すさり、携帯していた木刀を抜き払う。


    「き、貴様……魅ミ怨オンか！」


    「感謝しなさい。あんたが気付くまで、六回は首を刎はねるチャンスがあったわよ」


    　──俺の危き惧ぐが、最悪の形で実現してしまった。今や二人は一いつ触しよく即そく発はつ、いつバトルを開始してもおかしくない臨戦モードだ。


    「蒼ヶ崎。あんた、結婚するんだって？　『奈な落らくの使徒』との戦いも終わってないのに、私との決着もついてないのに、ずいぶんといいご身分ね」


    「結婚などしない。そのために小こ林ばやしも動いてくれている。とても親身にな」


    　その言葉を受けて、魅怨がジロリとこちらを睨にらんできた。


    　今日のおかず、一品減らすから──その目が無言でそう告げていた。


    「や、やめろって二人とも！　バトルは禁止だ！　ダメ！　絶対！」


    　とにかく両者の間に割って入り、説得を試みる。


    　こうなったら俺が収めるしかない。何とか穏おん便びんな形で、周りに被害が出ないよう、この修しゆ羅ら場を爆裂的に鎮ちん圧あつするしかない。


    「二人も知ってるだろ！　リューガは今、コントンやトウテツと対話してるトコなんだ！　首脳会談を差し置いての武力衝突なんて、もっての外ほかだぞ！」


    「かといって、このままお別れしたんじゃ寝覚めが悪過ぎるわよ」


    「同感だ。これは私たち二人の問題だ。龍りゆう牙がたちとは関係ない」


    　あくまで退ひかないつもりらしい。こういうときだけ意気投合しないで欲しい。


    　──ならば、こちらにも考えがある。


    　白黒つけたいなら、つけさせてやろう。望み通り勝負させてやろう。


    「分かった。そこまで言うなら止めない。俺が立会人になるから、とことんやればいい」


    　そこで「ただし！」と、俺は語気を強める。火花を散らし合う二人に、敢かん然ぜんと叫ぶ。


    「その方法は俺が決めさせてもらう！　立会人の提示するジャンルで勝負してもらう！」


    「蒼ヶ崎を倒せるなら、何だっていいわよ」


    「小林、勝負方法を言え」


    　しめたことに、双方とも乗ってきてくれた。


    　俺はやおら大きく息を吸い、高らかに彼女たちへ告げた。


    「勝負は──水着対決だ！」
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    　一いつ旦たん解散したのちに駅前で再合流した俺たちは、電車で隣町のプールへとやってきた。


    　最初は蒼あおヶが崎さきさんも魅ミ怨オンも、この勝負方法にしこたま不服げな顔をしていた。が、最終的には俺の舌先三寸によって丸め込むことに成功した。


    　両者の対抗心を煽あおるのは、俺にとってさほど難しいことじゃない。「いくら武力で勝ってもなあ。魅力で負けるようじゃなあ」……そんな感じで焚たきつけると、二人はたちまち闘志を剥むき出しにした。


    「蒼ヶ崎。あんたに格の違いってものを教えてあげるわ。私はこう見えて、異界じゃファンクラブまであるんだから」


    「その言葉、そっくり返してやろう。私とてこう見えて、芸能事務所からスカウトされたことは一度や二度ではない」


    「フン。巨乳だけが取り柄のあんたが、私に勝てるかしら？」


    「笑止。水着選びのセンスにおいて、貴様ごときが私に敵かなうとでも？」


    　……そんなワケで、辛かろうじて戦闘パートに突入する事態だけは阻止できた。


    （いや、まだ安心はできねえ。というか、更衣室でバトルになってないだろうな……）


    　そんな危き惧ぐをしながら、海パン姿になってプールサイドに出てみると。


    　やっぱり園内は、そこそこのお客で込み合っていた。


    　ここは五年ほど前にできたばかりで、巨大ウォータースライダーやジャグジープールなど設備も充実している。近隣に住む者なら、一度は来たことがあるはずだ。


    　ちなみに俺は、ここへ来るのは三年振り。まだ二度目だ。


    　高校生になり龍りゆう牙がと知り合ってからは、めっきり泳ぐことと縁遠くなってしまった。もちろん理由は、誘っても龍牙が断るからだ。彼女は水着になるわけにいかなかったのだ。


    （まさか蒼ヶ崎さんとプールに行く約束が、実際に果たされるとは）


    　うやむやに終わるだろうと思っていたのに、苦肉の策から本当に水着を見せてもらうことになってしまった。それも、敵幹部のオマケ付きで。


    （というか魅怨の奴やつ、水着なんて持ってたっけ？　さっき一時解散したとき、家には戻らなかったみたいだけど……）


    　蒼ヶ崎さんが水着を取りに戻った一方、魅怨は買い物袋を俺に押しつけてどこかへ行ってしまった。俺は仕方なく一人で帰宅し、海パンを持ってすぐまた出てきたのだ。


    （あいつはしっかり者だから、水着を買うなら俺に一言断るはずだけど）


    　……そんなことを考えていると。


    「待たせたな、小こ林ばやし」


    「お待たせ、一いち郎ろうくん」


    　背後から声をかけられ、俺は思考を中断して振り向いた。


    　相変わらず互いを睥へい睨げいしながら、蒼ヶ崎さんと魅怨がこちらへ歩いてくる。程なく目の前までやってきた二人に、俺は知らず感嘆の声を漏らしていた。


    　──蒼あおヶが崎さきさんは、黄緑のビキニ姿だった。


    　腰にシースルーのパレオを巻いており、左足首にはリング型のアンクレットを着けている。スラリと長い手足、キュッと引き締まったウエスト……しかし何より眼福なのは、はち切れんばかりのバストだ。この二ふた子ご山やまを「ボイン」とは、昔の人はよく言ったものだ。


    （ヘソも満点と言わざるを得ない。この人、脱いだらここまで凄すごかったのか！）


    　──一方の魅ミ怨オンは、シックな黒のワンピース水着だった。


    　色合い的には蒼ヶ崎さんと対照的だが、プロポーションの見事さは優るとも劣らない。胸もそれなりにあり、形もいい。が、特筆すべきは腹部……何とワンピースながら、菱形に開いてヘソが露出していたのだ。これにはヘソ鑑定士の俺もビックリだ。


    （こいつのヘソも綺き麗れいだ。シックでいて大胆とは、恐れ入ったぜ！）


    　俺のみならず、付近の男性客の視線も、二人へと釘くぎ付けになっている。


    　それはそうだ。これは俺だけが見ていいものじゃない。みんなと分かち合わねばならない有形文化財だ。


    「どうだ小こ林ばやし。私の渾こん身しんの水着セレクトは。ぐうの音も出まい！」


    「どう一いち郎ろうくん。急いで見立てた割にはイケてるでしょ？　ヘソクリで買ったの」


    　使徒がヘソクリしてた。しっかり者であり、ちゃっかり者だった。


    　まさかとは思うが、だから水着のヘソ部分がクリ抜かれてるんじゃないだろうな……。


    「さあ小林、選べ」


    「どっちが魅力的なの？」


    　蒼ヶ崎さんと魅怨が、ズイと俺に迫ってくる。二人の目が「自分を選ばなきゃ、ただじゃおかない」と言っていた。


    「ま、まだジャッジには早い。審査を続けます。それじゃ、えっと……男がぐっとくるセリフを言ってみて下さい。もちろんこの状況に相応ふさわしいセリフを」


    　俺の注文を受け、すかさず魅怨が自分の胸に手を当てる。


    「ん～、何かちょっとキツいかしら。また胸が大きくなっちゃったかもぉ」


    「魅怨選手、百ポイント！」


    　負けじと蒼ヶ崎さんが太陽を見上げ、かざした手でひさしを作る。


    「思ったより日差しが強いな……よかったらサンオイルを塗ってもらえないか」


    「蒼ヶ崎選手、百ポイント！」


    　さすが因いん縁ねんのライバル同士、こんな勝負まで五ご分ぶ五分だった。


    「一郎くん。この貝殻、波の音がする……」


    「魅怨選手、百ポイント！　貝殻なんてないけど！」


    「よし小林、あそこの無人島まで競争だっ」


    「蒼ヶ崎選手、百ポイント！　あれポリエチレンの浮き島ですけど！」


    　それから何度かセリフの応酬があったが、やっぱり両者は互角だった。俺も徐々に楽しくなってきた。


    「くっ、やるわね蒼あおヶが崎さき」


    「貴様もな、魅ミ怨オン」


    　着実にポイントゲットしてくるライバルに、お互いどんどんムキになっていく。


    　続いてセクシーポーズ対決、ウォータースライダーを優雅に滑る対決、浮き輪のシャチと無む邪じや気きに戯たわむれる対決、アイスバーをエロくしゃぶる対決などに移行したが、そこでも実力は拮きつ抗こうしていた。ビデオカメラを持ってくるんだった。


    「見ろ小こ林ばやし！　私なんて水面を両断できるぞ！」


    「蒼ヶ崎選手、マイナス百ポイント！　一般人として振る舞うように！」


    「見て見て一いち郎ろうくん！　私なんて水面を走れるのよ！」


    「魅怨選手、マイナス百ポイント！　人間として振る舞うように！」


    　……そんなこんなで互いに三千ポイントを獲得した頃には、俺は何しにここへ来たんだったかよく分からなくなっていた。


    　蒼ヶ崎さんと魅怨も、さすがに少し疲れてきている。そろそろジャッジを下さないと、プールの藻も屑くずにされてしまうだろう。


    「小林、もういいだろう……どちらが魅力ある女子なんだ……？」


    「私、このあと夕飯の支度あるんだからね……さっさと決めなさい」


    　もはや引き延ばしはできない。結構ギャラリーも集まってきている。


    　さりとて、判定するのがとても怖い。どちらを選んでも、俺は無事ではいられないような気がする。結局はプールの藻屑となる未来が見える。


    （調子に乗って色々やらせ過ぎちまった……軽傷で済むのは、どっちのリンチだろうか）


    　すっかり忘れていたが、俺はまだ左腕にヒビが入ったままなのだ。月げつ翔しよう館かんとの対抗戦もあるし、これ以上の骨折は避けたい。


    「小林！　私を女にしてくれ！」


    「一郎くん！　私の胸に飛び込んできなさい！」


    「胸なら私の方が大きいし、柔らかいぞ！」


    「私だってＤカップだし、大抵のモノは挟めるわよ！」


    　なりふり構わずそんなことを言い出した二人に──俺は意を決して告げた。


    「ド、ドローだ！」


    　その瞬間、空気がユラリと歪ゆがんだような気がした。二人のまとう空気が。


    「勝負は次回に持ち越す！　次はランジェリー対決で──」


    　言い終わる前に、プールに投げ込まれた。


    「ふざけるな！　ここまでさせておきながら！」


    「そうよ！　大事なヘソクリどうしてくれるのよ！」


    　もがいて水から顔を出したところ、蹴けりの雨が降ってくる。


    　蒼あおヶが崎さきさんの足、魅ミ怨オンの足、蒼ヶ崎さん、魅怨、フェイントでまた魅怨……さすがはライバル同士、息の合った連係だった。


    「魅怨、こうなったら水切り対決だ！　小こ林ばやしを何回跳ねさせることができるかで勝負だ！」


    「望むところよ蒼ヶ崎！　最初からそうするべきだったのよ！」


    　しかしながら、俺を石に見立てた水切り勝負も、やはり互角であり。


    　俺は結局、プールの藻も屑くずにされた。


    



    「……蒼ヶ崎怜れい。今日はグダグダになったけど、次は必ず決着つけるから。覚悟しなさい」


    　それから一時間ほどのち。


    　三人でプールを後にすると、魅怨はそんな捨てゼリフを残し、先に一人で去っていった。おそらくこれから大急ぎで帰って、夕飯の準備をするものと思われる。


    　ただ去り際に、シラサギ使徒はこうも言った。


    「でも、まあ……スタイルと水着のセンスは認めてあげるわ。私ほどじゃないけど──」


    　それを聞いた蒼ヶ崎さんは、「フン。負け惜しみを」と独りごちつつも、僅わずかながら口元に笑みを浮かべていた。


    　ドロー判定の直後は激怒していたが、帰りの電車でも普通に俺と会話してくれた。結果には納得していないものの、それなりに充実感があったようだ。


    「悔くやしいが、魅怨の水着には私もセンスを感じた。ただの暴悪な使徒だと思っていたが……もしかしたらあいつは、私のライバルとなる存在なのかもしれないな」


    　こんな勝負で敵を認めていいのだろうか。


    　複雑な気分でいる俺に、蒼ヶ崎さんが微ほほ笑えみかけてくる。車窓から差し込む夕陽を受けたその顔は、いつにも増して美麗だった。


    「不思議なものだな。ここ数日の鬱うつ屈くつした気分が、少し晴れたような気がする。一週間後に迫った月げつ翔しよう館かんとの試合も──これでスッキリと臨めそうだ」


    　その後。俺は例によって、蒼ヶ崎さんを自宅まで送った。屋敷間近の数メートルだけ、彼女の要望で手を繋つないだ。


    　次いで自宅へと引き返す途中、自販機でジュースを買い、顔に当てて冷やしておく。二人に蹴られたお陰で、若じやつ干かん腫はれていたのだ。逆に男前になってたりしないだろうか。


    （まあ、この程度で済んでよかった。いいモノ見れたし、差し引きゼロってとこだな）


    　そんな感想を抱きながら家に戻ると、果たして魅怨が夕飯の支度をしていた。


    　珍しく呪ジユ理リと忌キ綺キまでもが、文句も言わずテキパキと手伝っている。長女と三女は俺を見るなりスススと寄ってきて、キッチンに立つ次女に怯おびえた眼まな差ざしを向けた。


    「今日の魅ミ怨オン、何だかちょっと怖いでしゅ」


    「一いち郎ろう様、どうぞご注意下さい。我が家のボスがご機嫌斜めです」


    　そのタイミングで、丸一日ずっと眠っていたトウテツが俺から出てきた。彼もまた魅怨のただならぬ怒ど色しよくを感じ取り、テキパキとお手伝いを始めた。


    「旦那。何かあったんですかい？　ボスの奴やつ、やけに怒ってやすけど」


    「……この家のボスって、俺でも【魔神】でもないんだな」


    　その日。俺のおかずは一品どころか、二品減らされていた。
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    　アクシデント的な水着対決から二日後。


    　ようやく魅怨のご機嫌が直ったことに安あん堵どしたのも束つかの間、俺に次なる正しよう念ねん場ばが訪れた。


    　──主人公と【魔神】による、三回目の首脳会談が行われることになったのだ。


    　前回はトウテツの狼ろう藉ぜきによってグダグダになってしまったが、今回は俺も出席が許されている。トウテツにも反省させたし、そこまで酷ひどい結果にはならないだろう。


    （しかも場所はリューガの家だ。周りの目を気にする必要もねえ。とはいえ……火ひ乃の森もり邸ということは、ひょっとして）


    　そんな俺の予感は、やっぱり当たった。今回の会談には、龍りゆう牙がの妹・杏きよう花かちゃんも同席するとのことだった。


    　火乃森邸でやるのだから、当然の流れだと言える。もちろん俺も、杏花ちゃんの出席自体に異存はない。ただ、一つだけ不安要素があるとすれば──コントンの存在だ。


    　杏花ちゃんが参加するということは、すなわち彼女の【魔神】も参加するということ。


    　そこで心配になってくるのは、龍牙と【魔神】の絡みじゃない。むしろその【魔神】同士の絡みであった。


    （あいつらを引き合わせて、大丈夫なんだろうか……）


    　四凶と呼ばれる存在は、すこぶる仲が悪い。


    　それはトウテツとコントンも例外じゃなく、彼らは顔を合わせれば途端に険悪となる。ヤンキーのごとく「あ？」「お？」と凄すごみ合うのだ。


    （俺と杏花ちゃんで、何とかフォローするしかないだろう。リューガの前ならテッちゃんも喧けん嘩かはしないだろうし、コントンだって杏花ちゃんには逆らわないはずだ）


    　そんな希望的観測を胸に、俺はちゃっちゃと身支度を整えた。


    「一郎男爵、トウテツ男爵、いってらっしゃいでしゅ」


    「一郎くん、いい？　火乃森龍牙に舐なめられちゃダメよ？　トウテツ様も、くれぐれも過度におデレになりませぬよう」


    　玄関で見送ってくれた忌キ綺キと魅ミ怨オンに、二人して「はい」と返事し出発する。


    　……ちなみに呪ジユ理リは、朝早くから外出していて不在だった。あのキングコブラ型使徒はここ最近、頻ひん繁ぱんにどこかへ出かける。聞けば何と、「勤め先を探している」というのだ。


    （それは家計的にも助かるんだけど……『奈な落らくの使徒』の将軍を、普通に働かせていいんだろうか。とりあえずキャバ嬢とかコンパニオンだけは勘弁してくれよ……）


    　ひとまず呪理の問題はさておき、火ひ乃の森もり邸に辿たどり着いた俺はチャイムを鳴らした。


    　門を抜けて庭に入ると、そこでトウテツに顕けん現げんの許可を出す。が、【魔神】は俺から出てくるなり、不満ありありの渋じゆう面めんで溜ため息いきを吐いてきた。


    「はあ。せっかく龍りゆう牙がたんと会えるのに、コントンの野郎がいるなんて……」


    「仕方ねえだろ。分かってるだろうが、コントンに飛びかかるんじゃねえぞ？　別の意味でリューガにも飛びかかるんじゃねえぞ？」


    　トウテツに釘くぎを刺しつつ、屋敷の引き戸をガラガラと開けると。


    「いらっしゃい。待ってたよ」


    　すでに龍牙が玄関で待機していた。


    　いつもなら何かしらのコスプレをしており、勢いよく俺に抱き着いてくるのだが、もちろん今日の龍牙は違っていた。口調も男バージョン、服装も学校の男子制服だった。


    　龍牙の顔を見た途端、果たして【魔神】のテンションが一気に跳ね上がる。


    「こんにちは龍牙たん！　お招きありがとう！」


    「相変わらずソックリだね……」


    　俺たちを交互に見ながら、改めて龍牙がそんな感想を漏らすと。


    　やにわにトウテツが俺と背中合わせになり、その場でグルグルと回り始めた。間もなくピタリと止まると、再び俺の横に並び立つ。


    「さあ、どっちがテッちゃんだっ？」


    　問われた龍牙がトウテツを指差し、「君でしょ」と答えた。


    「さすが龍牙たん！　俺が分かるんだね！」


    「いや、だって……」


    　そりゃ誰だって分かるだろう。トウテツの側頭部からは今、一対の羊っぽい角が生えているのだから。


    　それは今回の会談において、見分けやすくするための措そ置ちだった。さらには念を入れて、家でトウテツの額に「まじん」とマジックで書いておいた。本人は気付いていないが。


    「それじゃあ、応接間へどうぞ。もう杏きよう花かとコントンもいるから」


    「龍牙たんの部屋に行きたいなぁ。二人っきりでお喋しやべりしたいなぁ」


    「君と二人で会うのは遠慮するよ。もう奇襲されるのは懲こり懲ごりだから」


    「違うの龍牙たん！　あれは異界における、友好の表現なの！」


    　取り合わずに踵きびすを返した龍りゆう牙がに、トウテツが慌あわててついていく。早くも先が思いやられる雲行きであった。


    「一いち郎ろうも、これくらい積極的だったらいいのに……」


    　廊下を先行する龍牙が、ポツリとそう呟つぶやいたのが聞こえた。


    



    　そして、いよいよ「第三回・首脳会談」が始まった。


    　宴会でも開けそうな広い応接間にて、五人の出席者がテーブルを囲んで座る。


    　縁側を背にして俺とトウテツが。その対面には杏きよう花かちゃんとコントンが。そんな両サイドを見渡せる形で、龍牙が斜はす向かいに陣取るという配置であった。


    　緊張した面おも持もちでいる俺の横で、トウテツが案の定、コントンを睨にらみつけている。


    　が、幸いにもコントンはそれを黙殺し、みんなへのお茶汲くみに終始していた。さすが杏花ちゃん、よく躾しつけが行き届いている。一流の【魔神】ブリーダーだ。


    　コントンの態度に肩透かしを食ったトウテツは、続いて龍牙に矛ほこ先さきを向けた。


    「龍牙たん。俺、ちょっと悲しいんだけど」


    「な、何が？」


    「だって龍牙たん、俺の前ではずっと男バージョンなんだもん。この前も、今日も、俺と会うときはいつも学校の制服なんだもん」


    「あのねトウテツ。俺はこの対話に、火ひ乃の森もり家の当主として、そして『龍神の継承者』として臨んでいるんだ。男でなくちゃいけないんだよ」


    　龍牙のもっともな意見に、しかしトウテツは子供のごとくグズる。


    「せめて女子の制服にならない？　それだけで俺のモチベーション、だいぶ違うんだけど」


    「いや、さすがに【魔神】の前でスカートは……」


    「そんな水臭いコト言わないでよぉ。じゃあせめて、サラシだけでも外して下さい！」


    「ダメだってば」


    「じゃあせめて、テッちゃんって呼んで下さい！」


    「わ、分かったからっ。それで話を進めさせてくれるねっ？」


    「呼んでみて！　呼んでみて！」


    「テ、テッちゃん」


    「イィィヤッホォォォォーウ！」


    「もう……【魔神】をニックネームで呼ぶなんて、またお父さんに叱しかられちゃうよ……」


    　そこで俺は「おい、それ以上リューガを困らせるな」と、トウテツの頭をはたいておく。


    　龍牙はこう見えて押しに弱いのだ。このままだとサラシも外され、スカートに穿はき替えさせられてしまいかねない。


    「これでまた一つ親密になったね！　龍牙たんが女の子であるコトは、四し神じんの奴やつらだって知らないんでしょ？」


    「う……」


    「仲間たちすら知らない秘密を、俺は知ってるんでしょっ？」


    「うぅ……」


    　すっかり上機嫌になったトウテツに対して、龍りゆう牙がは軽くヘコんでいた。


    「やっぱり、不誠実だよね……仲間たちを騙だましてるなんて」


    　彼女は今も雪ゆき宮みやさん、蒼あおヶが崎さきさん、エルミーラさんに、その秘密を隠し通している。仕方のないことなんだが、思った以上に後ろめたさを感じているようだ。


    「打ち明けるべきなのかな……でも、どんな顔されるだろ……一いち郎ろうと杏きよう花かはどう思う？」


    　……何か変な流れになってきた。主人公の「お悩み相談会」みたいになってきた。


    　とにかく軌道修正するべく、俺は龍牙のフォローに回る。もちろん杏花ちゃんも援護に加わってくれた。


    「その件については、打ち明けるにしてもタイミングや状況ってモンがあるだろ？　掟おきてなんだから、あまり気に病む必要ないって」


    「そうだよお姉ちゃん。今度お父さんが帰ってきたときに、一緒に相談してみよ？」


    　そんな感じで龍牙を慰なぐさめていると。


    　またトウテツが素すっ頓とん狂きような声を上げた。本当にもう、つくづく面倒な【魔神】だ。


    「おいコントン！　ふざけんな！　なに分かりやすい嫌がらせしてんだ！」


    　見ると、トウテツの前に置かれた湯飲みにだけ、水が入っていた。金魚も泳いでいた。


    　相手にしていないかと思いきや、コントンもしっかりやるコトをやっていた。こちらも面倒な【魔神】である。


    「テメェみたいな【ボンクラ魔神】に、来客用の高え玉露が出せるかよ。池の水を恵んでもらえるだけでもありがたく思えや」


    「それがお客さんに対する態度か！　ハラワタえぐり出して、膀ぼう胱こうで風船ヨーヨー作ってやろうか！」


    「標準以下のビジュアルした奴やつは、ウチでは客じゃねえんだよ」


    　今、とてつもなくディスられた気がする。


    　……どうでもいいが、【魔神】にも膀胱はあるらしい。本当にどうでもいいが。


    「いいから俺にもお茶を出せ！　あとワッフルも！」


    「でけえ声で喚わめくんじゃねえよ。杏花たんが怖がるだろうが」


    　そう言ってコントンが、隣の宿主に「な？」と優しく同意を求めている。


    　龍牙たんに、杏花たん……【魔神】は気に入った少女に「たん」をつける決まりでもあるんだろうか。


    「何が『な？』だ！　この【ロリコン魔神】が！」


    　と、トウテツが放った一言に、初めてコントンが顔色を変えた。


    　みるみる双そう眸ぼうが憤ふん怒ぬに染まり、蓬ほう髪はつがザワリとうねる。図星だったか。


    「テメェ、言っちゃならねえことを言いやがったな……！　いいか、俺様は断じてロリコンじゃねえ！　子供から大人になりつつある、微妙な成長段階の少女が好きなだけだ！」


    「熟練のロリコンじゃねぇか！」


    「ロリコンってのは、忌キ綺キみたいなのに反応する奴やつのことだろうが！　俺様はセーフだ！」


    「そんな言い逃れが、世間様に通用するとでも思ってんのか！」


    　耳を覆いたくなるような口論が続く中。


    「喧けん嘩かしない！」


    　龍りゆう牙がと杏きよう花かちゃんが、同時にテーブルを叩いて一いつ喝かつした。示し合わせてもいないのに、完かん璧ぺきなユニゾンだった。


    　火ひ乃の森もり姉妹に叱しつ責せきされ、【魔神】たちが渋々と引き下がる。


    　もはや第一部と第二部のラスボスっぷりが、見る影もない。とても『奈な落らくの使徒』たちには見せられない姿だった。


    「龍牙たん、騙だまされないで。この野郎はまだ懲こりてないんだ。器が変われば、きっとまた人類を、とりわけ幼女を脅かすに決まってるんだ。【魔神】を簡単に信用しないでっ」


    「そのセリフ、壮絶なブーメランだって分かってんのか。テメェも【魔神】だろうが」


    　まだなおチクチクと言い争うトウテツとコントンに、火乃森姉妹が深く溜ため息いきをつく。


    　今度はそのユニゾンに、俺も加わっていた。
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    　それから十分間の休憩を挟んで。


    　ひたすら脱線を繰り返した会談は、改めて仕切り直す形で再開された。


    　二人の【魔神】はすっかり不ふ貞て腐くされ、時おり眼光をぶつけ合いながら押し黙っている。これって一応、人類と『奈落の使徒』が共存できるかどうかの、とても重大な話し合いのはずなんだけど……もっと緊張感を持ってもらいたい。


    「それじゃあ、気を取り直して話を進めることにしよう。トウテツ、コントン、いいね？」


    　龍牙の言葉に、トウテツが「はい」と頷うなずく。


    　その一方で、コントンは依い然ぜんとして不機嫌だった。ワイルドに片膝ひざを立てて座りながら、太い腕で自身のトラ髭ひげを撫なでている。


    「おう火乃森龍牙、何度も言わせんじゃねえぞ。俺様は杏花たんが器である限り、人間界にゃ手は出さねえと伝えたはずだ。ろくに戦う力も残ってねえんだからよ」


    「確かに聞いたよ。でも、それじゃ駄目なんだ」


    　龍りゆう牙がが姿勢を正し、真まっ直すぐにコントンを見詰める。


    　ようやくそれらしい会談になってきた。龍牙の表情が、俺の大好きな主人公のそれになっている。


    「コントンが友好的に接するのは、杏きよう花かだけだろ？　君は何百年後にまた復活したときも、人間界に手出ししないと約束できるか？」


    　……その問いは、トウテツにも言えることだ。


    　遠い未来。龍牙がいないその未来でも、俺じゃない別の誰かが器だとしても、果たしてトウテツは「無害なテッちゃん」でいられるだろうか？


    　この時代だけで和解できても、それでは意味がないのだ。


    「コントンさん。私は……私以外のみんなとも仲良くなって欲しいの。コントンさんなら、きっとできると思うから」


    「テッちゃんだってそうだぞ。お前はちゃんと、こっちの世界に順応できてるじゃねえか。わざわざ人間と争うコトはないって」


    　それぞれの宿主から諭され、コントンとトウテツが同時に腕を組む。


    　しばしの沈黙が続くと、再び龍牙がコントンに告げた。かつてババア呼ばわりされてぶっ飛ばしたらしいが、今は温厚な表情に徹している。


    「そういえばコントン。杏花と一緒に朝ドラ観てるよね？　面白いかい？」


    「あ？　まあな。お陰で八時前にゃ起きる習慣がついちまったぜ」


    　コントンのぶっきらぼうな返答に、龍牙が「俺も好きだよ、あの番組」と破顔する。


    「ああいうホームドラマが好きなら、他にもいくつかオススメできる作品がある。よかったら観てみたらどうかな？」


    「まあ、気が向いたらな」


    　粗暴に玉露を呷あおったコントンに微ほほ笑えみ、龍牙も自身の湯飲みを手に取る。しかし彼女はそれを飲むことなく、そのままトウテツへと差し出した。


    「飲みなよトウテツ。これ、奮発して取り寄せた玉露なんだ。よく冷えてるから」


    「い、いいの？　やったぁ！　龍牙たんと間接キスだ！」


    　歓喜の声を上げ、トウテツが湯飲みに飛びつく。たちまち玉露を一気に飲み干すと、実に幸せそうな顔でトリップした。


    「どう？　美う味まいだろう？」


    「美味い……そして甘酸っぱく切ない……こんなお茶は初めてだ」


    「俺は口をつけてないから、間接キスじゃないけど」


    　それを聞いて、途端にトウテツがションボリした。持ち帰ろうとしていた湯飲みをポケットから出し、静かにテーブルへと戻す。


    　その姿に「やれやれ」と苦笑し、龍牙は真しん摯しに二人の【魔神】へ語りかけた。


    「人間と共存していけば、もっと面白いドラマや、美お味いしいものと出会えると思うよ。もしかしたら俺や杏きよう花かより──もっと大切な人間だって見付かるかも」


    　だだっ広い応接間に、龍りゆう牙がの説法だけが響く。


    　もちろん俺は口を挟むことなく、黙ってそれを傍聴する。ここはまぎれもなく龍牙の見せ場だ。何なん人ぴとたりとも邪魔は許されない。


    「俺たちは今日まで、数えきれない『奈な落らくの使徒』を倒してきた。言い訳になるけど、それは人間界を守るための仕方ない手段だった。もしこれからも、この世界に害をなす使徒が現れたなら──俺は戦うよ。君たちの部下と」


    「…………」


    「ただし、変えられるものなら変えたいんだ。そんな悲しい関係を。俺たちはこうして、話し合うことができるんだから。同じものを楽しいと感じ、美味しいと感じられるんだから」


    「…………」


    「人間界が気に入っているなら、異界に帰れとは言わない。でも、それなら人間と共存して欲しいんだ。その架け橋となることを、俺は火ひ乃の森もり家の新たな使命としたい」


    「おう、火乃森龍牙」


    　そこでコントンが、ギロリと龍牙を睨ねめつけた。野性的なトラ髭ひげを摩さすりながら、鷹おう揚ような態度で続ける。


    「そういうグダグダとまどろっこしい話は、俺様の性にゃ合わねえんだよ。こうなりゃシンプルにいこうじゃねえか」


    「シンプルに……？」


    「ああ。お前らが残るキュウキとトウコツを倒せたら、俺様は未来永えい劫ごう、人間界から手を引いてやる──それでどうだ」


    　その発言に、トウテツが意外そうに同胞を見やる。


    「何だよコントン、えらく聞き分けがいいじゃねぇか」


    「テッちゃんよ。テメェが負けたのは、今回で何度目だ？」


    　──それはつまり、復活しては倒され、眠りについてきたことを言っているのだろう。


    　彼ら【魔神】は大昔から、そうやって【黄こう龍りゆう】や四し神じんと戦いを繰り返してきたのだ。そこには俺たちの知らない様々なドラマもあったのかもしれない。


    「ん～、三度目かな？　それがどうした」


    「俺様はもう四度目だ。王たる四凶ともあろう者が、四度も倒されてんだ。どう思うよ」


    「ダセェ」


    「殺すぞ。テメェだって三度目だろうが。力を振りかざす奴やつが、ここまで力でねじ伏せられ続けりゃ……立つ瀬もねえってモンだ」


    「まぁな。目覚めたとき、毎回ちょっと恥ずかしいもんな」


    「どうだテッちゃん。そろそろ負けを認める頃合いだと──そうは思わねえか？」


    「……俺らって、【折しやく伏ぶく】までされちまったしな」


    　コントンとトウテツが、同時に深く嘆息する。何だか敗戦後のロッカールームみたいな雰囲気だった。


    「テッちゃん、テメェ知ってるか？　今や使徒の中にゃ、普通に人間として暮らしてる野郎もいるみたいだぜ」


    「ふ～ん。まぁ、人それぞれだからなぁ。もとい、使徒それぞれだからなぁ」


    「以前の俺様は、そういう野郎にムカっ腹も立ててたが、今はそんな気になれねえ。薄暗くて何もねえ異界より、確かにこっちは遥はるかに面白えからな」


    　前から思っていたが、異界とはどういう場所なんだろうか。奈な落らくというくらいだから、ジメジメした洞窟みたいなイメージがあるけど。


    「異界の飯って、基本的に不ま味ずいもんなぁ。娯楽だって『異界一武闘会』とか、『トマト投げ祭り』とか、『奈落でポン』しかないもんなぁ」


    　割と楽しそうじゃねえか。何だよ最後の。


    　そんな【魔神】のやり取りを聞いたのち。龍りゆう牙ががまた穏やかに微ほほ笑えんだ。


    「コントン、トウテツ。俺は力で君たちを従わせる気はないよ。あくまで対話によって和解したいんだ」


    「甘あめえこと言ってんじゃねえぞ火ひ乃の森もり龍牙。たとえ俺様やテッちゃんと和解できても、キュウキやトウコツまで同じようにいくと思うなよ」


    「…………」


    「結局はぶっ倒して、【折伏】するしかねえんだよ。それを忘れんな」


    　うん。コントンがいいことを言った。


    　俺だって、残る四凶たちとの平和的和解なんて望んでいない。やはり敵キャラは倒されてナンボだ。だからこそ俺も、第二部では苦労したのだ。


    　分かり合うのは死闘のあとでいい。この物語は──「火乃森龍牙のバトルストーリー」なのだから。


    　コントンの忠告に、龍牙が力強く頷うなずいてみせる。


    「肝きもに銘じておくよ。もちろん、そう簡単に分かり合えるとは思っていない。君たち二人とだって、まだまだ対話が必要だろうし」


    「もともと俺様たちとテメェらは、何千年と殺やり合ってきた仲だからな。その宿命を今さら変えるのは、生なま半はん可かなことじゃねえぞ」


    「変えてみせるさ。継承すべきは宿命じゃなく、人類を守るという意志……大事なのは、『目的を見失わないこと』だからね」


    　そう言った龍牙の顔は、惚ほれ惚ぼれするほど凛り々りしかった。


    　やっぱりこいつは根っからの主人公だ。【魔神】たちとの戦いを経て、メンタルも着実に成長している。


    「うん、今日は有意義な話ができたと思う。悪いけど、続きは日を改めよう」


    「そ、そんな！　もう終わりっ？　コスプレショーとかしないの!?」


    　悲鳴のように叫んだトウテツに、龍りゆう牙がが「しませんっ」とそっぽを向く。お開きを宣言したためか、少しだけ女の子っぽさが出てしまっていた。


    「俺と一いち郎ろうは今、大事な用事を抱えてるんだ。月げつ翔しよう館かんとの対抗戦っていう、負けられない戦いをね……一郎、少し剣の稽けい古こに付き合ってよ」


    「それはいいけど、稽古する必要なんてあるのか？」


    　確かに龍牙は剣術の素人しろうとだが、彼女の戦闘力なら楽勝だと思う。アーサー王でも、それより強い桐きり谷やさんなる社会人でも、おそらく子供扱いできるはず。


    　が、龍牙は引き締まった表情で首を横に振り、おもむろに立ち上がった。


    「人間相手の勝負に、異能力を使うわけにいかない。ちゃんと剣で勝たないと」


    「…………」


    「汐しお莉りとエルも、試合に向けて稽古を頑張ってるみたいだし。負けてられないよ」


    　知っている。明日と明後日あさつて、俺はその二人の稽古に、それぞれ付き合わされることになっているから。


    　彼女たちも異能力を封印して試合に挑むつもりだろうか？　だとしたら、この対抗戦……あながち楽観視はできないかもしれない。


    「怜れいさんと道場の看板は、俺たちみんなで守るんだ。頑張ろうね一郎っ」


    　ガッツポーズをしてみせた龍牙だが、その仕草はどう見ても女の子のそれだった。


    （こいつって最近、ナチュラルに本性が出ちゃってるよな……）


    　非常に嘆かわしかったが、コスプレショーに付き合わされるよりはマシと言える。今日のところは、男バージョンの龍牙と過ごせそうだ。


    「じゃあ、着替えてくるから待ってて」


    「ああ」


    「テニスウェアの衣装を手に入れたの！」


    「コスプレじゃねえか！」


    「だって、早く一郎に見てもらいたいんだもんっ。稽古には支障ないでしょ？」


    　その後。火ひ乃の森もり邸の庭にて。


    　俺と龍牙は竹刀しないをラケット代わりにして、延々とテニスボールを打ち合った。


    「それ！　スマッシュいくよ！」


    「お、おう」


    「次、エアＫいくよ！」


    「お、おう」


    「次、波動球いくよ！」


    「何それ!?」


    　ボールボーイのトウテツが、龍りゆう牙がのスコートを食い入るように凝ぎよう視ししていた。

  


  
    第三章　エンカウントが止まらない
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    　どうにかこうにか三回目の首脳会談が終わった、その翌日。


    　俺は午前中のうちに学校へ赴おもむき、雪ゆき宮みやさんと剣の稽けい古こに勤いそしんだ。今日は剣道部の練習がないということで、剣道場が空いていたのだ。


    「えい！　たっ！」


    　かれこれ二時間が経とうとしているが、雪宮さんはろくに休憩もせず竹刀しないを振るい続けている。今日は一段と気温が高く、室内はサウナのように蒸していた。


    （今日が雪宮さんで、明日がエルミーラさんとの稽古……以前の反省を活かして日程は調整したものの、結構ハードスケジュールだよな……）


    　そんなことを考えつつ、俺は雪宮さんの打ち込みをいなし続ける。


    　彼女の剣はすこぶる非力で、考え事をしながらでも容易に対処できた。やはり雪宮さんも龍牙と同じく、異能による身体強化を封印して試合に臨むつもりらしい。


    　よって今の雪宮さんは、普通の女子高生に毛が生えた程度の強さである。この状態で月げつ翔しよう館かんの実力者たちを相手取るのは……正直やや心もとない。


    「雪ゆき宮みやさん、そろそろ一休みしよう」


    「い、いいえ。これしきで……私はそんなにヤワじゃありません」


    　俺の提案を却きやつ下かし、雪宮さんが歯を食いしばって竹刀しないを構え直す。


    　……前から思っていたが、ちょくちょく男前な発言をするのはやめて欲しい。


    　彼女は可か憐れんで清せい楚そな、学園のアイドル的存在なのだ。全校男子の五人に一人が惚ほれている、王道の正統派ヒロインなのだ。ちゃんとキャラを守って頂きたい。


    （この稽けい古こだって、本当はリューガが付き合うべきなんだよなあ……俺の役目じゃないんだよなあ……）


    　友人キャラたる俺の役目は、二人きりで練習する主人公とヒロインを見て、大騒ぎすることのはず。「おいリューガ！　また雪宮さんとイチャイチャしやがって！」「俺も混ぜろ！　雪宮さんを手取り足取り、腰取りお尻しり取り指導させろ！」……といった感じでゴネながら、結局は去っていく役どころのはずだ。


    （あのポジションに戻れる日は、いつだろうか。もう夏休み中は無理だろうし……）


    　そんな俺の郷愁をよそに、雪宮さんが額の汗を拭ぬぐいながら言ってくる。


    「対抗戦の日まで、あと四日……あまり時間がありません。それまでにできることをやっておかないと」


    「仲間思いだなあ、雪宮さんは」


    「そ、そんなことは……ただ私、今回の怜れいさんの苦労が、少しだけ分かるんです。私も一人娘として、頻ひん繁ぱんにお見合い話を持ちかけられますから」


    　雪宮さんは、巨大な企業グループの会長令嬢。そういった縁談は、もしかしたら蒼あおヶが崎さきさん以上に多いのかもしれない。


    「それに私は、ずっと怜さんにお詫わびがしたいと思っていたんです」


    「お詫び？」


    「蒼ヶ崎道場の経営状況は、失礼ながら把握していました。だから前に一度、怜さんに『雪宮グループが道場を後援する』と資金援助を申し出たことがあるのです」


    　そこで雪宮さんが、僅わずかに唇くちびるを噛かみ締める。


    「でも怜さんは、それを感謝しつつも固辞しました。私との間に、そういうしがらみを持ち込みたくない、って」


    　どうやらヒロインズも、俺の知らないところで色々と交流しているらしい。


    　確かに雪宮グループの資金援助は、蒼ヶ崎道場にとってはありがたい話だろう。でも、それを断った蒼ヶ崎さんの気持ちも分かるような気がする。


    　蒼ヶ崎怜にとって、雪宮汐しお莉りは純粋に「仲間」なのだ。富豪であろうと貧乏であろうと、そんな身分は関係ないのだ。だから今回の対抗戦のように、雪宮さん個人の協力ならば喜んで手を借りる。


    「思えば資金援助なんて、とても僭せん越えつな申し出でした。それは私の力じゃなく、雪ゆき宮みや家の力ですし……だから今回、こうして頼ってもらえたことが嬉うれしいんです。あの時の非礼を、怜れいさんに少しでもお詫わびできれば、と……」


    　言い終わる寸前。雪宮さんがフラつき、その場に崩れ落ちた。


    　俺は慌あわてて彼女に駆け寄り、容態を確認する。どうやら軽い熱中症のようだ。やっぱり無理をさせ過ぎてしまったか。


    「雪宮さん。今日はもう切り上げて、保健室へ行こう」


    「へ、平気です。水分さえ補給すれば……」


    「駄目だ。こんな状態で続けても、上達なんてしない。俺は君の『専属アドバイザー』だ。指示には従ってもらう」


    　ここで体調でも壊されたら、それこそ対抗戦に影響してしまう。


    【白びやつ虎こ】を守護神とする雪宮さんは、治ち癒ゆの異能力を持っている。が、その力は負傷にしか効かない。熱中症は治癒できないのだ。


    「雪宮さんに万一のことがあったら、セバスチャンさんにも叱しかられるからな」


    　そう笑って、俺は雪宮さんを抱き上げた。お姫様抱っこは、龍りゆう牙がとエルミーラさんに続いて三人目だ。


    「……すみません、小こ林ばやしさん。フフッ、少し得しちゃった気分です」


    　はにかむように笑い返してきた雪宮さんは、まさしくお姫様のごとく可か憐れんだった。


    



    　そんなわけで。俺は雪宮さんを抱えたまま、彼女の鞄かばんも持って校舎へと向かった。


    　グラウンドでは、様々な運動部員たちが練習に精を出している。もし蒼あおヶが崎さきさんやアーサー王ら生徒会が剣道部に所属していたら、全国優勝もできたろうに……もったいない。


    「保健室、開いてるでしょうか……」


    「部活で来てる奴やつらもいるんだし、開いてるんじゃない？」


    　俺の返事に、しかし雪宮さんが「でも」と心配そうな顔をする。


    「養護教諭の飯いい島じま先生が、一学期いっぱいで退職なさったそうなんです。後任の先生が来られているかどうか……」


    　それは知らなかった。というか、飯島先生という名前も初めて知った。


    （思えばやる気のない先生だったもんな。いつも保健室にいなかったし）


    　若じやつ干かん不安になりつつも保健室に辿たどり着き、俺はドアを叩いてみた。雪宮さんを抱っこしているので、側頭部でノックする。


    　……すると、中から誰かが近付いてくる気配がして、すぐに扉とびらが開かれた。


    　よかった。後任の養護教諭は来ていたらしい──と、安あん堵どした矢先。


    「あら、いらっしゃい」


    　現れた養護教諭を見て、俺は硬直した。思考が停止してしまった。


    （え……あれ？　何で？）


    　そこにいたのは、白衣を着たブロンドの爆乳美女だった。
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    　一緒に暮らしている、いつも起きると俺のベッドに素っ裸で潜り込んでいる、エロ担当のキングコブラ型使徒だった。


    　そう。ウチの居い候そうろうだったのだ。『奈な落らくの三さん姫き』が一人、呪ジユ理リだったのだ。


    「あらまあ、病人かしら？　どうぞ入って。ベッドメイクはできているから」


    「おい」


    「改めまして、新任の蛇へび塚づかよ。Ｉカップよ」


    「おい！」


    　俺の剣幕に、雪ゆき宮みやさんが困惑している。が、それを気にしている暇ひまはない。


    　直ただちに保健室へと押し入り、とりあえず雪宮さんをベッドに下ろす。次いで呪理を部屋の隅っこまで連れていき、小声ながらも猛然と問い詰める。


    「何でいる！　ここで何してる!?　まさか、まさか勤め先って……」


    「苦労しましたわ。校長をはじめ、色々な関係者を洗脳して……この呪理、暗示をかける術すべを得意としております。とりわけ脂ぎったメタボ中年には、倍以上の効力を発揮致します」


    「知らねえよ！　倍以上も発揮するんじゃねえよ！」


    　何てこった。飯いい島じま先生より問題のある養護教諭が来てしまった。主人公の通う学校に、使徒が潜入してしまった！


    　目め眩まいと頭痛を併発させた俺に、呪ジユ理リがそっと耳打ちしてくる。


    「これで少しは、家計をお助けできるかと。私は、三さん姫きの長女的存在……居い候そうろうに甘んじる気はありません」


    　何という無駄な使命感。これならキャバ嬢かコンパニオンの方がまだマシだ。


    　……ふと視線を感じて振り向くと、ベッドに腰掛けた雪ゆき宮みやさんが、不審げにジィィ～っと呪理を観察していた。顔ではなく、主にオッパイを見み据すえていた。


    （頼む、気付かないで！　こいつは使徒じゃない！　新任の蛇へび塚づか先生だから！）


    　必死に願った俺の思いも虚むなしく。


    　程なく雪宮さんはまなじりを吊つり上げ、ベッドからガバリと立ち上がった。


    「その忌いま々いましいＩカップ……貴女あなたは呪理ですね！」


    　せめて邪じや気きとかで見抜いて！　オッパイで看破しないで！


    「あら、もうバレちゃったの？　なかなか鋭いわね、貧乳娘」


    　悪びれもせずにのたまいつつ、優雅に腕を組んでみせる呪理。その両腕が胸をムニリと持ち上げると、雪宮さんの肩がワナワナと震え出した。怒り……いや妬ねたみか。


    「学校まで乗り込んでくるなんて、何と卑ひ劣れつな……その狡こう知ち、後悔させてあげます！」


    　ここでも男前な発言をして、雪宮さんがポケットから神楽かぐら鈴すずを取り出す。


    　彼女はあの鈴を鳴らすことで、使徒の動きを封じることができるのだ。かつて呪理にはさほど効いていなかったが。


    「覚悟しなさい！　『祝命の巫み女こ』の名にかけて、今ここで討ち果たして──」


    　そこまで言いかけて、しかし雪宮さんは力なくヘタり込んでしまった。


    　そりゃそうだ。そもそも彼女は、体調不良でここへ来たのだから。


    「フフフ。そう殺気立つのはやめなさい貧乳娘。取って食べたりはしないわ」


    「くっ、よくもぬけぬけと……！」


    「我が主あるじ・トウテツ様のご命令がない限り、私はもう二度と勝手に仕掛ける気はないの。そんなことより」


    　呪理がゆっくりと雪宮さんへ近付いていく。同時にブロンドの長髪がザワリとうねり、みるみる巫女令嬢の四肢に絡みつく。


    「体調が悪いのでしょう？　さっさと横になりなさい」


    「きゃっ」


    　拘こう束そくされた雪宮さんの体が浮き上がり、そのままコロンとベッドに投げ出された。


    　続き呪理は身を返し、手早く氷ひよう嚢のうを用意すると、再びベッドに舞い戻って雪宮さんの頸けい部ぶにそっと当てがった。意外にもまともな処置だった。


    「……どういうつもりなんですか」


    　未いまだ警戒心を解かない雪ゆき宮みやさんに、キングコブラ使徒は当然のように言い放つ。


    「今の私は養護教諭・蛇へび塚づかよ。そして貴女あなたはここの生徒。何かおかしいかしら？」


    「その前に私たちは、敵同士のはずです」


    「たとえ敵だろうと、保健室へ来た以上は介抱するわ。私、職務には忠実なの。学生さんには分からないかしら？」


    　敵キャラが主人公の仲間キャラに、社会人のあり方を説いている。シュールな光景だ。


    　でも、ともあれ呪ジユ理リに害意はないようだ……そう判断した俺は、「使徒が養護教諭になってしまった問題」をとりあえず脇わきに置き、雪宮さんをなだめる方向へ回ることにした。


    「雪宮さん。今は大人しく従おう。こいつはトウテツの配下だし、そのトウテツは俺の支配下にある。悪さはしないはずだ」


    「で、でも」


    「気にするコトないって。こいつが職務に忠実なのは本当だ。それは俺も知ってる。詳しくは言えないが、うんざりするほど知ってる」


    　俺の言葉に、にっこりと微ほほ笑えむ呪理。もとい蛇塚先生。


    「さすが一いち郎ろう様、話が早いですね。さあ、一郎様も横になって下さい」


    「いや、俺は別に体調不良じゃねえから」


    「それは私が判断させて頂きます。とにかくオチンチンをお出し下さい」


    「何な故ぜだ！」


    「保健室へ訪れた男子生徒を相手に、白衣の美人教諭がやるコトといえば、相場は決まっているかと。さあ、オチンチンを」


    「お前は養護教諭を何だと思ってんだ！　あと執しつ拗ようにオチンチンを口にするな！」


    「いいえ。今日こそ口にさせて頂きます」


    「意味が変わってんだろ！」


    　そんな俺たちのやり取りを、雪宮さんは真っ赤になって聞いていた。……しまった。清純派ヒロインを前に、思いっきり下品なトークをしてしまった。


    　もはや雪宮さんは戦意も殺そがれ、顔を上げることさえできずにいる。落ち着きなく神楽かぐら鈴すずを弄もてあそび、しきりに両足をモジモジさせていた。


    　オッパイ格差もそうだが、思えばこの二人は相性が最悪だ。白しら百ゆ合りとウツボカヅラみたいな組み合わせだ。


    「ところで貧乳娘」


    　と、呪理の長髪がまたザワリと蠢うごめいた。触しよく手しゆのごとく伸びたブロンドが、雪宮さんの傍かたわらに置かれてあった鞄かばんを奪い取る。


    「あっ、返しなさいっ」


    「さっきから気になっていたの。貴女あなた、お弁当を持ってきているわね？　忌キ綺キほどじゃないけど、私も鼻はいい方だから」


    　鞄かばんを手にした呪ジユ理リが、中から目的の物を取り出す。花柄のランチクロスに包まれた、可愛らしい小振りのお弁当箱だった。


    「ちょうどお昼だし、お腹が減っていたのよね。少し頂いてもいいかしら」


    「待ちなさいっ。それは小こ林ばやしさんのために……」


    「私に借りを作りたくないんでしょう？　これでチャラというコトでどうかしら。私、できるだけお金を節約したいの」


    　……ちょっと待て。


    　雪ゆき宮みやさんのお弁当だと？　いけない、それは危険だ。


    　呪理は知らない。王道ヒロイン・雪宮汐しお莉りには、「メシマズ属性」という一つのアクがあることを。よすんだ蛇へび塚づか！　それは食べ物じゃない！　食べ物っぽい別の何かだ！


    「あら、なかなか美お味いしそうじゃない。ちょっと個性的な色をしているけど」


    　俺の心の叫びも虚むなしく、呪理が極ごく彩さい色しきの卵焼きをパクリと口に入れる。そして──


    　次の瞬間、ぶっ倒れた。即効性に磨きがかかっていた。


    （やっぱりこうなったか……）


    　白目を剥むいて失神している蛇塚先生を、雪宮さんが怪け訝げんそうに窺うかがっている。


    　やがて彼女は、片手を頬ほおに添えながら、この状況に自分なりの見解を示した。


    「どうやら使徒は、人間とは味覚が違うみたいですね。私たちにはとても美味しい料理が、彼女たちには不ま味ずいのかもしれません」


    　あくまで自分の過失を認めない雪宮さんだった。


    　……それから二十分ほどかけて、どうにか巫み女こ令嬢を説き伏せたのち。


    　車で迎えにきたセバスチャンさんに雪宮さんを託し、俺は呪理を背負って家に戻った。


    「そこまで仰おつしやられるなら、呪理の件はひとまず小林さんにお任せします。できたら、どうか養護教諭を辞めさせる方向で……」


    　最後にそう言ってきた雪宮さんに、俺は曖あい昧まいに頷うなずくことしかできなかった。


    



    



    ２


    



    



    　保健室での一幕から、明けて翌日。


    　俺は午前中のうちに家を出て、エルミーラさんと合流すべく公園へと赴おもむいた。今日は学校の剣道場が使えないので、野外で稽けい古こをすることになったのだ。


    　対抗戦まで、あと三日。ついでに夏休みも、残すところあと一週間だ。魅ミ怨オンからは毎日「宿題は進んでるの？」と母親のような小言を受けている。


    （旦那、今日はどこに行くんで？　龍りゆう牙がたんのトコですかい？）


    　公園へ向かう道中。俺の中でトウテツがそう尋ねてきた。面倒なことに、今日は【魔神】が起きてしまっているのだ。


    （エルミーラさんと剣の稽けい古こだ。出てくるんじゃねえぞ）


    （剣の稽古？　ああ、何か試合があるんでしたね。蒼あおヶが崎さきなんて、結婚でも何でもすりゃいいのに……）


    　そんな不謹慎な愚ぐ痴ちをこぼしたきり、トウテツは声をかけてこなくなった。結局また眠ることにしたらしい。こいつは基本的に、龍牙以外の人間に興味がないのだ。


    （そういやリューガの試合を応援するために、特製ハッピとハチマキを作ってたな。まさか当日、俺と別行動するつもりか？）


    　そんな不安を覚えつつ、公園にやってくると。


    「待っていましたわよ、小こ林ばやし一いち郎ろう」


    　すでに到着していたエルミーラさんが、足取りも軽くこちらへ近付いてきた。


    　ホワイトコーデのワンピースとサンダルという、実に清涼感のある出いで立ちだ。日傘を差しているのは、吸血鬼だけに日光が苦手だからか。はたまた日焼け対策か。


    　……一つ気になるのは、どう見ても剣の稽古をする格好じゃないことだ。竹刀しないを持参している俺に対し、エルミーラさんの持ち物はトートバッグのみである。


    「エルミーラさん、竹刀は……」


    「竹刀など必要ありませんわ。というか、このエルミーラ＝マッカートニーに鍛練など必要ありませんわ」


    　フフンと鼻を鳴らし、威張ってみせる紅髪のヴァンパイア。じゃあもしかして、俺が呼び出されたのって……。


    「心配せずとも、試合では華麗に勝利してみせましてよ。そんなことより、書き上げたところまでを読んで下さいな」


    　やっぱりそれが目的か。


    　エルミーラさんは最近、小説を書くことにハマっている。男同士がくんずほぐれつする、すこぶる批評に困る作品を。


    　登場人物のモデルが俺と龍牙だということもあり、俺は頻ひん繁ぱんにそれを読まされ、感想を求められているのだ。彼女に定期的に血を吸われる、「専属ドナー」も務めながら。


    「前回までの流れは覚えてますわね？　いいトコロで終わっていたので、続きが気になっていたことでしょう。フフ、フフフフ」


    　エルミーラさんに手を引かれ、そのままベンチに座らされる。


    　目と鼻の先にある砂場では、数人の幼児が輪になってしゃがみ、仲良く山にトンネルを掘っていた。……こんな微ほほ笑えましい光景を前にして、いかがわしい小説を読みたくない。


    「今回は洗脳された次じ郎ろうが、龍りゆう也やに襲いかかるという緊迫した展開ですわ」


    「龍也にダイブするんじゃねえだろうな……」


    「以前までの部分を、ネットにもアップしてますの。そうしたら書籍化の話がきましたわ」


    「世の中どうなってんだ……」


    　苦々しい顔の俺をよそに、エルミーラさんは上機嫌だ。よほど嬉うれしかったらしい。


    「でも、残念ながら断りましたわ。ワタクシ、正体を大っぴらにはできませんから」


    「まあ、人じん外がいだもんな」


    　考えてみたらヴァンパイアだって、『奈な落らくの使徒』に負けず劣らず異質な存在だ。


    　今まで大して気に留めていなかったが、この世界には割と「そういう人たち」がいるのだろうか？　人ならざる存在が紛まぎれ込んでいるのだろうか？


    「ねえエルミーラさん。人外って、結構いるもんなの？」


    「結構かどうかは分かりませんけど、デュラハンなら知り合いにいましてよ」


    　いるのかよ。マイナンバーとか印鑑証明とかどうなってんだ。


    「今さら何を言ってますの？　『奈落の使徒』だって、謂いわばデミヒューマン……すなわち人外の一種ではなくて？　あと悪魔もいますわよ。かつてソロモン王に封印された、七十二柱の悪魔などは有名ですわね」


    　悪いけど、そっちまで手が回らない。ずっと封印されていて欲しい。


    「そんなことより小こ林ばやし一いち郎ろう。小説に集中しなさい。そのあと血を吸わせなさい」


    　エルミーラさんに急せかされ、仕方なく渡された紙束に目を落とす。プリントアウトされた文字の羅ら列れつを、しばし黙々と追っていると。


    　──ふと横に、誰かの気配を感じた。左側にいるエルミーラさんとは逆の、右側にだ。


    　見ると俺の隣に、一人の幼女がいた。両手が汚れていることから、砂場で遊んでいた子供の一人なのだろう。小さな体を精一杯に乗り出して、小説を覗のぞき込んでいる。


    「！」


    　その瞬間、俺の顔からサッと血の気が引いた。


    　こんなけしからぬ有害図書を、いたいけな園児の目に晒さらしてしまったからじゃない。その園児が──俺のよく知るオカッパ幼女だったからだ。


    　そう。『奈落の三さん姫き』が一人、忌キ綺キだったのだ。話題にしたばかりの人外だったのだ。


    「キ……！」


    　正直、予感はあった。蒼あおヶが崎さき怜れい＆魅ミ怨オン、雪ゆき宮みや汐しお莉り＆呪ジユ理リと、無駄にエンカウントが続いていたから。むしろ「よくお約束を守った」と誉ほめてやるべきかもしれない。


    （でもだからって、こういうときだけ期待に応えなくても……）


    　硬直する俺に構わず、忌綺が顔を上げてエルミーラさんを見る。しばし腕組みをして何やらウ～ンと唸うなったあと、エゾオオカミ型使徒はおもむろに作者へ告げた。


    「なってないでしゅ、エミネーム」


    「な、何ですって？」
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    　開口一番のダメ出しに、エルミーラさんがたちどころに気け色しきばむ。名前は間違われているものの、幼女の正体を悟るには充分な一言だったようだ。


    「ア、アナタはまさか……いつぞやの幹部使徒ですの!?」


    「キキでしゅ。覚えておくでしゅ。これが人間バージョンでしゅ」


    　胸を張りながら、平然とカミングアウトしてみせる忌キ綺キ。誇らしげなのが悲しい。


    「やはりあのワンコですわね！　よくも白昼堂々、こんな街中に図々しく……いえ、そんなことより、『なってない』とはどういう意味ですの!?」


    　エルミーラさんが、変なところに食いつく。自慢の小説にケチをつけられたのが、よっぽど心外だったらしい。


    「漢字が多過ぎるでしゅ。それに、ちっとも怪獣が出てこないでしゅ」


    「そんなモン出ませんわ！　お門違いの批判はおやめなさい！」


    「それでは読者がついてこないでしゅ。分かってないでしゅ。駄作でしゅ」


    「こんガキャ！」


    　激怒したエルミーラさんが、俺の竹刀しないを引ったくって立ち上がる。


    　危険を察知した忌綺が、素早くベンチからピョンと跳ね、四つ足で逃げ出した。


    「待ちなさい腐れワンコ！　『常とこ闇やみの血族』の名にかけて、成せい敗ばいしてくれますわ！」


    　竹刀しないをブンブン振るいながら、忌キ綺キを猛然と追いかけ回すエルミーラさん。よく見たら、切っ先から炎が出ていた。


    「アチチっ。エレルーミは野蛮でしゅ。野蛮な太陽でしゅ」


    「ワタクシ、今日ほど使徒にムカついたことはありませんわ！」


    　俺が座るベンチを中心にして、二人がグルグルと回り続ける。エルミーラさんの斬ざん撃げきが、縦じゆう横おう無む尽じんに乱れ飛ぶ。……図らずも剣の稽けい古こになっていた。


    「でも、龍りゆう也やはカッコいいでしゅ。氷河怪獣ウジャランガのようにクールな奴やつでしゅ」


    「えっ？　そ、そうでしょうとも。アナタ、使徒なのに分かってますわね」


    　あっさり機嫌を直した吸血鬼を置いて、忌綺はそのまま茂みへ飛び込んで姿を消した。


    　よかった。どうなることかと思ったが、この程度のドタバタで済んでくれて幸いだ……そう安あん堵どしたのも束つかの間。


    　またしても新たな、そしてちょっとイレギュラーなエンカウントが発生した。


    「──やあ、小こ林ばやしくんじゃないか」


    　そんな声と共に、一組の男女がこちらへ歩いてきたのだ。


    　男の方は、忘れるはずもない。百九十センチはあろうかという、モデルのごとき爽さわやかなイケメン──果たして月見里やまなし朝あさ雄おであった。


    「もしかして、剣の稽古かい？　無駄な努力にならないといいがね」


    　ソフトな口調で嫌味を発しながら、俺とエルミーラさんの前に立つアーサー王。


    　一方の連れの女性は、アーサー王から一歩下がって秘書のごとく控えている。その顔に見覚えはないが、着ている制服から央おう明めい高校の生徒だということは分かった。


    「そちらは確か、エルミーラ＝マッカートニーさんだったかな。まさか君も、蒼あおヶが崎さき道場の門下生だったのかい？　これは驚きだ」


    「アナタがアーサー王ですの？　お噂うわさはかねがね聞いていますわ。怜れいさんに求婚しておきながら、別の女性とデートだなんて……意外と浮気性ですわね」


    「ははは。彼女はウチの門下生だよ。宮みや本もと千ち鶴づる……生徒会副会長であり、次の生徒会長だ」


    　アーサー王からの紹介を受けて、宮本さんがペコリとお辞儀してくる。


    　そうか、この人が宮本さんか。蒼ヶ崎さんが言っていた、月げつ翔しよう館かんメンバーの紅一点……俺が慕う佐さ々さ木きさんと並ぶ、剣士として分かりやすい名字をした、アーサー王の従い姉と妹こだ。


    　アンダーリムの眼鏡めがねをかけた、いかにも優等生っぽい外見をしている。やや取っつきにくそうな感じだが、なかなかの美人でスタイルもいい。


    　……が、先ほどから、やけに敵意を剥むき出しにして俺を睨にらんでいるのが気にかかる。何だろうか。俺を知っているのだろうか。


    「はじめまして、二年Ｅ組の宮本千鶴です」


    　表情一つ変えず、宮みや本もとさんが事務的に名乗ってくる。二年Ｅ組ということは、黒くろ亀がめさんのクラスメートか。あの亀かめ、グリズリーには勝てたのやら。


    「今度の対抗戦、私も出ることになっています。小こ林ばやしくん、貴方あなたも試合に出るのよね？　是非とも私と当たって欲しいわ。この手で叩きのめしたいから」


    　唐突な対戦要求に、俺は思わずたじろぐ。やはり明らかに嫌われている。それも物凄すごく。


    「えっと……俺、どこかで宮本さんと会ったコトがあるかな」


    　恐る恐る尋ねてみると、たちまち宮本さんが「ふざけないで！」と声を荒らげた。その剣幕に、アーサー王とエルミーラさんまでもがキョトンとしていた。


    「私のスリーサイズを入手し、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がに流出させたことは分かっているの！　その罪、必ず償わせてやるから！」


    　──そこまで言われて、俺はようやく理解した。


    　俺はかつて、友人キャラの仕事として「学園の美少女リスト」を作っていたことがある。身長体重、スリーサイズなどを必死こいて調べ、せっせと龍牙にリークしていたのだ。


    （宮本さんは、俺のリストに名を列つらねていたのか！　あんなモン全く興味なかったから、すっかり忘れてた！）


    　これでもかと怒気と殺気を発している彼女に、俺はしどろもどろ釈明する。


    「ま、待ってくれ。あのデータは、もう処分したから。多分リューガも覚えてないから」


    「火乃森龍牙の話はしていないわ！　あんなナヨナヨした、女みたいなビジュアルの奴やつのことなんて！」


    「んだとコラァァァ！」


    　その言葉に、俺はつい怒鳴り返してしまった。逆ギレなのは分かっていたが、俺の主人公をけなす奴は許せない。


    「や、やめなさい小林一いち郎ろうっ。どう考えてもアナタに非がありまくりですわ。そこは素直に反省なさいっ」


    　エルミーラさんに咎とがめられていると、アーサー王が「ふむ」と腕を組む。


    「火乃森龍牙か。確かに美形だったな。もし彼が女の子なら、僕の愛人にしてやってもよかったのに……もったいないことだ」


    「んだとコラァァァ！」


    　その言葉に、再び怒鳴り声を上げる。


    　ただし、それは俺じゃなかった。騒ぎに気付いて目を覚ました、トウテツの怒号だった。


    （ば、馬鹿！　お前はいいんだよ！）


    （旦那、殺しやしょう！　この濃い顔した男、殺しやしょう！）


    （いいから引っ込んでろ！　元はといえば俺たちが悪いんだから！）


    （俺たちって何スか！　悪いのは旦那だけでしょう！）


    （【魔神】と器は、一心同体なんだよ！）


    　脳内で喚わめき合う俺たちをよそに、意外にもアーサー王が怯ひるんでいた。後あと退ずさりしていた。


    　いかに【魔神】の咆ほう哮こうとはいえ、この程度でビビるとは情けない。宮みや本もとさんは平然としてるだけに、なおさら情けない。


    「と、とにかく、君が僕だけじゃなく、千ち鶴づるとも因いん縁ねんがあるのは分かったよ。面白くなってきたじゃないか」


    　すぐに気を取り直してそんなことを言うと、アーサー王が身を返した。そのまま公園の出口へと歩き出した彼に、宮本さんも追随する。


    「まあ、せいぜい稽けい古こを頑張ってくれ。真剣勝負である以上、大怪け我がも考えられるからね」


    　……やがて彼らの背中が見えなくなると、俺は一気に脱力した。


    　不本意ながら、ここにきて宮本さんとの対決フラグが立ってしまった。まさか友人キャラとしての変態行為が、こんな禍か根こんを残していたとは……思わぬ誤算だ。


    （モブの田た中なかと当たりたかったのに……）


    　痛恨の展開にうちひしがれつつ、ふと視線を巡らせると。


    　茂みから、忌キ綺キがヒョッコリと顔を出していた。


    　どうやら潜んだままだったらしい彼女は、オカッパ頭に葉っぱをたくさんつけたまま、アーサー王たちが去っていった方向をじっと見詰めていた。


    　何な故ぜだか、とても訝いぶかしげな表情をしていた。
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    　次の日。


    　やっと終日フリーの身となった俺は、昼食のソウメンを食べるとフラリと外出した。


    　ここのところ色々あったので、一人になって落ち着ける時間が欲しかった。そのために俺が選んだ場所は、隣町の須す々す浜はま駅近くにあるカフェだった


    （そういや、蒼あおヶが崎さきさんの意外な一面を初めて目まの当たりにしたのも、ここだったな）


    　あの時、こんな場所に来なければ、俺は彼女の「専属コーディネーター」などにならなくて済んだのかもしれない。余計なフラグは立たなかったのかもしれない。


    　とはいえ、過去を嘆いていても仕方がない。月げつ翔しよう館かんとの対抗戦は、いよいよ明後日あさつてに迫っているのだ。今はそちらに集中しなければ。


    （さて。どうすれば対抗戦を、より盛り上げることができるか……）


    　アイスコーヒーを片手に窓際のテーブルを確保した俺は、早速ながら思案を始める。


    （試合形式は勝ち抜き戦じゃなく、星取り戦だったな。つまり一人につき、一試合しかできないってコトだ）


    　アーサー王にしてみれば、当然の提案だろう。勝ち抜き戦なら、蒼あおヶが崎さきさんが五人抜きしてしまう。それだけ彼女の剣腕は飛び抜けている。


    　ぶっちゃけこの対抗戦は、組み合わせが全てだと思う。誰が誰と当たるか……それによって勝負は、その見応えは決すると言っていい。


    （現時点で望ましい対戦カードは……こんなところか）


    　店内の客たちの話し声をＢＧＭに、俺は広げたノートにシャーペンを走らせる。


    　──まず、雪ゆき宮みやさんと田た中なかのカード。


    　本当は俺が戦いたいのだが、田中は一番の安全牌ぱい……彼相手なら雪宮さんもいい勝負ができるだろう。


    （雪宮さんが負けたとしても、それはそれで構わない。そのあと挽ばん回かいすればいい）


    　──次に、俺とエルミーラさんが、それぞれ宮みや本もとさん＆佐さ々さ木きさんと当たること。


    　おそらく俺の相手は宮本さんだと思われる。しかし正直、俺は彼女なら圧倒できる自信がある。トウテツの器であるため、俺の身体能力は常人を遥はるかに凌りよう駕がしているのだ。


    　エルミーラさんも昨日の太た刀ち筋を見るに期待はできる。さすがに炎は出さないだろうが。


    （ただし、この時点で三勝してはいけない。勝負を決めてはいけない）


    　──残るは、龍りゆう牙がと蒼ヶ崎さん。この二人がそれぞれ、アーサー王＆社会人の桐きり谷やさんと対戦することになる。


    　ここがクライマックスだ。このラスト二連勝によって、勝負は決まるべきだ。


    　そこまでの三試合は、謂いわば前座……一勝二敗でくる形がベストなのだ。


    （アーサー王と当たるのは、リューガでも蒼ヶ崎さんでもいい。どちらでも因いん縁ねんの対決という構図にはなるから。まあ、今回は蒼ヶ崎さんに花を持たせるべきかな？）


    　願わくは、俺は三試合目の中堅戦を希望したい。勝敗を調整しやすいから……と、そんなプロット作りに没頭していたところ。


    「──このカフェ、覚えているだろう？　また一緒に来たかったんだ」


    　聞き覚えのある声が、俺の耳に届いてきた。何と蒼ヶ崎さんのものだった。


    「何だよもぉ……こんな遠くまで連れてきやがって」


    　続いて聞こえてきた声も、俺のよく知るものだった。というか、俺自身の声だった。


    （蒼ヶ崎さんと……テ、テ、テッちゃん!?）


    　次第に動どう悸きが激しくなる。気付けば俺は、握り締めたシャーペンをヘシ折っていた。どういうことだ？　何であの二人が一緒にいる!?


    　意を決して、さりげなく振り向いてみると。


    　そこには果たして──蒼ヶ崎さんとトウテツの姿があった。腕まで組んでいた。


    「ここなら知り合いに出くわさず、ゆっくりと過ごせるだろう？　私たちの思い出の店でもあるしな」


    「メニューにワッフルねぇじゃん……何を食ったらいいんだよ……」


    　そんな会話をしながら、二人が斜め後ろの席に座る。俺には気付いていないようだ。


    　蒼あおヶが崎さきさんは、いつか見せてもらったブラウスとフレアスカートだった。ネクタイ代わりにスカーフを巻き、ニコニコと上機嫌にトウテツと向かい合っている。


    　一方の【魔神】は、如によ実じつに迷惑そうな渋じゆう面めんで片頬ほお杖づえをついていた。垢あか抜けたおツレさんとは対照的に、地味な制服姿である。我がビジュアルながらミスマッチ甚はなはだしいカップルだ。


    「道で偶然会えるなんて、ラッキーだったな。しかも君がコーディネートしてくれた、この服を着ているときに」


    「せっかく散歩してたのに……コンビニで買い食いでもしようと思ってたのに」


    　──要するに、あの【ボンクラ魔神】はまた勝手に出歩いていたわけだ。そして蒼ヶ崎さんと出会ってしまい、プチデートに誘われたというわけだ。


    　邪じや気きを消されると、睡眠なのか不在なのか分からない……その弱点がまたも災いした。


    （本当にあの野郎は……殴られなきゃ分かんねえのか！　何でどいつもこいつも、ことごとくエンカウントしちゃうんだ！）


    　すぐにでも出ていって、トウテツにクロスチョップを食らわせたかった。


    　だが、蒼ヶ崎さんの嬉うれしそうな顔を見ていると、それも憚はばかられる。彼女にしてみれば、大事な対抗戦を目前にしての最後の息抜きなんだろうから。


    （おいテッちゃん！　俺だ！　ここ！　窓際をチラ見しろ！）


    　何とかトウテツとコンタクトを取るべく、内線通信で呼びかける。しかし反応はない。


    　どうも通信を切っているらしかった。そんなことできたのかよ！


    　ヤキモキする俺をよそに、二人はトークを続ける。


    「小こ林ばやし、コンディションはどうだ？　無理な稽けい古こはしてないか？」


    「ん？　ああ、まだ本調子じゃねぇけど、活動に支障はねぇよ」


    「みんなも、稽古なら私の道場ですればいいのに……どういうわけか口を揃そろえて『稽古相手に当てがある』と言うんだ」


    「旦那のことかな……」


    　馬鹿！　旦那とか呟つぶやくんじゃない！　正解だよ！　俺が稽古相手だよ！　もはや蒼ヶ崎流じゃなくて、小林流の剣士たちだよ！


    「でも、私はみんなを信じるだけだ。必ず月げつ翔しよう館かんに勝利できると。もし負ければ私は──朝あさ雄おの妻だからな」


    　……やはり、そういうことになってしまうのだろうか。


    　アーサー王は対抗戦の勝敗を、そのまま蒼ヶ崎さんの返事だと解釈している。今やそれは既成事実のようになっており、否定できる空気じゃなくなっているのだ。


    　今の言葉からして、それは蒼ヶ崎さんも理解しているのだろう。敗北は、結婚であると。


    「勝負には、万が一もあり得る。なあ小こ林ばやし。もし……もし対抗戦に負けてしまったら」


    　と、やけに思い詰めた表情で、蒼あおヶが崎さきさんがもう一人の俺を見詰める。


    　俺の背筋が、知らずシャンと伸びた。彼女が語りかけているのは【魔神】だが、その言葉は俺に向けられているのだから。


    「私を連れて──逃げてくれないか」


    　次いで彼女が発したセリフは、とんでもないものだった。


    「剣の勝負で敗れたなら、道場の看板を奪われるのも仕方がない。だが……やっぱり私は、愛してもいない男性を『夫』と呼ぶことは……できそうにないんだ」


    　──それは今まで見たことのない、別人のような蒼ヶ崎さんだった。


    　初めて彼女が見せた、一人の少女としての、弱気な一面だった。


    「正直に言うと、以前の私は、その……龍りゆう牙がに惹ひかれていた」


    　ポカンと馬鹿っぽく口を開けているトウテツに、蒼ヶ崎さんは独白のように述懐する。


    「でも、小林に『本当の自分』を知られ、受け入れてもらってから……私の中で、君という存在がどんどん大きくなっていった」


    「…………」


    「私は、君とならどんな人生だって送れる気がする。剣士である自分を、捨てることだってできる気がする。小林と二人、どこか遠い場所で、ひっそりと静かに暮らせたら……」


    　……ヤベえ。エラいことになってる。


    　俺を放置して、モロに告白されている！　駆け落ちを提案されている！


    （蒼ヶ崎さん、ここまで俺にマジだったのか！　いや、おそらく違う……彼女は舞い上がってるんだ。初めて恋愛関係に発展しそうな男ができて、ちょっとドリーム状態なんだ！）


    　気が気でない俺とは対照的に、トウテツは仏ぶつ頂ちよう面づらで話を聞いていた。


    　上目遣いで不安げに窺うかがってくる蒼ヶ崎さんをよそに、興味なさそうに鼻をほじり、鼻クソを丸める作業に終始している。最低の男だ。


    「小林。君の気持ちを、よければ聞かせて欲しい。君は、私をどう思って──」


    　蒼ヶ崎さんが言い終わる前に。


    　トウテツが身を乗り出し、彼女のおでこに鼻クソをつけた。空前絶後の返答だった。


    「な、な、何をする!?」


    　蒼ヶ崎さんの叫びが、俺の心の叫びとシンクロする。本当に何してんだテメェ！　やっていいコトと悪いコトがあんだろ！


    「お前と駆け落ちなんて、誰がするか」


    　そして豪快に振ってしまった！　標準以下の顔のくせに、こんな美人を！


    「お前って結局、仲間を信じてねぇじゃんかよ。その根性が気に入らねぇ」


    「…………」


    「龍りゆう牙がたんはな、使徒と人間の架け橋になろうと頑張ってんだ。そんな中、対抗戦に向けても頑張ってんだ。なのにお前は、【青せい龍りゆう】としての使命まで放っぽり出して逃げる気か？」


    「そ、それは」


    「駆け落ちするってのは、そういうことだぞ。ちったぁ頭を冷やせ」


    　暴挙を働いておきながら、説教まで始めるトウテツ。そこそこ正論なのが、余計に腹立たしい。ここは編集でカットしてもらいたい。


    「要は勝ちゃいいんだろうが。それで万事解決だろうが。考えるべきは駆け落ち計画じゃなくて、勝つことだ。いいか蒼あおヶが崎さき、大事なのは『目的を見失わないこと』なんだぞ」


    「目的を、見失わないこと……」


    　蒼ヶ崎さんが神妙に聞き入っている。おしぼりで額を拭ふきながら。


    　が、いつしかその顔は、俺のよく知る凛りんとした表情に戻っていた。


    「……そうだな。みんなが私のために頑張ってくれている。私には、その結果を受け止める義務がある。仲間を裏切り逃げるような者に……幸せになる権利などない」


    「その通りだ」


    「ありがとう小こ林ばやし。お陰で目が覚めた。今度こそ本当に──スッキリと試合に臨めそうだ」


    「おう、いいツラになってきたじゃねぇか。それにしてもお前って、よっぽど旦那が好きなんだなぁ。まぁ、あの人ユニークだからなぁ」


    　誉ほめ言葉だと受け取っておこう。


    　今の説教も、まんま首脳会談で龍牙が言ったフレーズのパクリだけど、とりあえず結果オーライか。帰ったら屋根からダイブさせてやるつもりだったが、それは勘弁してやろう。


    　俺がそう人心ここ地ちつきかけた矢先。今度はトウテツがとんでもないセリフを発した。


    「よし蒼ヶ崎。もし勝ったら、チューしてやる」


    　口に含んだアイスコーヒーを、危うく吹き出すところだった。


    「なっ、なっ……！」
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    　蒼ヶ崎さんの狼ろう狽ばいの声が、またも俺の心の声とシンクロする。あの馬鹿！　やっぱりダイブさせてやる！　そのあと鼻クソつけてやる！


    「しょ、正気か小林！　本当に私とキ、キ、キスしようというのか！」


    「お望みならば、舌も入れてやる」


    「ば、馬鹿！　私はファーストキスだぞ！　もっと軽いのにしろ！」


    　蒼ヶ崎さんが、これでもかと取り乱している。耳まで真っ赤になり、両手で顔を覆い、激しくイヤイヤしている。


    　堅かた物ぶつキャラには刺激が強過ぎたか。というか、断って下さい！　チュー自体はオッケーみたいなリアクションしないで！


    「わ、分かった。もう私も高三だ。高校最後の夏に、そんな体験があってもいいだろう」


    　……かくて俺を蚊帳かやの外にして、俺の唇くちびるが賞品となってしまった。主人公ではなく、取るに足らない雑ざ魚こキャラの唇が。


    　テーブルに突っ伏して頭を抱えていると、トウテツが立ち上がる気配がする。


    「あ～、じゃあ俺、そろそろ行くから。悪いけど一人で帰ってくれ」


    「そ、そうなのか？　また送って欲しかったんだが……君から女の子扱いしてもらえるあの時間が、私は大好きなんだ」


    　残念そうな蒼あおヶが崎さきさんを意に介さず、さっさと出口に向かうトウテツ。薄情な男め。これはまたフォローしておく必要がありそうだ。


    「あ、待って小こ林ばやし」


    　と、やにわにトウテツを呼び止め、蒼ヶ崎さんが椅い子すを立つ。


    「最後に改めて言わせてくれ──今日はありがとう」


    「いいってコトよ」


    「弱気な私をあえて突き放し、続けてあんなご褒ほう美びを提示するとは……君はズルいな。もう勝つしかないじゃないか」


    「それよりさ、どこかウチワが貰もらえるトコ知らない？　応援に必要なんだ」


    　おそらくそのウチワに、「龍りゆう牙がたんＬＯＶＥ」とか書くものと思われる。言っておくが試合当日、自由行動を許すつもりはない。


    　……そのままトウテツが去っていくと、程なくして蒼あおヶが崎さきさんも帰っていった。窓からその様子を窺うかがうと、ご機嫌にスキップしていた。


    （明日にでも蒼ヶ崎さんに会いに行こう。もう試合前日だけど……）


    　結局のところトウテツのせいで、蒼ヶ崎さんとのフラグが強化されてしまった。俺の友人キャラへの回帰が、また遠退のいた気がする。


    （ああ、佐さ々さ木きさんに会いたい……ザコ扱いされて慰なぐさめられたい……）


    　気付けば俺は、そんなことを考えていた。


    　佐々木さんは今や、俺の心のオアシスになりつつあった。
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    　翌日。月げつ翔しよう館かんとの対抗戦を、とうとう明日に控えた正午過ぎ。


    　トウテツがやらかした言動の尻しり拭ぬぐいをすべく、俺は蒼ヶ崎邸へと向かった。その旨むねを事前にメールすると、悲しいかな「門の前で待ってるから！」とウキウキした返信がきた。


    （何とかキスの件だけは勘弁してもらわないと……代わりにオッパイを揉もみしだいてやるとか言ったら、フラグがヘシ折れないだろうか……）


    　──ちなみに昨夜。俺は茶の間にトウテツと三さん姫きを集め、まとめて説教してやった。「お前らは近頃、勝手な行動が多過ぎる」と。


    「だって一いち郎ろうくん、赤ちゃん作らせてくれないんだもん」


    「だって一郎様、オチンチン出して下さらないんですもの」


    「だって一郎男爵、新しいソフビ買ってくれないでしゅ」


    「あっと一人！　あっと一人！　……ギャァァァー！　逆転されたぁぁぁぁー！」


    　しかし埒らちが明かないので、小言は保留することにした。阪神はこれで泥沼の六連敗だ。


    （そんなことより、今は蒼ヶ崎さんだ。はあ……本当は今日、リューガと会う予定だったんだよなあ……久し振りにコスプレショーをしたいって）


    　誘いを断ったことに、スネてないだろうか……そう心配しながら蒼ヶ崎邸へ到着すると。


    「や、やあ小こ林ばやし。待っていたぞ」


    　メールの通り、蒼ヶ崎さんが門前に立っていた。昨日とは違って制服姿だった。


    　両手を後ろで組んで門柱にもたれ、やたらモジモジしている。俺の顔をチラチラと見てきては、はにかむように視線を逸そらす。つくづく分かりやすい人だ。


    「すみません蒼ヶ崎さん、試合前日なのに……」


    「気にすることはない。私こそ、こんな格好ですまないな。今日は父がいるので、お洒しや落れができないんだ。あまりファッションに理解がない人でな」


    　つい最近聞いたことだが、蒼ヶ崎家は父子家庭なんだそうだ。


    　お母さんはもう、ずいぶん前に病気で亡くなっているらしい。だからこそお父さんは、一人娘の将来がひときわ心配なのだろう。


    「いえ、その格好で全然構いません。お父さんに大賛成です」


    「よかったら、挨あい拶さつをするか？　父も小こ林ばやしには会いたがってるんだ」


    「あ、会いたがってる？」


    「どうやら朝あさ雄おとの見合い話を独断で受けたことを、君に謝りたいみたいでな」


    　何で俺に謝るの!?　俺、どういう紹介されてんの!?


    「ま、待って下さい蒼あおヶが崎さきさん！　今日はほら、こんな小汚いカッコと顔ですし！　明日のためにも、あまり長居はしないつもりですし！」


    「そ、そうか。まあ、さすがに少し気が早いかもしれないな。対抗戦で小林の剣腕を示してからでも、挨拶は遅くないだろうし……あ、ところで小林」


    　ふと蒼ヶ崎さんが表情を引き締めて、しかつめらしく訊きいてくる。


    「あれから、魅ミ怨オンは現れたりしていないか？」


    「ミ、魅怨ですか？」


    　唐突にライバルの名を口にした蒼ヶ崎さんに、俺は内心ドキリとする。


    「いえ、プールで別れて以降はとんと……」


    「そうか。あの使徒め、どこに雲隠れしたものやら」


    　本当は毎日現れているのだが、我が家の家事を取り仕切っているのだが、もちろんそれを言うわけにはいかない。


    　だが、いつまでも隠し通せるものでもないだろう。いずれ折を見て、「家に三さん姫きを住まわせることになった」と伝える必要がある。龍りゆう牙ががトウテツと充分に和解できた頃合いに。


    「たとえ現れたとしても平気ですよ。三姫はトウテツの命令で、人間に危害を加えることを禁じられてますから」


    「それならいいんだが……奴やつについては、もう一つ気になることがあってな」


    「な、何でしょうか」


    「今になって改めて思い返すと、魅怨は──小林に気があるように感じるんだ」


    「…………」


    「だとしたら、やはり私たちは戦う運命にあるのかもしれない。小林はどう思う？」


    　そんなこと言い出したら、蒼ヶ崎さんは龍牙とも戦う運命にある。


    　下へ手たをすれば、そこに雪ゆき宮みやさんやエルミーラさんまで参戦してくる恐れがある。そんな愚にもつかないサブキャラ争奪杯はやめてもらいたい。


    「ともあれ、続きは部屋で話すとしよう。さあ小林、どうぞ中へ」


    「──怜れいっ！」


    　その時。離れた場所から、いきなり蒼ヶ崎さんの名を呼んだ者がいた。


    　見ると、道の向こうから一人の青年がこちらへ歩いてきている。ポロシャツにジーパンというラフな服装の、高校生らしき人だった。


    「か、和かず彦ひこ」


    　程なく目の前まで来た青年に、蒼あおヶが崎さきさんが気まずそうに呟つぶやく。


    　和彦？　初めて聞く名前だが、一体誰だろうか。


    　その和彦は、何な故ぜか先ほどから俺をやたら睨にらんでいた。会うなりガンを飛ばされるのは、宮みや本もとさんに続いて二度目だ。


    「あ、あの、どこかでお会いしましたでしょうか……」


    　遠慮がちに尋ねた俺を無視して、和彦は非難するように蒼ヶ崎さんを問い詰めた。


    「怜れい。またこいつと一緒にいるのか。昨日もデートしてたよな。腕まで組んで」


    　……ということは、彼もあのカフェにいたのか。これほど怒ってるところを見ると、もしや蒼ヶ崎さんのファンか？　もしくはストーカーか？


    　当惑している俺を見て、蒼ヶ崎さんが手短に相手を紹介してくれる。


    「彼は、田た中なか和彦だ。明日の対抗戦に出る、月げつ翔しよう館かんのメンバーだ」


    　……ああ、あの田中か！


    　かつて蒼ヶ崎道場にいたという、古くからの幼馴な染じみだという、あのモブの田中か！　下の名前まで覚えてなかった！　覚える気もなかった！


    　紹介されたにも拘かかわらず、田中はお構いなしに蒼ヶ崎さんをキッと見み据すえている。


    　俺が想像していた通り、特徴のない地味な男だ。これで彼女がいるというのだから、こちらの方こそ睨みつけてやりたい気分だった。


    「怜。お前、ちゃんと鍛練はしてるのか」


    　出し抜けにそんな質問をした田中に、蒼ヶ崎さんが「え？」と目をしばたたかせる。


    「当然だろう。どうしてそんなことを訊きく」


    「男と会ってばかりで、鍛練する時間があるのかよ」


    　蒼ヶ崎さんが反応に困っている。もちろん俺も同様だった。


    　こいつは何を言ってるんだ？　蒼ヶ崎道場を「環境がよくない」とか言って去った奴やつが、何で今さらそんな心配をしてるんだ？


    「この前だって、こいつとプールに行ってたよな。帰りに手を繋つないでたよな」


    「…………」


    「もっと前は、隣の県のファッションモールに行ってたよな。ディナーまでしてたよな」


    　おい田中！　どうして全部知っている！　怖いぞ！　やっぱりお前、蒼ヶ崎さんが好きだったのか!?　彼女いるんじゃないのか!?


    「怜、お前……どうしちゃったんだよ。何でそんな風になっちゃったんだよ」


    　そこそこ引いている俺たちをよそに、握り締めた両拳こぶしを震わせる田中。


    「俺は認めない。あんな怜れいは、怜じゃない。俺が目指してた、憧れてた蒼あおヶが崎さき怜は……あんな服を着て、あんな表情で笑う奴やつじゃなかっただろ！」


    　……ようやく少し、話が見えてきた。


    　つまり田た中なかは、やっぱり蒼ヶ崎さんのファンなのだ。いや、信奉者といった方が正確だろうか。女の子としてではなく、剣士としての蒼ヶ崎怜に惚ほれているのだ。


    （以前の俺と同類ってワケか……蒼ヶ崎さんを『剣士』という記号でしか見てねえんだ。しかも俺よりタチが悪いのは、田中は六年以上もそうだってコトだ）


    　田中が言っていることの意味を、蒼ヶ崎さんも察したらしい。


    　彼女は静かに息を吐いたのち、憤慨を露あらわにする田中にキッパリと言い放った。


    「あれも本当の私だ。見損なったか？」


    「ああ見損なったよ！　だってそいつは、剣術の素人しろうとだろ！　怜の凄すごさなんて、何も分かってないだろ！　何でそんな奴と……お前は、お前は朝あさ雄おと結婚するべきなんだ！」


    　その叫びを聞いた途端、俺はハッとした。


    （もしやこいつが蒼ヶ崎道場を辞めたのは──俺のせいか？）


    　田中が月げつ翔しよう館かんへ移籍したのは、つい先日だと聞いている。おそらく夏休みに入ってからだと思われる。すなわち……俺と蒼ヶ崎さんが親密となり、よく会うようになってからだ。


    　田中にとって俺は、蒼ヶ崎さんについた悪い虫なのかもしれない。


    　彼女が邁まい進しんする「剣の道」を妨げる、堕だ落らくへの誘惑者なのかも。


    「怜、お前は剣の天才なんだ……俺はそれを、誰よりも知ってるんだ……」


    「和かず彦ひこ……」


    「今の環境じゃ、お前は駄目になっちまう。道場には子供ばかり、師範だって隠居しようとしてる。お前は月翔館に来た方がいいんだ。実家の道場の存続にこだわって、その腕を錆さびつかせるべきじゃないんだ！」


    「勝手なこと言わないで下さい！　田中！」


    　そこで俺は、思わず田中に反論した。


    　確かに、俺が蒼ヶ崎さんに相応ふさわしい男じゃないことは承知している。でも、田中の言い分はあまりに勝手だ。


    　蒼ヶ崎怜は、決して剣術だけの人間じゃない。それは俺をはじめとする、田中も含める、周りの人間が決めつけたキャラに過ぎないのだ！


    「蒼ヶ崎さんがどうあるべきかは、蒼ヶ崎さんが決めるコトでしょう！　俺は少なくとも、あんたより蒼ヶ崎さんの色々な顔を知ってますよ！　田中！」


    「何で敬語なのに呼び捨てなんだよ！　お前、二年だろ！　俺は三年だぞ！」


    「いいじゃないですか！　どうせあんた、今回しか出てこないんだから！」


    「意味分かんねえよ！」


    「とにかく、過度な神聖視はやめなさい！　田た中なか！」


    「それやめろ！　今みたいな怜れいを、俺は見たくないんだ！　だからここを辞めたんだ！」


    「辞めるのは勝手だけど、これからも蒼あおヶが崎さき道場に月謝を払え！」


    「何でだよ！　あと敬語はどこいった！」


    「身の程をわきまえて下さい！　自分が安全牌ぱいのモブであることを自覚して下さい！」


    「敬語なら何を言ってもいいと思うなよ！」


    　案外ツッコミ上じよう手ずな田中と、そんな口論を白熱させていると。


    「……もういい。やめてくれ二人とも」


    　蒼ヶ崎さんが間に入ってきて、俺たちを両手で制した。次いで俺に背中を見せ、田中へと向き直る。


    「和かず彦ひこ。お前がああいう私が嫌で去ったなら、それは仕方ない。でも」


    「…………」


    「お前の真意が聞けて、よかったと思う。ウチを去る理由を話してくれなかったこと、ずっと気になっていたからな」


    　微ほほ笑えむ蒼ヶ崎さんに、田中は唇くちびるを噛かんでうつむいた。


    　本当は、辞めたくなどなかった。この環境を作ったのは、蒼ヶ崎さんの稽けい古こ相手が務まらなかった自分にも責任がある……彼の胸中はそんなところか。


    「だから和彦、私も心を尽くして話そう。この小こ林ばやしは、決してお前の思っているような人間じゃない。きっと明日、それが分かるはずだ」


    「…………」


    「そしてもう一つ。お前が蒼ヶ崎道場を去って、すでに一か月になる。たかが一月、されど一月……今の私を、お前の知っている蒼ヶ崎怜だとは思わないことだ」


    「え……？」


    　ようやく顔を上げた田中に、蒼ヶ崎さんがニヤリと笑う。


    「日々是これ精しよう進じん──それが蒼ヶ崎流だ。私は、昨日の私にすら負けるつもりはない」


    　……やっぱりこの人はカッコいい。こういうセリフが実によく似合う。


    「どのような環境だろうと、強くなることはできる。いや、むしろ今の環境だからこそ、私は強くなれるんだ。明日の試合でそれを証明してやろう」


    「……見せてもらうよ。お前の剣を」


    　そんな一言を残して、そのまま田中は去っていった。


    　彼を長らく見送ったのち。蒼ヶ崎さんはやけに決然とした顔で、俺に告げてきた。


    「小林。悪いが、これから一緒に付き合って欲しい場所がある」


    「はい。どこでしょう」


    「龍りゆう牙がの家だ。私は──龍牙に打ち明けようと思う。ファッションが好きな自分を」


    　多少面食らったものの、俺はさほど動揺しなかった。


    　蒼あおヶが崎さきさんがどうあるべきかは、蒼ヶ崎さんが決める……きっと彼女は、以前からその決心をしていたのだろう。


    　試合を明日に控えているが、逆にいいタイミングだと思う。もちろん俺も、最大限に協力させてもらう。彼女の掘り下げに。


    「分かりました。きっとリューガなら、受け入れてくれますよ」


    「だといいな。もし受け入れてもらえたら……いつかは汐しお莉りやエルミーラや里り菜なにも」


    　ヒロインズだって、絶対に受け入れてくれるはず。そうすれば、俺と蒼ヶ崎さんの「秘密の共有」はなくなる。


    　それでいい。俺だけじゃなく、メインキャラみんなが彼女の「専属コーディネーター」になればいい。現役女子高生たちの意見の方が、よっぽど参考になるだろう。


    「この勇気をくれたのは、他ならぬ君だ。プールでの水着対決……大衆がいる中であそこまで色々やったことが、私を吹っ切らせてくれた」


    「あれって、魅ミ怨オンへの対抗心だったんじゃ……」


    「ああ。不本意ながら、奴やつからも勇気を貰もらったのかもしれないな」


    　……その足で俺たちは、龍りゆう牙がの屋敷へと向かった。


    　念のためメールを入れてみると、十秒ほどで了承の返事がきた。もともと俺は誘われていたから、ある意味で好都合だった。


    　──だが。俺はここで、大きなミスを犯した。


    　取り返しのつかない、痛恨の失敗をやらかしてしまった。


    　俺はメールで、『大事な用事がある。今から会いに行っていいか？』としか龍牙に訊きかなかったのだ。蒼ヶ崎さんが一緒だとは、伝えなかったのだ。


    　その結果。


    　火ひ乃の森もり邸に到着し、インターホンで来訪を伝え、庭を抜けて玄関扉とびらを開いた瞬間。


    「いらっしゃい一いち郎ろう！」


    　中から飛び出てきたチアガール姿の少女が、勢いのまま俺に抱き着いてきた。


    　もちろんそれは、思いっきりコスプレをした、思いっきり女の子バージョンの──火乃森龍牙だった。
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    　侍さむらいのごときストイックな女剣士である、蒼ヶ崎怜れい。


    　いつもキリリと凛り々りしい、クールで大人びた大和やまと撫なで子しこ……そんな『斬ざん舞ぶの剣士』が腰を抜かした姿を、俺は初めて拝見した。


    「えへへ、今日はチアガール龍りゆう牙がちゃんだよ！」
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    　龍牙は最初の数秒、蒼あおヶが崎さきさんがいることに気付かなかった。


    　短いスカートをフリフリさせ、おヘソをチラチラ垣かい間ま見せ、両手のポンポンを可愛らしく振っていた。中止だと思われたコスプレショーができることで、超ご機嫌だった。


    「ね、何か応援させて！　応援させて！　そうだっ、一いち郎ろうが竹刀しないを素振りしてるトコ、後ろで盛り上げてあ、げ──」


    　そこでやっと龍牙は、地面にペタンと座り込んでいる蒼ヶ崎さんに気付いた。


    　魂たましいが抜けたように自分を見上げている彼女に、龍牙の顔がみるみる蒼そう白はくになっていく。ややあって俺からスススと離れると、龍牙はコホンと一つ咳せき払いをした。


    「……いらっしゃい。二人が一緒なんて珍しいな。とにかく上がってくれ」


    　遅えよ！　今さら男に戻っても駄目だよ！　そのカッコじゃどうしようもねえよ！


    （だから常日頃、フライングはやめろと言ってたのに！　どうしてお前は、時たまそうポンコツなんだ！　無駄にお茶目さを見せてしまうんだ！）


    　いや、龍牙だけを責められない。これは俺のミスでもある。


    　同伴者の存在をちゃんと伝えなかった俺だって、立派なポンコツなのだ。


    「龍、牙……」


    　未いまだ立ち上がることもできないまま、蒼ヶ崎さんが干上がった声を絞り出す。


    　秘密を打ち明けようと思って来たのに、先に相手から桁けた外れの秘密を披露され、蒼あおヶが崎さきさんは惑わく乱らんと混迷の極致にあった。


    「龍りゆう牙が……オッパイが、あるようだが……」


    「…………」


    「太腿がスベスベで、プニプニのようだが……」


    「…………」


    　しばしの沈黙ののち。龍牙もまた、蒼ヶ崎さんと同じくその場にペタンと座り込んだ。


    　──番外編だと思っていた、箸はし休めだと思っていた、今回のサブストーリー。


    　本筋に関わる、どエラいエピソードとなってしまった。


    



    　それから数分後。


    　俺と蒼ヶ崎さんを自室へと案内した龍牙は、覚悟を決めて秘密を白状した。「実は俺、両性具有なんだ」とか悪あがきをするかと思ったが、そんなことはなかった。


    　──火ひ乃の森もり家の掟おきてで、【黄こう龍りゆう】の継承者は男として生きねばならないこと。


    　──幼馴な染じみの黒くろ亀がめさん、並びに親友の俺は、その秘密を知っていたこと。


    　──そして、いつか使命を果たして女の子に戻れたときのため、俺を相手に「恋人修行」をしていること。


    　その衝しよう撃げき的な事実に、もちろん蒼ヶ崎さんは放心していた。


    　が、龍牙が全てを語り終える頃には、彼女は多少なりとも落ち着きを取り戻し、出された玉露を飲む余裕を得ていた。


    「ゴメン怜れいさん、今まで隠してて……しかも試合を控えた、こんなときに告白して……」


    　悄しよう然ぜんと萎しおれながら、正座した龍牙が深く頭を下げる。ちなみに、まだチアガール姿だ。


    「……言われてみれば、いくつか思い当たるフシはある。確かに龍牙は、男にしては……いささか女性的な部分が見受けられたというか……」


    　やっぱり、普段から女の子が出ちゃってたのか。鋭い蒼ヶ崎さんなら、怪しく感じても不思議じゃない。


    「あの、怜さん。参考までに、どういう部分が女らしかったかな……」


    「たまに小指が立っていたり、女性アイドルよりも男性アイドルの話題に食いついたり」


    「…………」


    「ムダ毛処理の方法にやたら詳しかったり、尻しりを叩くと『ひゃんっ』と言ったり」


    「…………」


    　思ったよりボロを出してた。龍牙本人も頭を抱えている。


    「龍牙はもしかして、ソッチの趣味があるのかも……汐しお莉りやエルミーラとは、よくそういう話になったものだ」


    　やめろヒロインズ。主人公に何て疑惑をかけてやがるんだ。


    「本当にごめんなさい。仲間なのに……」


    　再び龍りゆう牙がが力なく謝罪すると、蒼あおヶが崎さきさんはにわかに姿勢を改め、チアガール少女をしげしげと観察し始めた。


    「ふむ。こうして見ると、女の子以外の何者でもないな」


    「…………」


    「小こ林ばやしは、龍牙が女性だと知ってしまったとき、どう思った？」


    　いきなり話を振られ、俺は慌あわててコメントを返した。


    「そ、そうですね……そりゃ驚きましたけど、受け入れることにしました。リューガはリューガなんだから。むしろ男として生きなくちゃいけないなんて、ちょっと可か哀わい想そうだな、と」


    　本当は死ぬほどヘコんだのだが、そこは虚きよ実じつ織り混ぜておく。


    　こうなった以上は、蒼ヶ崎さんにも理解してやって欲しい。龍牙はずっと悩んでいたのだから。仲間に対して不誠実ではないのかと。打ち明けるべきじゃないのかと。


    「こいつが男だろうと女だろうと、俺には関係ありません。俺は──リューガの『友人』ですから。いや、『親友』ですから」


    「一いち郎ろう……」


    　龍牙が瞳ひとみを潤うるませて、こちらを見てくる。


    　ジーンとするのはいいけど、キュンとするのはやめろよ？　俺は『友人』、『親友』とさりげなく強調したぞ？　大事なコトだから二回言ったぞ？


    「……そうだな。私も、小林と同じ意見だ」


    　そう言って、おもむろに蒼ヶ崎さんが立ち上がった。そのまま龍牙の前へ行くと、彼女の肩にポンと優しく手を置く。


    「たとえ君の性別がどちらだろうと、そんなことは大した問題ではない。これまで共に戦ってきた日々が、過ごしてきた時間が、嘘うそになるわけじゃない」


    「怜れい、さん……」


    「だから龍牙、謝ったりするな。私はこれからも、変わらず君の剣であり続ける。【青せい龍りゆう】の継承者として、仲間として、同じ女性として」


    　……やっぱり蒼ヶ崎さんは、ここでもカッコよかった。さすがは上級生、さすがは龍牙陣営のナンバー２であり、四し神じんヒロインズの要だ。


    （これで黒くろ亀がめさんに続いて、蒼ヶ崎さんもメインヒロインから脱落か……）


    　もしかしたら、蒼ヶ崎さんがこうもすんなりと「女の子の火ひ乃の森もり龍牙」を受け入れられたのは、俺との関係も起因しているのかもしれない。


    　気になる異性の対象が、ちょうど龍牙から俺へとシフトしていたのが功を奏したのかも……だとすれば、俺の苦労も報われる。図らずも龍牙の役に立てたわけだ。


    「龍りゆう牙が。そのチアガール姿、よく似合っていると思うぞ」


    「あ、ありがとう、怜れいさん……」


    　蒼あおヶが崎さきさんから誉ほめられ、龍牙が恥ずかしそうに頭を掻かく。


    「コスプレが趣味ということは、他にも衣装を持っているのか？」


    「うん。ナースとか、メイドさんとか、色々……」


    「実は私も、ファッションが大好きでな。服はもちろん、アクセやコスメ、美容にも大いに興味がある。あと可愛いヌイグルミや、洋楽などにもな」


    「れ、怜さんが？」


    　キョトンとした龍牙に、蒼ヶ崎さんもまた恥ずかしそうに頭を掻いた。


    　そうだ。忘れかけていたが、そもそも蒼ヶ崎さんは自分の秘密を告白するためにここへ来たのだ。龍牙に「本当の自分」を知ってもらうために。


    「龍牙ほど深刻な秘密ではないが、私もなかなか言い出せなくてな……せっかく服やアクセを買っても、あまり大っぴらにできずにいる。小こ林ばやしには偶然バレてしまったがな」


    「そ、そうだったんだ」


    　また龍牙がこちらを見てきたので、俺は速そく射しや砲ほうのごとく弁解を捲まくし立てた。


    「いや、本当にたまたまなんだ。でも、言うワケにいかないだろ？　秘密に大小なんてないんだ。俺はそういう部分では、真しん摯しなキャラでありたいんだ」


    「別に怒ってないってば。もちろん分かってるよ」


    　幸いにも理解を示してくれた龍牙に、蒼ヶ崎さんが改めて問いかける。


    「龍牙。蒼ヶ崎怜には、こんな一面もあるんだ。着飾ることが大好きな、人一倍トレンドを気にする、ミーハーな一面が。こんな『斬ざん舞ぶの剣士』を──見損なったか？」


    「まさか。怜さんがお洒しや落れなのは知ってたし……そんなことで見損なったりしないよ」


    　思った通り、龍牙は拒絶などしなかった。素顔の蒼ヶ崎怜を、当然のように受け入れた。


    　ここら辺が「ああ見損なったよ！」と言った田た中なかとの格の違いだ。主人公と単なるモブキャラの、度量の差と言えよう。


    「ありがとう……龍牙」


    「お礼なんていらないよ。じゃあもしかして怜さんも、家でコッソリそういう服を着て楽しんでたりするの？」


    「ああ。つまり似た者同士だな、私たちは」


    　そんな言葉を交わしたのち、やがて二人はクスクスと笑い出した。


    　どうも強く共感し合ったらしい。確かにこの二人は好みは違えど、やってるコトはほとんど同じだ。どちらもファッションショー大好き人間なのだ。


    「ただし龍牙の秘密は、火ひ乃の森もり家の掟おきてに関わるものだ。汐しお莉りとエルミーラにも打ち明けるかどうかは、君の意思に任せる。私は口外しないから安心してくれ」


    「もちろん俺……私も言わないよ。怜れいさんが自分の秘密を打ち明けるかどうかは、怜さんが決めることだから」


    「ああ、そうだな……ところで龍りゆう牙が、せっかくだから他の衣装も見せてくれないか？」


    「えっ？　で、でも」


    「可愛い龍牙を、もっと見てみたい。私も参考にできるかもしれないからな」


    「う、うん、分かったっ。じゃあ私も今度、可愛い怜さんを見てみたいなっ」


    「ドン引きするなよ？」


    「しないよ。どんな怜さんでも、怜さんには変わりないから」


    　……こうして、龍牙と蒼あおヶが崎さきさんのフラグは折れた。俺とのフラグより先に。


    　しかし別の意味で、かえって親密になってしまった。互いの秘密を深く知ったことで、より絆が強固になったようだ。


    （今後のストーリーに、支障が出たりしないよな……）


    　若じやつ干かんの不安はあったが、二人が楽しそうに衣装談義に花を咲かせている姿を見ると、やっぱりこれでよかったのだと思う。問題が生じたときは、俺がフォローすればいい。


    「龍牙。もしよかったら、そのうち買い物にいかないか」


    「うん！　行く行く！」


    「メイク道具は持っているか？　もしあるなら、今から君にメイクさせてくれないか」


    「えぇ？　は、恥ずかしいよぉ。とにかく着替えてくるから、ちょっと待ってて！　まずチャイナドレスがいいかな？　それとも水着かな？　いっそのことバニーガールで……」


    「私も手伝おう。龍牙のプロポーションをチェックしてやる」


    「もう、ヤダぁ怜さん。そうだっ、今日泊まっていきなよ！」


    「うむ。もはや女同士だからな」


    　お前ら、すっかり忘れてるかもしれないが……明日は月げつ翔しよう館かんとの対抗戦だからな？　


    



    



    ６


    



    



    　そして、ついに対抗戦の当日がやってきた。


    　午前十時には支度を整えた俺は、早速ながら会場へと向かうことにした。


    　試合の開始時刻は正午、場所は徒歩三十分ほどで着ける月翔館の本部道場……みんなとは現地集合する予定になっている。防具はあちらで貸してくれるそうなので、持っていく物は竹刀しないと道着くらいだ。


    （さて、俺のプロット通りの展開になってくれればいいが）


    　こちらの勝利という結果は、もちろん揺るがない。問題はそれを前提に、どこまで手に汗握る内容にできるか……今回のメインたる蒼ヶ崎さんを、いかに輝かせられるかだ。


    （蒼あおヶが崎さきさん、コンディションは大丈夫だろうか。昨日はだいぶ遅くまで、リューガのコスプレショーに付き合ったみたいだけど）


    　俺は途中で帰らせてもらったが、蒼ヶ崎さんは結局、火ひ乃の森もり邸にお泊まりしたそうだ。今朝届いたメールによると、一緒に夕飯を作り、一緒にお風呂に入り、自分もいくつかコスプレをさせられたという。


    　一つだけ危き惧ぐしたのは、二人が「小こ林ばやし一いち郎ろうへの想い」を互いにぶっちゃけ合ってしまうことだったが……幸運ながらそういう話題にはならなかったようだ。


    　そんな恋バナをされていたら、せっかく深めた絆にヒビが入っていたかもしれないので、それはマジで助かった。


    　……これからの蒼ヶ崎怜れいは、きっと今まで以上に公私にわたり、火乃森龍りゆう牙がを支えてくれることだろう。


    　その分だけ俺という存在の重要度が、彼女たちの中で低くなってくれれば……それは「友人キャラ」へ戻れる足掛かりとなるはず。今はそれを切に願いつつ、玄関にて靴くつを履く。


    「一郎くん、頑張ってね。人間なんかに負けちゃダメよっ」


    「もしお怪け我がをなさっても、この蛇へび塚づかがおりますのでご安心下さい」


    「片っ端からフルボッコでしゅ。ビッシビシでしゅ」


    　三さん姫きからの激励を受け、俺は満まんを持じして家を出発した。


    　彼女らには悪いが、応援に来ることは禁止した。会場で龍牙たちと鉢はち合あわせしたら、厄やつ介かいなことになるだろうから。


    　が、どうやら三姫には、最初からそのつもりはなかったようだ。何でも三人揃そろって野や暮ぼ用ようがあるとのこと。詳しいことは教えてくれなかったが。


    （とにかく今は、対抗戦に専念しないと。行くぞテッちゃん！　でも出てくんなよ！）


    （はあ……客席で龍牙たんを応援したかったのに……）


    （俺が二人いたらおかしいだろうが！）


    （いい加減、双子設定にしやしょうよぉ）


    （ダメだ！　蒼ヶ崎さんとの一件で、お前はしばらく謹慎処分だ！）


    　トウテツとそんなやり取りをしながら、いざ決戦の地・月げつ翔しよう館かん本部を目指す。


    　しかし……その時の俺は、まだ知らなかった。


    　この対抗戦に、思いもよらぬ波乱が待ち受けていたことを。


    　頑張って「理想的な展開」を考えた俺の努力など──全くの無駄骨だったことを。


    



    　会場に到着し、控え室へと向かったところ。すでに龍牙と蒼ヶ崎さんがやってきていた。


    　思い思いにストレッチなどをしながら、二人は和わ気き藹あい々あいと雑談に興じている。一晩のお泊まり会を経て、さらに仲良しになったようだ。


    「あ、一いち郎ろう。おはよっ」


    「小こ林ばやし、今日はよろしく頼む。怪け我がだけはしないようにな」


    「大丈夫、シミュレーションは万全です」


    　二人に頷うなずいてみせ、俺も適当に柔軟体操をやっておく。


    　さすがは天下の月げつ翔しよう館かん。控え室はかなり広く、ロッカーやベンチも真新しい。天井の隅っこには巨大なテレビまで設置されていた。


    「小林。一応これに目を通しておいてくれ。月翔館のオーダーだ」


    　蒼あおヶが崎さきさんがそう言って、俺に一枚の紙を渡してくる。


    　そこには相手五名の名前が、出番順に記されてあった。田た中なか、宮みや本もとさん、佐さ々さ木きさん、桐きり谷やさん、そしてアーサー王という並びであった。


    （先に対戦相手が分かったのはラッキーだ。となると、こちらのオーダーは……）


    　先せん鋒ぽう戦──雪ゆき宮みや汐しお莉りＶＳ田中和かず彦ひこ。


    　次じ鋒ほう戦──エルミーラ＝マッカートニーＶＳ宮本千ち鶴づる。


    　中堅戦──小林一郎ＶＳ佐々木洋よう介すけ。


    　副将戦──火ひ乃の森もり龍りゆう牙がＶＳ桐谷。


    　大将戦──蒼ヶ崎怜れいＶＳ月見里やまなし朝あさ雄お。


    　……こんなところか。


    　本来なら、俺は宮本さんと当たるのが筋なんだろうが、勝敗を調整するためにも中堅戦を希望したい。


    　彼女との対戦フラグなんて知ったことではない。この対抗戦は、ラスト二試合を盛り上げることこそ肝要なのだ。端は役やく同士の小こ競ぜり合いなど、誰が興味あるのか。


    「それにしても……汐莉とエル、遅いね」


    　どれくらい経った頃か。ふと龍牙が壁の時計を見上げ、そんなことを呟つぶやいた。


    　何だかんだくつろいでいるうちに、いつしか時刻は十一時半になろうとしている。試合開始まで、もう三十分しかなかった。


    「会場の場所が分からないということはないはずだが……汐莉とエルミーラにも、念のため地図は送ってあるからな」


    　蒼ヶ崎さんが腕を組みつつ、自身の顎あごを摘つまむ。


    　今日は客席に、門下生である子供らもすでに駆けつけているらしい。子供でもちゃんと来ているのだから、あの二人が迷子になるとは考えにくい。


    「ちょっと電話を入れてみようか。今どこら辺にいるかだけでも──」


    　龍牙が携帯を手にした途端。


    　狙ねらい済ましたように、その携帯が着信音を鳴らした。


    　顔を見合わせる三人。俺と同じく、おそらく彼女らも嫌な予感を抱いたはずだ。


    「汐しお莉りからだ」


    　携帯画面を確認し、龍りゆう牙がが俺たちに告げてくる。彼女はすぐさま通話ボタンを押し、携帯を耳に当てた。


    「もしもし、汐莉？」


    『火ひ乃の森もりくん！　会場にいますか！』


    　龍牙の声を遮さえぎって、雪ゆき宮みやさんの鬼き気き迫る叫びが届いてきた。龍牙がスピーカーフォンにしてくれていたお陰で、俺たちにもその声がよく聞き取れた。


    「ああ。もう会場にいる。何かあったのか？」


    『使徒です！　そちらへ向かう途中、使徒の集団が現れて……』


    「使徒の、集団っ？」


    　思いがけない報告に、俺たちは顔色を変えた。使徒だって？　それも集団だって？　どうして『奈な落らくの使徒』がこのタイミングで、団体さんで現れる!?


    「汐莉、そいつらは『奈落の三さん姫き』かっ？　また奴やつらの奇襲を受けたのか!?」


    『いいえ、三姫ではありません！　幹部クラスではないようです！』


    　雪宮さんの応答に、俺は密ひそかに安あん堵どする。


    　三姫が今日、揃そろって野や暮ぼ用ようがあると言っていただけに、「まさか」と戦せん慄りつしたが……どうやら違うらしい。いや、安堵している場合じゃないのだが。


    『ちょうどエルミーラさんと一緒でしたし、一体一体はそれほど手て強ごわい敵ではありません。ただ十体以上もいて、少し手間取る恐れが……』


    「すぐに行く！　場所はどこだ！」


    　龍牙が吠ほえるように尋ねた刹せつ那な。


    　今度は俺の携帯が着信音を鳴らした。確認してみると、エルミーラさんからだった。


    『もしもし小こ林ばやし一いち郎ろう！　龍牙と一緒にいますわね!?』


    　こちらが喋しやべるより早く、室内にエルミーラさんの声が響く。龍牙に倣ならって、俺もスピーカーフォンにしておいたのだ。


    「ああ。もうリューガと蒼あおヶが崎さきさんと一緒だっ。場所はどこだエルミーラさん！」


    『聞きなさい小林一郎！　使徒たちは、ワタクシと汐莉さんで何とかしますわ！』


    「へっ？」


    『今日のワタクシたちには、大事な勝負があるでしょう！　ここは以前、トウテツと戦った河か川せん敷じき……今からアナタたちが加勢に来ては、試合時間までに戻れませんわ！』


    「いや、でも……急用ってことで、少しくらい開始を遅らせてもらえば」


    『アナタ、怜れいさんに恥をかかせる気ですの!?　勝負に待ったをかけるなんて、蒼ヶ崎流の名折れですわ！　数が多いとはいえ、本当にただの雑ざ魚こたちですのよ！』


    　そんな会話の間にも、電話の向こうから戦闘の気配が伝わってくる。


    　おそらく強がりでも過信でもなく、二人で対応できる状況なのだろう。相手が使徒である以上、異能を封印する必要もない。ただし問題は……敵数の多さだ。


    『ワタクシと汐しお莉りさんを信じなさい！　必ず使徒を殲せん滅めつしてみせますわ！』


    『そして必ず駆けつけてみせます！　だから火ひ乃の森もりくんたちは、なるべく試合を引き延ばして下さい！　私たちが行くまで！』


    　スピーカーに乗ったエルミーラさんと雪ゆき宮みやさんの声が、控え室に飛び交う。


    『もしくはさっさと三連勝して、勝負を決めてしまいなさい！』


    『くっ、そろそろ囲まれそうです……それでは、お互いにご武運を！』


    　そこで通話は、同時に切れた。あとには静寂と、立ちすくむ俺たちだけが残された。


    　……何ということだ。試合開始を目前にして、大いに計画がくるってしまった。


    　たとえ雪宮さんとエルミーラさんが会場へ駆けつけたとしても、おそらく間に合うのは後半……下へ手たをすればクライマックスの副将戦と大将戦になってしまう。


    　それではどう考えても、対抗戦は盛り上がらない。ならばいっそ、三連勝で一気に終わらせるか？　駄目だ。シラけっぷりが半端じゃない。


    （加勢は無用だと言ってたが、使徒の出現を放っとくワケにもいかない。クソッ……どうして俺の立てたプロットは、いつもいつも破は綻たんしちゃうんだ！）


    　……いや、落ち着け小こ林ばやし一いち郎ろう。トラブルなんて毎度のことじゃないか。


    　最悪のケースには慣れているはずだ。考えろ。この状況における、ベストな対処法を──今すぐ五秒で思いつけ！


    （…………ちょっと不安はあるが、コレしかねえか）


    　八秒かかったが、俺は対処法をひねり出した。


    　これなら蒼あおヶが崎さきさんに花を持たせ、かつ雪宮さんたちをフォローできるかもしれない。ただし龍りゆう牙がに、主人公に、大きな負担をかけることになるが……。


    「──一郎、怜れいさん。聞いてくれ」


    　と、俺の提案を待たず、龍牙が口を開いた。主人公は主人公で対策を思いついたらしい。


    「先せん鋒ぽう戦は俺が出る。田た中なかさんとは、俺が戦う」


    　すっかり男の口調となった龍牙が、一番手を申し出た。奇くしくも俺の案と同じだった。


    「田中さんを瞬殺して、すぐに汐莉とエルのフォローに向かう。そのあと、急いで二人をこちらに連れてくる」


    　俺もそれが一番いいと思う。龍牙の圧倒的な戦闘力で使徒たちを迅速に撃退し、あの二人を中堅戦と副将戦に間に合わせるのだ。何とか大将戦の前に来てもらうのだ。


    「なら、次じ鋒ほう戦は俺だな」


    　龍牙に続いて、俺は手を上げた。


    　俺の役目は、しこたま試合を引き延ばすこと。雪宮さんとエルミーラさんの到着まで、ひたすら時間を稼ぐこと。


    　あくまで蒼あおヶが崎さきさんには、大将戦にてアーサー王と戦ってもらう。万一のときには奥の手を出すことも考えているが、今は黙っておく。なるべく使いたくない奥の手だから。


    「ま、待ってくれ二人とも。どうだろう、大将戦に出る者が加勢に行くというのは？　それなら出番までに戻ってくることが──」


    「いえ。河か川せん敷じきの戦況が詳しく分からない以上、試合を終えた者が行くべきです。そしてその人選は、戦闘力から考えてもリューガがベストだと思います」


    「うん、そうだね……やっぱり俺もそれがいいと思うよ」


    　俺と龍りゆう牙がの提案に、まだ蒼ヶ崎さんは「しかし」と渋っている。


    「どうか今日の蒼ヶ崎さんは試合だけに、アーサー王との大将戦だけに集中して下さい。雑事は俺とリューガがやりますんで、ドッシリ構えてて下さい！」


    「小こ林ばやし……」


    「いつかまた、誰かが話のメインになったとき……その時はフォロー役をお願いします！」


    　意味が分からず小首を傾かしげた蒼ヶ崎さんをよそに、俺は時計を見上げた。


    　そろそろ会場へ行かねばならない時間だった。
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    　通路を抜けて試合会場に出てみると、そこは予想以上に広い空間だった。


    　学校の体育館とさして変わらない面積なんだろうが、四方を取り巻く二階席の大きさが全然違う。聞くところによると、二千人以上を収容できるそうだ。


    　しかもその二階席には、これまた予想以上の観客が詰めかけていた。さすがに満席というわけじゃないが、半分ほどは埋まっているだろうか。


    （興行でもない試合に、ここまで人が集まるとは……つまりこの人たち全員、月げつ翔しよう館かんの門下生ってコトだよな）


    　とはいえ、一角には小学生らしき集団の姿もあった。みんな道着を着ており、彼らだけが唯ゆい一いつ、俺たちに声援を送ってくれている。


    　言うまでもなく、あれは蒼ヶ崎道場の門下生……蒼ヶ崎さんの教え子たちだ。


    「怜れい先生、頑張って！」


    「絶対に勝ってね！」


    「怜先生が負けるもんか！」


    「一いち郎ろうー！　頑張れ一郎ー！」


    　……その中に一人だけ、やたら俺を応援してくる子がいる。それも呼び捨てで。


    　確かあの子は、小こ林ばやし慶けい太たという小学二年の男の子だ。以前に蒼あおヶが崎さき道場の稽けい古こに付き合ったとき、一緒の名字ということで懐なつかれたのだ。さすが小林姓、どこにでもいやがる。


    （同じ小林だから下の名前で呼ぶのは分かるけど……せめて『さん』をつけろっての）


    　そんなことを思っていると、審判が「双方、整列っ」と試合場の中央で手を上げた。


    　招集に従い進み出て、横一列に並ぶ俺と龍りゆう牙がと蒼ヶ崎さん。


    　前方では、同じく月げつ翔しよう館かんの五人も並び立っていた。……なるほど、こうして見ると全員かなり強いのが分かる。俺が培つちかってきたキャラクター観察眼が、そう告げている。


    （まあ、それはいいとして）


    　先ほどから宮みや本もとさんと田た中なかが、あからさまに俺を睨にらんでくる。なのに佐さ々さ木きさんだけは、こちらを見向きもしてくれない。


    　つれない人だ。でも、そんなところも素敵だ。


    「おや、三人だけかい？　残りのメンバーはどうしたのかな」


    　アーサー王の言葉に、蒼ヶ崎さんが素っ気なく答える。


    「理由があって、少し到着が遅れている。出番までには間に合うはずだから、気にせず試合を始めてくれ」


    「確か雪ゆき宮みやさんとエルミーラさんだったかな？　もし間に合わないようなら、自由に代役を立ててもらって構わないよ。こちらも戦局次第では、順番変更をするかもしれないが」


    　相変わらず余裕綽しやく々しやくのアーサー王を尻しり目めに、俺たちは礼を済ませて自陣へと戻った。


    　──さあ、いよいよだ。


    　不測の事態に見舞われたが、とにかくやるしかない。これが俺の、おそらく夏休み最後の大仕事……サブキャラ・小林一郎の、腕の見せどころだ。


    「先せん鋒ぽう、前へ！」


    　審判の声に応じ、龍牙が立ち上がった。面の奧に垣かい間ま見える力強い眼光は、もちろん男バージョン──俺の大好きな主人公・火ひ乃の森もり龍牙のそれだった。


    「それじゃあ、行ってくるよ」


    「おう、頼むぜリューガ」


    「龍牙。和かず彦ひことて全国に行ける腕前だ。そして曲がりなりにも、蒼ヶ崎道場で六年にわたって修練を積んだ剣士だ。気をつけてくれ」


    「分かってるよ怜れいさん。俺は……田中さんと当たれてよかったのかもしれない。彼には言いたいことがあるから」


    　そう言い残して、龍牙は試合場へと歩いていった。


    　……今の口振りからして、龍牙も聞いたのだろう。田中が蒼ヶ崎道場から去った理由を。


    「始め！」


    　審判の合図と共に、いきなり田た中なかが床を蹴けった。


    　たちまち凄すさまじい攻撃の嵐が、龍りゆう牙がに降りかかる。思った以上に速く、そして鋭かった。


    　が──それを龍牙は、いとも容易たやすく避け続けた。無駄のない最小限の動きだけで、田中の剣をことごとくあしらった。


    「す、凄すげえ！　さすがリューガだ！」


    　その光景に、俺は驚嘆の叫びを上げる。


    　もちろん、それは友人キャラとしての務めだからなのだが、完全に芝しば居いというわけでもなかった。こういうカッコいい龍牙を見ると、俺は勝手にテンションが上がるのだ。


    「くっ、こいつ……！」


    　田中に明らかな動揺が窺うかがえる。おそらく彼も、すでに悟っているはずだ。


    　この相手は──格が違うと。強さの次元が、オーラが、スター性が違うと。


    「田中さん。月見里やまなし朝あさ雄おと結婚して……本当に怜れいさんは幸せになれると思いますか」


    　めげずに竹刀しないを振るい続ける田中に、龍牙が静かに問う。


    「蒼あおヶが崎さき道場にいれば幸せだっていうのかよ！　月げつ翔しよう館かんなら、怜は剣術に専念できる……それがあいつのためなんだ！　今のヌルい環境じゃ駄目なんだ！」


    「怜さんは、貴方あなたに言ったはずです。今の環境だからこそ、強くなれるんだと」


    「そんなのは強がりだ！」


    「怜さんは、貴方が想像もつかない苛か酷こくな戦いに身を置いている。詳しくは言えませんが、そこはまさしく生死を懸かけた戦場です」


    「何だよそれ！」


    「幼馴な染じみの田中さんや、慕ってくれる子供たち……そんな大切な人を守るために、怜さんは強くなれるんです。思いが、心が、振るう剣に宿るんです」


    「ふ、ふざけるな！」


    「蒼ヶ崎流は、何より『心』を重んじる──貴方が知らないはずはない！」


    　次の瞬間。龍牙の繰り出した一いつ閃せんが、田中の竹刀を弾き飛ばした。


    　それとほぼ同時に、田中の面がビシリと叩かれる……たった一度の反撃で、勝負は決してしまった。


    　弧を描いて舞った田中の竹刀が、離れた場所にガシャンと転がる。数秒の空白を置いて、慌あわてて審判が試合終了を宣告した。


    「め、面あり！　勝者、蒼ヶ崎道場！」


    　唖あ然ぜんとして固まる場内、そして田中を意に介さず、龍牙がすかさず踵きびすを返す。


    　戻ってきた龍牙は、早々に防具を外し、凛り々りしい表情で俺たちに告げてきた。


    「じゃあ、汐しお莉りとエルのところへ行ってくる。なるべく早く戻るから、それまでよろしく」


    　……そんなわけで、龍りゆう牙がはあっという間に勝利し、あっという間に走り去ってしまった。


    　本当にあいつは、何でこんなにカッコいいんだ。何で女の子なんだ。お前が男なら、蒼あおヶが崎さきさんは今頃メロメロだったろうに。


    　月げつ翔しよう館かん陣営に視線を転じてみると、果たして彼らも揃そろって絶句していた。


    「な、何だよあいつ……バケモンかよ……」


    　佐さ々さ木きさんの怯おびえた震え声が聞こえる。


    　さすがは俺の見込んだ佐々木さん、リアクションも一流だ……と、そんな称賛を密ひそかに送っていたところ。


    「次じ鋒ほう、前へ！」


    　間を置かず審判からお呼びがかかり、俺は腰を上げた。


    　期せずして俺は結局、宮みや本もと千ち鶴づるさんと対戦することになってしまった。まあ、フラグも立っていたことだし、お望み通り相手するとしよう。


    「あっ、一いち郎ろうだ！　頑張れ一郎ー！」


    　小こ林ばやしくん（小二）の声援を受けつつ、俺は宮本さんと対たい峙じする。


    　──では、期待に応えて頑張るとしようか。とくと見るがいい、俺の活躍を。


    　助演のプロ・小林一郎の──惚ほれ惚ぼれするようなサブキャラっぷりを。
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    「当たれて嬉うれしいわ、小林くん」


    「よろしく頼むよ、宮本さん」


    　試合開始が告げられる直前。その間際に、俺と宮本さんは短い言葉を交わした。


    　面の奥に光る彼女の双そう眸ぼうが、相変わらず剣けん呑のんに俺を射抜いてくる。……今さらだが、宮本さんのスリーサイズを覚えとけばよかった。揺さぶりをかけられたものを。


    「朝あさ雄おさんから聞いたわ。貴方あなた、左腕を亀き裂れつ骨折しているんでしょう？　そんな状態で試合に出てくるなんて、どこまでも馬鹿にして……！」


    「ちょうどいいハンデじゃない？」


    　そう言ってやると、宮本さんの両眼がさらなる憤ふん怒ぬに彩られた。生あい憎にくこちらだって調査済みだ。君が冷静そうに見えて、割とヒステリー少女なことを。


    　ただし、危険な相手であることには変わりない。それを証しよう拠こについ先ほど、蒼ヶ崎さんからも口酸っぱく忠告された。


    　──小林。宮本の実力は、時として朝雄からも一本取れるほどのものだ。佐々木よりも一段上の剣士だと思っておいてくれ──


    　そこまで蒼ヶ崎怜れいに言わしめるとは、その実力は本物なんだろう。


    　でも蒼あおヶが崎さきさん。そこで佐さ々さ木きさんの株を下げるのはやめてあげて。あの人の試合、まだなんだから。このあと出てくるんだから。


    「始め！」


    　そうこうしているうちに、試合が始まった。


    （俺の仕事は、できるだけ試合を長引かせること。次の中堅戦に、雪ゆき宮みやさんたちを間に合わせること。やってやる……粘りに粘って、グダグダの泥仕合にしてやる！）


    　宮みや本もとさんが、摺すり足でジリジリと間合いを詰めてくる。さすがというべきか、こちらが打ち込めるような隙すきはどこにもない。


    「何よ、その構え。貴方あなたって本当に剣の素人しろうとだったの？　まあ、だからといって手加減する気はないけど。これは制裁なんだから」


    「……宮本さん、最初に言っておこう。悪いけど、快勝できると思うなよ？　そして、まともな試合ができると思うなよ？」


    「何ですって？」


    「相手が悪かったな。俺と当たった以上──あんたもコメディリリーフだぜ！」


    　言い終わるなり。目の覚めるような剣撃が、俺の顔面へ飛んできた。


    　咄とつ嗟さにかわしたものの、続けて宮本さんの怒ど濤とうのラッシュが始まる。俺の想像を上回る、息もつかせぬ速攻だった。宮本姓は伊だ達てじゃない。


    「面！　胴！　小手っ！」


    　しかし所しよ詮せんは女の子。というか所詮は人間。その程度では【魔神】の器には当たらない。


    　では、こちらも反撃させてもらおうか。受けてみよ、小こ林ばやし流の剣を！


    「オッパイ！　お尻しり！　ふくらはぎっ！」


    「なっ!?」


    　負けじと狙ねらう箇所を宣言し、俺の竹刀しないが唸うなりを上げる。しかし敵もさるもの、驚きよう愕がくしながらも攻撃をすんでのところで防いできた。


    「そんなルールはない！　真ま面じ目めにやりなさいよ！」


    「ヘソ！　ヘソ！　ヘソ！　ちょっと剃そり残してる腋わき！」


    「そ、剃り残してない！」


    　宮本さんが、瞬またたく間に俺のペースに引き込まれていく。


    　客席では、子供たちの笑い声が上がっていた。観客をも魅了する……それが小林一いち郎ろうのセクハラ剣術。


    「パンツ！　ヘソ！　ブラジャー！　ヘソ！　ガーターベルト！　ヘソ！」


    「してないわよガーターなんて！　あとヘソが多過ぎる！」


    「揉もみたいオッパイ！　撫なでたい太腿！　舐なめたいうなじ！　うなじ舐めたい！」


    「願望になってるじゃない！」


    　……そんな猥わい褻せつオフェンスを繰り返していると。


    　見るに見かねた審判が試合を一いつ旦たん止め、俺は教育的指導を受けた。


    「君、ルールをちゃんと守りなさい」


    「すみません。フェンシングしかやったことがなくて……」


    「フェンシングをしてる人に怒られるよ。とにかく、次やったら反則負けにするから」


    　少し調子に乗ってしまった。真ま面じ目めにやろう。俺って一応、蒼あおヶが崎さき道場の門下生という設定なのだ。顰ひん蹙しゆくを爆買いしてはいけない。


    「こ、この変態……！」


    　ワナワナと肩を震わせ、宮みや本もとさんが怒っている。面から湯気が出そうな勢いだ。


    「すまなかった宮本さん。今からは、ちゃんと蒼ヶ崎流で相手をするから」


    　一つ頭を下げてから、俺は竹刀しないを構え直す。多少は時間も稼げただろう。


    　……俺はこの次じ鋒ほう戦、最終的にはマグレを装って勝つつもりでいる。先ほど挨あい拶さつで整列した際、社会人の桐きり谷やさんを目まの当たりにしたときから、そう決めていた。


    　話には聞いていたが、あの人の強さは別格だ。おそらく異能を封じた雪ゆき宮みやさんやエルミーラさんでは、勝つのは難しいと見た。


    （佐さ々さ木きさんだって実力者だし、彼女たちが必ず勝てるという保証はない。だったら俺が二勝目を上げて、王手をかけちまえばいい）


    　そう。それなら別に、雪宮さんとエルミーラさんを待つ必要はない。中堅戦と副将戦は棄権して、二勝二敗という形にし、決着を蒼ヶ崎さんに委ゆだねればいいのだ。


    （いや、しかし……エルミーラさんはともかく、雪宮さんはこの日のために頑張ってきたからなあ……『怜れいさんの役に立ちたい』って）


    　たとえ負けることになろうと、彼女には試合をさせてやりたい。そもそも棄権なんて姑こ息そくな提案に、蒼ヶ崎さんが頷うなずいてくれるだろうか？


    　二試合もはしょったりして、シラけないかも心配だ……などと考えていたところ。


    　試合再開が告げられるや否いなや、また宮本さんが猛然と飛びかかってきた。


    「せやあっ！　せいっ！　突きぃぃー！」


    　さっきにも増して一いつ気き呵か成せいに、ヒステリー気味に攻め立ててくる宮本さん。必ずしも打つ箇所を叫ぶ必要がないことを、俺はそこで初めて知った。しかし。


    （その程度の腕じゃ、俺から一本取るのは不可能だぜ！）


    　浴びせられる無数の連打を、俺は竹刀で残らず迎撃してみせる。逆襲できる決定的チャンスを何度も見逃し、ただただ守勢に回る。衝しよう撃げきのたびに両腕が、特に左腕が僅わずかに軋きしんだ。


    　いずれにせよ、簡単に試合を終わらせてはならない。龍りゆう牙がたちが戻ってくれば、あとのシナリオなど何とでもなるのだから。今はただ、引き延ばすのみ！


    「こ、こいつ、強い……ただの変態じゃない！」


    　──いつしか宮みや本もとさんは攻め疲れ、肩で息をしていた。


    　全ての攻撃が見切られていることを、すでに察しているのだろう。その目から怒りは消え失うせ、焦しよう燥そうの色に塗り替えられている。


    「貴方あなた、素人しろうとじゃなかったの？　どうして、どうして私の剣が……朝あさ雄おさんにすら届いたことのある、私の剣が……！」


    「そりゃそうだ。俺はこの日のために、『六む三さ四しの剣』を読破してきたからな」


    「な、何を馬鹿なことを……」


    「じゃあ、今度は俺から行かせてもらうぜ。あんまり消極的だと、負けにされるかもしれないからな！　しばらくしたら、また宮本さんの番ね！」


    　言うなり、俺はたちまち攻勢に転じた。


    　かなり加減してるのだが、宮本さんは受け止めるのがやっとだ。ジリジリと後退を続け、反撃もできず俺に圧おされていく。その表情は歪ゆがみ、今にも泣き出しそうだった。


    「嘘うそよ……私がこんな一方的に……月げつ翔しよう館かんトップクラスの、この私が！」


    「慢心はダメだぞ宮本さん！　上には上がいるんだ！」


    「慢心？　私、が？」


    「月翔館でトップだからって、それがどうした！　もっとハイレベルの環境でやりたいとは思わないのか！　蒼あおヶが崎さき道場とか！」


    　どさくさに紛まぎれて、引き抜きを試みる。きっと彼女なら蒼ヶ崎さんのいい稽けい古こ相手になるだろう。田た中なかをやるから、宮本さんをちょうだい！


    　俺の猛攻が、宮本さんを追い詰める。子供たちがワアッと歓声を上げていた。


    「どうした宮本さん！　足が止まってるぞ！　剣士ってのは、劣勢のときこそ真価が──」


    　調子に乗って訓示を垂れかけた瞬間。


    　俺の左腕に──ズキリと激痛が走った。打ち下ろしと同時に、何か凄すごい軋きしみを上げた。


    「痛ええーっ！」


    　思わず喚わめき、竹刀しないを取り落としてしまう。慌あわてて拾おうとした寸前、審判が片手を上げて宣告してきた。


    「竹刀落としの反則！　先の非紳士的行為と合わせ……勝者、月翔館！」


    　…………パードン？


    　先せん鋒ぽう戦とは違った意味で、シンと静まり返る場内。ややあって子供たちが、一斉に俺へとブーイングを浴びせてきた。


    「一いち郎ろうのバカぁ！」


    「竹刀を落とすのは反則なのに！」


    「アホー！」


    「セクハラ男ー！」


    　まさかそんなルールがあったとは。じゃあ竹刀しないを投げつけるのも、相手のやつを強奪するのも、紐ひもで繋つないでヌンチャクにするのも駄目だったのか!?


    （そんなこと、『六む三さ四しの剣』に描かれては……）


    　いや、今はそれどころじゃない。


    　試合が終わってしまったのだ。まだ雪ゆき宮みやさんとエルミーラさんが到着していないのに、それまで時間を稼がねばならないのに、終わってしまったのだ。しかも……俺の負けで。


    （くっ、まさかこんなときに左腕が痛むなんて……）


    　ヒビの入った患部が、未いまだズキズキと疼うずきを上げ続けている。日常生活には支障がなかったので、てっきり大丈夫だろうと思っていたのに。


    　ちなみにこの負傷は、今はカナダの空の下にいる黒くろ亀がめさんによるものだ。あの亀かめ、早々にバックれたばかりか、こんな置き土産みやげを残していきやがって……！


    「……腫はれてるわね。その左腕で、あそこまで戦ったというの？」


    　ふと気付くと、目の前に宮みや本もとさんがいた。すでに面を外し、膝ひざを折ってこちらを覗のぞき込んでくる。


    「まあな。でも、負けた言い訳にはならねえ。全く、ぶん殴ってやりたい気分だぜ」


    「自分に厳しいのね。貴方あなたの印象が少し……いえ、だいぶ変わったわ」


    　そう言って宮本さんが、初めて俺に笑いかけてきた。


    　これまで怖い顔しか見ていなかっただけに、思ったより可愛かった。「殴ってやりたい」と言ったのは黒亀さんのことなんだが、もちろん黙っておく。


    「私、試合中に心が折れかけたのは初めてよ。確かに私は慢心していたのかもしれない。それを容易たやすく見抜くなんて……凄すごいのね、蒼あおヶが崎さき道場は」


    　宮本さんが立ち上がり、クルリと身を返す。自陣へ向けて歩き出したところで、彼女は最後にまた告げてきた。


    「左腕が治ったら、また手合わせしてくれる？　貴方と立ち会えば、もっと自分の未熟さが見付けられる気がする。そうしたらお礼に、私の最新スリーサイズを教えてあげるわ」


    「い、いや、俺はもう心を入れ替えたから」


    「もちろん火ひ乃の森もり龍りゆう牙がには内緒よ。知っていいのは……貴方だけだから」


    　……何だかまた、余計なフラグが立った気がする。


    　無念にうちひしがれつつトボトボと自陣へ戻ると、俺は蒼ヶ崎さんに頭を下げた。


    「蒼ヶ崎さん、すみません……」


    「いや、その左腕でよく頑張ってくれた。そうか、まだ治っていなかったのか。なのに私のために無理をして……その気迫と精神、きっと和かず彦ひこにも伝わったはずだ」


    「あの、リューガから連絡は……」


    「君の試合中にメールがあった。どうやら新あら手てが現れ、使徒の数が増えているらしい」


    「あ、新あら手てが？」


    「残念だが、まだ少しかかるようだ。次の中堅戦は、私が出るしかないな」


    　腰を上げかけた蒼あおヶが崎さきさんを、俺は「待って下さいっ」と慌あわてて押し留とどめる。


    　次なる相手は佐さ々さ木きさんだ。ここで蒼ヶ崎さんが出て二勝一敗にしたとして、残る副将戦と大将戦はどうする？　まだアーサー王＆桐きり谷やさんが控えているんだぞ？


    　仮に雪ゆき宮みやさんとエルミーラさんが間に合っても、あまりに荷が重い相手たちだ。下へ手たをすれば二連敗という事態もあり得る。


    （盛り上げるどころか、敗北の恐れすら出てきちまった……これは俺の不始末だ。俺が責任を取って何とかするしかない）


    　……出すか、奥の手を。


    　できるなら使いたくなかったが、ほとんど反則だが、もはやそうも言ってられない。


    「蒼ヶ崎さん。メンバー変更を認めてもらえますか」


    「メンバー変更？　でも、誰を……」


    「次の試合を取るためにも、ここは代役を立てさせて下さい。十秒ほどで来ますから」


    　そう言ってる間に、通路からバタバタと慌ただしい足音が迫ってきて、一人の少年が会場へ姿を現した。すでに防具を装備し、偉そうに竹刀しないを肩に担かついでいる。


    「小こ林ばやし闘とう鉄てつ郎ろう、参上！　死にてぇヤツから順に整列しろ！　割り込むなよ！」


    　そう。それはトウテツだった。


    　四凶の一人である、『奈な落らくの使徒』の王である、俺と同じビジュアルの男だった。


    　……実は控え室を最後に出た際、俺はトウテツをそこに待機させておいたのだ。万一のときの隠し球として。そして今しがた、内線通信で彼を呼びつけたのだ。


    「こ、小林、闘鉄郎？　あれは何者だ？」


    　呆あつ気けに取られている蒼ヶ崎さんに、俺は短く答える。


    「俺の、双子の弟です。そういうコトにしといて下さい」


    　これが俺の奥の手。ちょっと癪しやくだが、トウテツの「双子案」を採用することにしよう。


    　佐々木さん、ごめんなさい。


    　貴方あなたの相手、【魔神】です。
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    　意気揚よう々ようと目の前までやってきたトウテツを、しばし蒼ヶ崎さんはポカンと呆ほうけながら見詰めていた。


    　一方のトウテツは、先ほどから張り切って竹刀の素振りをしている。どう見てもゴルフのスイングだったが、こいつに細かいことを指摘するのは不毛だろう。


    　……佐さ々さ木きさんには災難だけど、俺の黒星を取り返すにはこれしかない。


    　雪ゆき宮みやさんとエルミーラさんが間に合わない以上、この手段しかないのだ。蒼あおヶが崎さきさんを中堅戦などという、半端な場面で出すわけにはいかないのだ。


    （テッちゃんに勝ってもらい、今度こそ勝利に王手をかける。副将戦に雪宮さんたちが間に合えば良し、駄目なら棄権する）


    　どちらにしても、副将戦は捨てる。星を二勝二敗のイーブンにする。


    　そして大将戦にて蒼ヶ崎さんがアーサー王を倒し、最後の三勝目を上げれば──晴れて対抗戦は盛り上がり、蒼ヶ崎怜れいも輝けるはず。


    （アーサー王よ。試合中でも自由にメンバー変更していいと言ったのは、他ならぬお前だ。代役は人間に限るとか聞いてねえし！　そっちも社会人とか出してるし！）


    　開き直る俺をよそに、蒼ヶ崎さんは依い然ぜんとしてトウテツを凝ぎよう視ししていた。


    　不審げに眉まゆ根ねを寄せ、じいっと【魔神】の顔を覗のぞき込んでいる。面の奥に見えた彼の面貌を確認すると、やがて蒼ヶ崎さんは独り言のようにポツリと呟つぶやいた。


    「小こ林ばやしと、同じ顔……」


    「そういえば、蒼ヶ崎さんは戦闘モードしか知りませんでしたっけ。トウテツは、俺とウリ二つなんです」


    「ちょ、ちょっと待ってくれ小林！　こいつはつまり、あのトウテツか!?」


    「はい。あのトウテツです」


    「まさか次の中堅戦、【魔神】を出すというのか!?」


    「出します」


    「出しますじゃないだろう！　さすがにそれは無茶苦茶だ！　そもそも私には、【魔神】などに助力してもらう筋合いはない！」


    　ここにきて、蒼ヶ崎さんの生き真ま面じ目めな性格が出てしまった。


    　でも、承諾してもらわねば。俺には自分の失態を埋め合わす義務があるのだから。


    「大丈夫。すでに『折しやく伏ぶく』してますので、今のこいつはすっかり無害です」


    「し、しかし！」


    「しっかり躾しつけもしてあります。咬かみついたりしませんし、近所の人に吠ほえたりもしません。ウンチだって、ちゃんとトイレでします」


    「君は何を言ってるんだ！」


    　そんなことを話していると、審判から「中堅、前へ！」とお呼びがかかった。


    　すでに相手の佐々木さんは、試合場にスタンバイしている。モタモタしてはいられない。


    「蒼ヶ崎さん。複雑な気持ちは分かりますが、どうか了承して下さい。こいつはもう、俺たちの味方なんです。それを蒼ヶ崎さんにも証明したいんです」


    「いや、でも」


    「人間と【魔神】の共同戦線なんて、素晴らしいじゃないですか。それはきっと、和解への大きな一歩になるはずです。道場の看板だけでなく、人類を守ることにも繋つながります」


    「ま、待ってくれ、何か混乱してきた……」


    「混乱状態のまま聞いて下さい。どうかトウテツを信じて下さい。こいつだって、蒼あおヶが崎さきさんの力になりたいと思っているんです！　架け橋になりたいんです！」


    　ここぞとばかりに弁舌を振るいまくると、ついに蒼ヶ崎さんは渋々折れてくれた。「まさか道場の命運を、【魔神】に託すことになるとは……」と、眉み間けんを押さえて嘆いていたが。


    　そんな俺たちをよそに、トウテツはしきりに辺りをキョロキョロと見回していた。


    　落ち着きのないその背中を押し、俺はさっさと【魔神】を試合場へ向かわせる。


    「ほら、早く行けってテッちゃん」


    「あ、あれ？　旦那、龍りゆう牙がたんは？　姿が見えないんスけど……」


    「急用で外してる。使徒が現れたんだ」


    「ちょ、ちょっと待って下せぇ！　俺、龍牙たんにイイトコ見せられるっていうから来たんスよ！　いないんじゃ意味がありやせん！」


    「いいからやれ！　勝てばリューガも見直すぞ！　女の子バージョンで接してくれるかもしれないぞ！　スカート穿はいてくれるかもしれないぞ！」


    「トホホ……仕方ないなぁ、もう……」


    　再び弁舌を振るい、無理やりトウテツを納得させる。実際に「トホホ」なんて言う奴やつを、初めて見た。


    「始め！」


    　そんなこんなで、中堅戦が始まった。


    　一気に攻め立ててくるかと思われた佐さ々さ木きさんだが、予想に反して彼は動かなかった。それどころか竹刀しないさえ構えず、激しくカタカタと震えていた。


    「な、何だコイツ……何かおかしい……体が、すくんで動かねえ……！」


    　さすがは才能だけなら、アーサー王に匹ひつ敵てきする剣士。きっと佐々木さんは本能で理解したのだろう。相対している存在が、とんでもないバケモノだと。


    「んじゃいくぞ。そこ動くなよ」


    　そんな一言と共に、スタスタと佐々木さんへ迫る小こ林ばやし闘とう鉄てつ郎ろう。


    　そして無む造ぞう作さに竹刀を振り上げ、よっと打ち下ろした直後。


    　──場内が、ズズンと揺れた。凄すさまじい轟ごう音おんが上がり、試合場が爆はぜた。


    　その衝しよう撃げきで、壁や天井にビシバシと亀き裂れつが入っていく。放散された【魔神】の邪じや気きを受けた観客たちが、二階席でバタバタと気絶していく。


    　……気付けば試合場には、でかい大穴が穿うがたれていた。隕いん石せきでも落っこちたかのように、直径十メートルほどの深いクレーターが出来上がっていた。


    　その穴の傍かたわらで、佐さ々さ木きさんと審判が折り重なるように倒れている。もちろん彼らも失神していた。


    （あの……馬鹿……）


    　訪れた静寂の中。俺は呆ぼう然ぜんと佇ちよ立りつしたまま、その光景を刮かつ目もくしていた。


    　当然ながら、手を抜くよう伝えてはあった。レベルの違いを見せつけ戦意を砕き、降参させてやれと命じていたのに……会場ごと砕いてしまった。


    　言葉を失っている俺の元へ、トウテツが歩み寄ってくる。【魔神】は面を外し、一仕事終えたように額をグイと拭ぬぐうと、次いで親指をニュッと立ててきた。


    「旦那、こんなモンでよかったですかい？」


    「…………」


    「まさに圧勝って感じでしょう。おう蒼あおヶが崎さき、礼はいらねぇぞ」


    　蒼ヶ崎さんもまた、ろくに反応せず呆ほうけていた。らしくもなく口が半開きだった。


    　そんな『斬ざん舞ぶの剣士』に構わず、やにわにトウテツが大きな欠伸あくびをする。俺たちを除く全員が気絶した場内に、「ふぁぁ～」という間抜けな声が響いた。


    「旦那、少し眠らせてもらいやす。まだ本調子じゃない状態で力を出したんで、すこぶるお眠でさぁ」


    「……え？」


    「俺の活躍、ちゃんと龍りゆう牙がたんに伝えて下さいよ？　じゃあ、夢で龍牙たんとイチャイチャしてきやす……」


    　そう言って、トウテツは姿を消してしまった。対抗戦を無茶苦茶にするだけしといて、何の後処理をすることもなく、スウッと俺の中に入ってしまった。


    　……結果的に奥の手は、とんでもない悪手となった。失態を埋め合わせるどころか、さらなる大穴を掘ってしまった。墓ぼ穴けつという特大のクレーターを。


    　取り返しのつかない事態となったことに、俺が激しく後悔していると。


    　試合場で、審判が微かすかに動いた。辛かろうじて意識が残っていたらしい彼は、ヨロヨロと上体を起こしつつ、余力を振り絞って告げてきた。


    「超、危険行為……勝者、月翔、館……」


    　そこまで言って力尽き、審判は気を失った。


    　見上げた審判魂だましいなのだが、今となってはそんなジャッジに意味はない。


    　自分でも知らないうちに、俺は「トホホ……」と口にしていた。


    



    　こうして、遺い憾かんながら対抗戦は台無しになってしまった。


    　試合場がクレーターになってしまった以上、もはやどうしようもない。続行するにもフィールドがないし、おまけに審判もいない。


    （考え得る、最悪の展開になっちまった……）


    　もう「盛り上げる」とか「勝利する」とかの問題じゃない。「龍りゆう牙がたちの到着を待つ」という問題でもない。それ以前の次元で、対抗戦は幕引きとなったのだ。


    （俺が闘とう鉄てつ郎ろうなんか出したばっかりに……蒼あおヶが崎さきさんメインのストーリーが……）


    　恐る恐る蒼ヶ崎さんの横顔を窺うかがう。場合によっては切腹・お家取り潰つぶしも覚悟せねばなるまい……そう思っていたところ。


    　何な故ぜか彼女は、俺ではなく前方を睨にらんでいた。


    　いつしか放心から立ち直り、口を一文字に結び、鷹たかのごとき眼光で何かを見み据すえていた。


    「蒼ヶ崎さん？」


    　怪け訝げんに思い、その視線に倣ならう。すると。


    　──そこに桐きり谷やさんがいた。気絶もせず、相変わらず端然と、同じ場所に座っていた。


    「えっ？　な、何で……」


    　知らずそんな驚きの声を漏らしてしまう。


    　これだけのことを目まの当たりにしておいて、どうして平然としてるんだ？　何でノーリアクションなの!?　もしやあれ、パネルか!?　桐谷さん等身大パネルか!?


    「小こ林ばやし。どうやら勝負は──まだ終わっていないようだ」


    　狼狽うろたえている俺に、蒼ヶ崎さんが低く呟つぶやいてくる。


    「少し妙だと思っていた。このタイミングでの、使徒らによる襲撃……果たしてそれは単なる偶然なのか？　と」


    「…………」


    「一切の経歴が不明なまま、気付けば月げつ翔しよう館かんの重じゆう鎮ちんとなっていた男……そいつは果たして何者なのか？　あれほどの猛も者さを、何故これまで噂うわさにすら聞かなかったのか？　と」


    　俺の鼓動が、少しずつ速まっていく。掌てのひらに汗が滲にじんでくる。


    　蒼ヶ崎さんが何を言いたいのかは、もちろん分かっている。そもそもこの状況で眉まゆ一つ動かさない桐谷さんは……明らかに普通じゃない。


    　彼の横では、田た中なかと宮みや本もとさん、そしてアーサー王が、突っ伏して気を失っている。


    　あれが正しい「人間のリアクション」だ。いかに剣術の実力者だろうと関係ないのだ。それを守らない奴やつは、すなわち人間じゃないということだ。


    　蒼ヶ崎さんが、音もなく歩き出す。すでにその手には竹刀しないではなく、彼女の専用アイテムたる「御ご神しん木ぼく刀」が握られていた。


    「貴様──使徒だな？」


    　木刀の切っ先を突きつけて、単たん刀とう直ちよく入にゆうに問う蒼ヶ崎さん。


    　それを受けておもむろに立ち上がる、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大柄な偉い丈じよう夫ふ。


    「……だとしたら、何だというのだ？　『斬ざん舞ぶの剣士』よ」


    「何？」


    「先ほどお前が言った通りだ。まだ勝負は、対抗戦は終わっていない。月げつ翔しよう館かんがあと一勝すれば──お前は月見里やまなし朝あさ雄おの妻となる」


    　獣けものの唸うなり声のように、桐きり谷やさんが野太い声で告げてくる。


    　……いささか腑ふに落ちない。彼が『奈な落らくの使徒』であるのは、もう間違いない。でも何な故ぜこいつは、ここまで対抗戦にこだわっている？　蒼あおヶが崎さき怜れいにこだわっている？


    「蒼ヶ崎怜。お前も剣士の端くれだろう。たとえ相手が使徒だとしても、交わした約束を違たがえたりはしまい？　こちらは人間の流儀に従い、試合をしているのだからな」


    「使徒による足止め工作をしておいて、人間の流儀だと？」


    「それがこちらの差し金である証しよう拠こはあるまい」


    「そこまでして私と朝雄を結婚させることに、何の意味がある？」


    「いずれ分かる。さあ、副将戦を始めようではないか」


    　桐谷さんが防具もつけず、悠然とこちらへ迫ってくる。


    （本当に対抗戦を続けるってのか？　だとしたら、戦況はこちらの一勝二敗……もう後がない状態だ。蒼ヶ崎さんが勝利しても、それでやっとイーブンだ）


    　しかもお互いに、もう大将戦をやれる選手がいないのだ。あちらだってアーサー王が気絶しているのだから。


    （いや待て。もし俺が抱いた『あの時の違和感』が、気のせいじゃなかったとしたら……）


    　おそらく大将戦は行われる。向こうには、まだ選手がいる。


    （蒼ヶ崎さんが副将戦に負ければそれまで。桐谷さんに勝ったなら、決着は大将戦へと持ち越される。しかし雪ゆき宮みやさんとエルミーラさんは、未いまだやってくる気配がねえ）


    　たとえ大将戦に間に合ったとしても、彼女たちが「敵の大将」に勝てるかどうかは大きな賭けとなるだろう。畜生、まんまとハメられた！


    「──いいだろう。一度受けた勝負だ、約束を反ほ故ごにする気はない」


    　そんなことをのたまった蒼ヶ崎さんを、俺は仰ぎよう天てんして諌いさめにかかる。


    「待って下さい！　こんな試合、もう受ける必要ありませんって！　テッちゃんを起こしますから、一気に片付けてしまいましょう！」


    「駄目だ小こ林ばやし。この勝負には、蒼ヶ崎流の看板が懸かかっている。相手が何者だろうと逃げることはできない」


    　どうしてそんなに真ま面じ目めなの！


    「そもそもトウテツは、すでに中堅戦に出ている。再び戦うのはルール違反だ」


    　どこまで真面目なの！


    「それに小林。私たちには、桐谷の要求に逆らえない理由がある。この会場には今……千人を超える『人質』がいるのだから」


    　言われて俺はハッとした。そうだ、客席には事情も知らない大おお勢ぜいの人間が気を失っているのだ。その中には子供たちだっているのだ。


    　きっとそれも、あちらの策略に違いない。畜生、つくづくハメられた！


    「……トウテツ様が出てこられたときは、さすがに肝きもが冷えた」


    　桐きり谷やさんがどんどん近付いてくる。もはや獰どう猛もうな邪じや気きを隠そうともしていなかった。


    「が、眠ってくれたのは幸運だ。これが流儀に則のつとった対抗戦である限り、あのお方の再介入はそちらの試合放棄と見なす。分かっていような？　小こ林ばやし一いち郎ろう」


    　ギロリとこちらを睥へい睨げいしてきた桐谷さんに、俺は無駄だと承知で問う。


    「【魔神】が復活してると知りながら、従わないってのはどういう了見だ？」


    「今のトウテツ様に、仕える価値などない」


    　おおむね予想したセリフが返ってきた。そりゃワッフル好きで、龍りゆう牙が好きで、阪神好きの奴やつなんか「王」と呼びたくないだろう。ぐうの音も出ない正論だ。


    　桐谷さんは歩みを止めない。このままでは、程なく副将戦が始まってしまう。


    　……何か対策を考えねば。どうにかして蒼あおヶが崎さきさんを、大将戦に残す方法はないものか。クソッ！　他に誰か代役はいないのか!?


    「蒼ヶ崎よ、先に確認しておく。仮にお前が俺を倒せたなら、直ただちに大将戦だ。試合に出せる選手はいるのだろうな？」


    「それはそちらも同じだろう」


    「こちらは問題ない。断っておくが、五分以上は待たぬ。それを超える遅延も試合放棄と見なす。まさか不平はあるまいな？　これもまた、この対抗戦の流儀に則った──」


    「その試合、ちょっと待ちなさい」


    　その時。客席から待ったをかけてきた者がいた。聞き覚えのある少女の声だった。


    　俺たちが同時に視線を向けると、一つの影が二階席から飛び出し、天井をトントンと蹴けりつけ、クルクル回転しながら舞い降りてくる。


    　そのまま俺の眼前に着地したのは──果たして制服姿の、サイドテール女子高生だった。


    「魅、怨……？」


    「一郎くん、試合に負けちゃダメじゃない。おまけにトウテツ様まで負けちゃって……全くだらしないんだから、ウチの男衆はっ」


    「お前、来てたのかよ……」


    「聞こえなかった？　一郎くんが負けたとき、『セクハラ男ー！』って叫んだの」


    　あれ、お前か。やけに悪意のある子供だと思ってたが。


    「そんなことより、選手が足りないんでしょ？　だったらさ──」


    　悪戯いたずらっぽく笑い、魅ミ怨オンがスカートを翻ひるがえして反転する。


    　そして桐谷さんへと向き直り、全身からユラユラと邪気を立ち上らせる。


    「次の副将戦、私に任せてくれない？　そのためにわざわざ来たんだから」


    　……終わったかと思われた対抗戦が、続行されることになった。


    　もはや俺のシナリオを超えた、予測不能の領域に突入して。
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    　いきなり登場し、しかも対抗戦への参戦を表明したシラサギ型使徒に、蒼あおヶが崎さきさんはかなり戸惑っていた。


    　かつて何度もガチバトルを演じ、水着勝負までやった因いん縁ねんのライバル……それが使徒サイドでなく、味方サイドにつこうとしているのだから、反応に窮するのも無理はない。もちろん俺だって絶賛困惑中である。


    （応援には来るなと言ったのに……こいつも来る気はないって……）


    　いや。思い返せば魅ミ怨オンたちは、「野や暮ぼ用ようがある」と言っただけだ。ここへ来た目的も「俺を応援するため」じゃないとすれば、残念ながら文句は言えない。


    　では、三さん姫きの野暮用とは何なのだ？　試合するために来たって、一体どういうことだ？


    　気を取り直した蒼ヶ崎さんが、身構えつつサイドテール少女に問いかける。


    「魅怨、何な故ぜお前がこの対抗戦を知っている」


    「フン。あんたたちの行動なんて、こっちは全てお見通しよ。『奈な落らくの使徒』の情報網を甘く見ないで」
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    　実は情報源は俺なんだが、絶対に言わないで。墓場まで持っていって！


    「勘違いしないことね蒼あおヶが崎さき。別にあんたを助けようってワケじゃないから。これはあくまで私たちの事情──三さん姫きとしての職務を執行するためよ」


    「三姫の、職務……？」


    　眉まゆをひそめた蒼ヶ崎さんを置いて、魅ミ怨オンが歩き出す。


    　その先には、桐きり谷やさんがいた。さっきまでの鷹おう揚ような態度とうってかわり、彼は目に見えて尻しり込みしていた。


    「久し振りね鬼キ裏リ耶ヤ。まさか自分の上官の顔、忘れたなんて言わないわよねえ」


    「ミ、魅怨、将軍……」


    　顔面を引き攣つらせ、数歩後退する桐谷こと鬼裏耶。名前、そのまんまだった。


    「私の命令もないのに人間界へ乗り込んで、勝手に部下たちまで動かして……部隊長として責任を取ってもらうわよ」


    　……そういえば『奈落の使徒』には、強さに応じて「兵卒」「部隊長」「将軍」といった格があるんだったか。総勢六千もいるという使徒軍の頂点に立つのが、三姫や八はつ傑けつと称される将軍クラスなのだ。


    （このやり取りを見る限り、鬼裏耶は『魅怨麾き下かの部隊長』ってことか）


    　鬼裏耶にとって魅怨は、【魔神】より嫌な存在なのかもしれない。会社の係長が、社長よりも課長を恐れるようなもんだろう。直属の上司の方が、かえって気を遣うのだ。


    「鬼裏耶。分かってると思うけど──私、スッゴい怒ってるの」


    　不穏に言い放ち、魅怨が右腕だけを翼へと変化させる。


    　ジャキリッという硬質な音が示す通り、彼女の手羽先はすこぶる鋭利なのだ。


    「で、今からあんたを粛しゆく清せいするワケだけど……もちろん抵抗していいわよ。もし勝てたら、私に代わって将軍になればいいわ。使徒は『力』が全てだから」


    「……その言葉、嘘うそはなかろうな？　魅怨将軍」


    　そこで鬼裏耶がようやく気勢を取り戻し、真っ向から上官を睨にらみ返した。


    　……なし崩し的に使徒ＶＳ使徒という副将戦となってしまったが、もう止めることはできないだろう。否いな、俺とすれば止める必要などないのだ。


    　魅怨の飛び入り参戦は、まさに天の助けと言える。


    　これで蒼ヶ崎さんに、大将戦を務めてもらえる。花を持たせることができる。


    　俺はこの期に及んで、まだそれを諦あきらめていない。まあ、ここで魅怨が負けたりしたら、全てオジャンになるのだが……蒼ヶ崎さんと互角に渡り合う彼女なら、きっと大丈夫だろう。大丈夫のはず。マジで頼むぞ魅怨！　負けたらうなじ舐なめるぞ！


    「魅ミ怨オン将軍。確かに異界では、あんたら三さん姫きの命令は絶対だ。だが、ここは人間界だ」


    「そうね。私も結構、こっちが気に入ったわ」


    「いかに直属の上官といえど、こちらの世界において指図される筋合いはない。俺が仕えるべき存在は……俺自身が決めさせてもらう」


    「な、何よあんた。トウテツ様じゃ不服だっていうの？」


    「俺はかつて、あのお方に鼻を引っ張られ、団子結びにされたことがあるのだ！」


    「仕方ないでしょ！　あんたゾウ型の使徒なんだから！」


    　いけない。緊迫感が損なわれつつある。この物語、気を抜くとすぐこれだ。


    　大急ぎで足を踏み出そうとした俺を、しかし蒼あおヶが崎さきさんが片手を伸ばして制してきた。


    「あ、蒼ヶ崎さん？」


    「介入は無用だ小こ林ばやし。副将戦は──すでに終わっている」


    　俺が「え？」と目を丸めた直後。


    「魅怨将軍！　あんたの称号、この鬼キ裏リ耶ヤが貰もらうぞ！」


    　鬼裏耶が全身から、凄すさまじい邪じや気きを放出した。次いでその姿が肥大し、みるみる獣けものじみていく。異い形ぎようバージョンに変わるつもりか。


    　が──変へん貌ぼうを完全に遂げる前に。


    　鬼裏耶の頭部が落ちた。


    　ドスンと重い音を立てて落下し、板張りの床をゴロゴロと転がった。


    「な!?」


    　驚きよう愕がくに目を剥むいた俺とは対照的に、蒼ヶ崎さんはじっと魅怨の背中を見詰め続けている。


    　おそらく彼女には見えていたのだろう。ライバルが放った、神速の一いつ閃せんが。


    「先ほど魅怨が、『今から粛しゆく清せいする。もちろん抵抗していい』と言ったとき……あの瞬間、すでに鬼裏耶の首は断たれていた」


    　割とトークの前半だった。「鼻を団子結び」のくだりのときには、鬼裏耶はもうやられていたことになる。


    　ライバルの解説を受けて、魅怨が得意げに胸を張ってみせる。


    「真空波を飛ばすことくらい、私にだってできるわ。蒼ヶ崎の『刃ジンソニック』より、切れ味だって遥はるかに上よ」


    「聞き捨てならないな魅怨。何なら比べてみるか？」


    　たちまち張り合い出す魅怨と蒼ヶ崎さん。今や当人たちも、すっかり互いをライバルだと認めているようだ。いつか本当にランジェリー対決があるかもしれない。


    「まあ、何にせよ一本勝ちよね。鬼裏耶には異界でまた復活するまで、二百年ほど反省してもらうとして……蒼ヶ崎、今のあんたが戦う相手は、私じゃないでしょ？」


    「何？」


    　目を眇すがめた蒼あおヶが崎さきさんに、人の悪い笑みを浮かべるシラサギ少女。


    「副将戦のあとは、すぐに大将戦が始まるはずだけど？」


    　そうだ。何だかんだで、この対抗戦は続いているのだ。


    　勝敗は今や、二勝二敗のイーブン。魅ミ怨オンのお陰で、何とか大将戦まで蒼ヶ崎さんを残すことができた。そして、最後の相手は──


    「さあ、さっさと始めなさい蒼ヶ崎。それとも試合を棄権する？　そうしたらあんた、結婚することになるけど」


    「だ、誰が結婚などっ。私が初めてを捧げる相手は、すでに心に決めて──」


    　蒼ヶ崎さんが不吉な発言を終える前に。


    「というか、あんたもいつまで狸たぬき寝入りしてんのよ！」


    　いきなり魅怨が、翼と化している右腕を薙ないだ。


    　放たれた一本の羽根が、空を裂いて一直線に飛んでいく。その先には──地面に突っ伏しているアーサー王がいた。


    　次の瞬間、アーサー王の二指が羽根を挟み取った。いとも簡単に。


    「……全く、余計なことをしてくれる。せっかくの計画が台無しじゃないか、魅怨」


    　そんなことをボヤきつつ、アーサー王がムクリと身を起こす。


    　そして以前と変わらぬ爽さわやかな笑顔で、一つ肩をすくめてみせた。
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    （やっぱり、アーサー王も使徒だったか）


    　狸寝入りをやめて立ち上がった月見里やまなし朝あさ雄おに、俺はさほど驚かなかった。


    　こいつが使徒であることは、半ば確信していた。月げつ翔しよう館かんが『奈な落らくの使徒』と繋つながっていると判明したとき、俺は以前に抱いた「ある違和感」を思い出したのだ。


    　……それは、かつて公園でアーサー王に出くわしたときのこと。


    　トウテツが「んだとコラァァァ！」と怒鳴った際に、彼がやけに怯ひるんだことだった。


    　宮みや本もとさんが平然としていた一方での、あの不自然なまでのビビり方……今から思い返してみても、明らかな過剰反応だ。それがずっと頭の片隅に引っかかっていた。


    　もしやあれは、【魔神】の──王の咆ほう哮こうだったからじゃないのか？


    　思わず使徒としてのリアクションが出ちゃったんじゃないのか？


    「やあ魅怨、久し振りだね。最後に会ったのはいつだったかな」


    　親しげに語りかけてきたアーサー王に、魅怨が「覚えてないわよ」と無愛想に返す。


    「まさかトウテツ様に続いて、君まで人間同士の茶番に絡んでくるとは思わなかったよ。あと少しで蒼ヶ崎怜れいを、【青せい龍りゆう】の継承者をモノにできたものを」


    　いかにも残念そうに天井を仰あおぐアーサー王。魅ミ怨オンに対するフランクな態度から、おそらく同格の使徒だと思われる。


    「あんたこそ、何でこんな茶番をしてるのよ。罵バ乱ロン」


    　罵乱。それがアーサー王になりすましていた、この使徒の名前か。


    　魅怨の質問には、俺も同感だ。どうして罵乱は、ここまで蒼あおヶが崎さきさんと結婚したがっているのだ？　彼女の寝首を掻かきたいなら、他にいくらでも手段はあると思うのだが。


    （あくまで使徒だとバレずに、蒼ヶ崎さんの夫になりたかったってコトか？）


    　俺があれこれ考えるまでもなく、罵乱はあっさりと口を割った。


    「僕の子を生んでもらうためだよ。だから本当は、異能力者なら誰でもよかったんだ。雪ゆき宮みや汐しお莉りでも、エルミーラ＝マッカートニーでも、黒くろ亀がめ里り菜なでも」


    「子供？　それって、まさか」


    　魅怨が一瞬だけ、俺に視線をよこしてくる。俺も彼女を瞥べつ見けんしたところだった。


    　……いつだったか魅怨は、俺に「私と赤ちゃん作ってみない？」と持ちかけてきたことがあった。異能力者や、【魔神】の器……そういった特殊な人間となら、使徒は赤ちゃんを作れるかもしれない、と。


    （まさか罵乱は、同じコトを試そうとしてたのか？　アーサー王のフリをして、蒼ヶ崎さんと子作りしようと思ってたのか!?）


    　さすがに蒼ヶ崎さんだって、使徒の子を生むのはゴメンだろう。だからこそ罵乱は、秘密裏にそれを実行しようとしたのだ。あんな猥わい談だんが、こんな伏線になっていたとは！


    　ポカンとする俺と魅怨。意味が分からず顔をしかめている、当の蒼ヶ崎さん。


    　そんなこちらを無視して、罵乱は饒じよう舌ぜつに話し続ける。馬脚をあらわしたのちに計画の全貌を白状する辺り、なかなか感心な敵キャラだ。


    「使徒にも子供をもうけることができる……あの話はデマじゃない。僕はすでに、その実例を知っているからね」


    「実例？　使徒の赤ちゃんがいるっていうの？」


    「ああ。ただし残念ながら、人間だろうと使徒だろうと、母体が赤子を生めるのは一度きりらしい。だから僕は僕で、相手を捜す必要があったわけだが……異能力者なんてそうそういるものじゃない。心当たりがあるとすれば──」


    　それはすなわち、この物語のメインキャラたる、四し神じんの女子高生たち。


    　並びに、隠れ女子高生である主人公。その妹さんも候補に入るだろうか。


    「その中で蒼ヶ崎怜れいに目をつけたのは、最も性格的に落としやすく、最も僕好みのルックスだったからだよ。だから月見里やまなし朝あさ雄おに扮ふんし、縁談を申し込んだわけさ」


    「貴様……本物の朝雄をどうした」


    　殺気を込めて問い質ただす蒼ヶ崎さんに、罵乱がクックッと声を殺して笑った。


    「その質問は適切じゃないな。彼は僕自身であり、僕は彼自身なのだから」


    　要領を得ない罵バ乱ロンの説明を、魅ミ怨オンが補足してくれる。


    「こいつは、そういう能力を持った使徒なの。人間に取り憑つき、理性を狂わせ、百日目にその精神・肉体と完全に同化する……それが『奈な落らくの八はつ傑けつ』の一人、罵乱の特技よ」


    　ということは、これまで見てきたアーサー王は、別人というわけじゃなかったのか。


    　もともと蒼あおヶが崎さきさんに惚ほれていた彼は、罵乱に憑かれたことで理性が暴走していたのだ。もはやそれが自分の意思なのか、罵乱の意思なのかも分からずに。


    　誰にも気付かれることなく、いつしかすっかり本人と同化する……恐ろしい奴やつだ。使徒はこのように人の姿に化け、巧妙に人間社会へ潜伏しているのだ。


    　真実を知った蒼ヶ崎さんが、美び貌ぼうを悲痛に歪ゆがませた。


    「……やはりそういう裏があったか。私の知っている朝あさ雄おは、裕福ながらも質素を旨むねとし、剣術においても誠実な男だった。決して強引な見合い話や、道場の吸収などを行う人間ではなかった」


    「残念だよ。我が子が使徒だと知ったときの、君の表情を見たかったんだがね。計画とは上う手まくいかないものだ。まさかトウテツ様に続いて、魅怨まで現れるとは……だが」


    　罵乱がニタリと口端を吊つり上げる。アーサー王の顔で。


    「君は確かに言った。『約束を反ほ故ごにする気はない』と」


    「…………」


    「その言げん質ちが取れた以上、もう正体を隠す必要もない。君が大将戦に敗れたなら、必ず僕の子を生んでもらう。今さら撤回はナシだよ、怜れい」


    「貴様……」


    　蒼ヶ崎さんが奥歯をギリリと噛かむ。次いで木刀の切っ先を、改めて罵乱へ突きつける。


    「いいだろう。まだ貴様が朝雄に取り憑いて、百日も経っていないはず。今この場で貴様を倒せば、どのみち問題は解決するということだ」


    「そうだね。僕が月見里やまなし朝雄に憑いてから、今日でちょうど六十日目だ。こんなことになるなら、完全に同化してから動くべきだっ──」


    「言っとくけど罵乱。あんたが蒼ヶ崎に勝ったら、次は私と戦ってもらうわよ」


    　そこで魅怨が、会話に割り込むように言い放った。


    「そこからは人間じゃなく、使徒の流儀でやらせてもらうから。つまりあんたは結局、生きてここから出られないってコトよ。子作りは諦あきらめるのね」


    「おいおい、まさか鬼キ裏リ耶ヤだけでなく僕まで粛しゆく清せいするつもりかい？　『奈落の三さん姫き』と『奈落の八傑』は同格のはずだよ？　君に処断される謂いわれはない」


    「トウテツ様と一いち郎ろうくんに従わない使徒は、私たちにとって全て粛清対象よ」


    「……ほう。三姫はあくまで、トウテツ様に忠誠を誓うということかい？」


    「そうよ。コントン様の配下なら見逃してもいいけど、あんたは違うみたいだしね」


    「全く……あんな腑ふ抜けた【魔神】の、一体どこがいいのやら」


    「──言ったわね、罵バ乱ロン」


    　魅ミ怨オンの邪じや気きが、殺気と怒気を孕はらんで一気に膨れ上がる。トウテツをけなされたことに、よほどカチンときたらしい。


    　その忠心に、思わず胸を打たれる。普段は王に対して、割とぞんざいな扱いをしてる気がするけど。電球を取り替えるとき、王の背中を踏み台にしてたけど。


    「ところで魅怨、一つだけ訊きいておきたいんだが」


    　シラサギ少女の激げき昂こうをいなすように、罵乱が顎あごをしゃくってみせる。


    「僕が月見里やまなし朝あさ雄おに憑ついていると、どうして分かった？　それを知ったからこそ、君はここへ来たんだろう？　君たちとは接点を持たないよう注意していたはずだが」


    　その質問に、魅怨が答えかけたとき。


    　後方の通路から複数の足音が近付いてきて、三人の少女が駆け込んできた。


    「一いち郎ろう！　怜れいさん！　遅れてごめん！」


    「お待たせしました！」


    「満まんを持じして、華麗に参上ですわ！」


    　それは果たして──龍りゆう牙が、雪ゆき宮みやさん、エルミーラさんだった。


    　そのまま彼女らは、会場の異常な状況には目もくれず、すぐさま罵乱をキッと見み据すえた。まるでこの事態を、すでに知っていたかのように。


    「リュ、リューガ？　使徒の集団は片付いたのか？」


    「ああ、片付いたよ。最終的には六十体近く現れて、どうしようかと思ったけどね」


    「ろ、六十体っ？」


    　そこまでガチの足止め工作だったのか。それって集団どころか、もう一個小隊だろう。


    　さすがにそれだけの数を、こんな短時間で殲せん滅めつできるものだろうか？　現に罵乱も驚きよう愕がくしている。そんな馬鹿なという顔でたじろいでいる。


    （まさか、この会場に魅怨しか来てないのって……）


    　俺はその時点で、三さん姫きの野や暮ぼ用ようが何なのかを理解した。同時に今しがた、罵乱の質問に対して魅怨が返そうとした答えも、おそらく理解した。


    （アーサー王の正体を見破ったのは……忌キ綺キか？）


    　九く分ぶ九く厘りんそうだろう。あの公園での一幕には、オカッパ幼女もいたのだから。そういえば忌綺は、やたら訝いぶかしげな表情をしてアーサー王の背中を見送っていなかったか？


    （きっと忌綺も、アーサー王のリアクションに違和感を持ったんだろう。いや、ひょっとしたらそれ以前の問題かもしれねえ。エゾオオカミ型のあいつは、嗅きゆう覚かくによって使徒の邪気を感知できるんだから）


    　俺の推測を裏付けるように、雪ゆき宮みやさんとエルミーラさんがコメントを述べてくる。


    「確かに使徒の援軍は、予想外の多さでした。でも、さらに予想外なことに、私たちにも援軍があったのです」


    「それが『奈な落らくの三さん姫き』の、呪ジユ理リと忌キ綺キですわ」


    「まさか保健室での介抱に続いて、二度も呪理に借りを作ってしまうなんて……」


    「あのワンコが現れたときは、正直こちらへ向かうのは無理だと覚悟しましたけど……ワタクシたちを助すけ太だ刀ちしてくれるとは思いませんでしたわ」


    　やはりそういうことか。魅ミ怨オンと同じく、呪理と忌綺も「職務」を執行していたのだ。すなわち、トウテツに帰参しない使徒たちの粛しゆく清せいを。


    　その顛てん末まつを聞いた罵バ乱ロンが、忌いま々いましげに悪態を吐き捨てる。


    「知らないうちに忌綺と接触していたとは……相変わらず鼻の利くガキだ」


    　その一方で、龍りゆう牙がはこれまでより気さくな声こわ音ねで、魅怨に声を投げかけた。


    「助かったよ三姫。どうやら君たちは、やっぱり他の使徒とは違うようだね」


    「勘違いしないで火ひ乃の森もり龍牙。あんたたちと馴なれ合うつもりはないから。今回のことは、たまたまこっちの目的と合致しただけよ」


    「君の仲間から伝言を預かってるよ。『あとはよろしく。夕飯は酢豚を希望』だってさ」


    「て、敵に何て伝言を……！　ホンットにバカなんだから！」


    「魅怨の酢豚、俺もいつか食べてみたいな」


    「だ、だ、誰があんたなんかに！　馴れ合わないって言ってるでしょ！」


    　耳まで赤くなっているツンデレ使徒を置いて、龍牙たちが蒼あおヶが崎さきさんの周りへと集まる。笑顔を交わし、力強く頷うなずき合うその様子からは、彼女たちの深い信頼関係が窺うかがえた。


    　うん。やっぱり絆とは良いものだ。王道バトルストーリーには欠かせない要素だ。


    　ここで主題歌でも流れれば、最高に盛り上がるのに……暇ひまを見て作曲してみるか。


    「罵乱。朝あさ雄おを返してもらうぞ」


    　仲間たちに見守られ、蒼ヶ崎さんが一人、御ご神しん木ぼく刀を手にして進み出る。


    　色々とあったが、とうとうクライマックスだ。お膳ぜん立だては完全に整った。あとは蒼ヶ崎さんに、サクッと罵乱を成せい敗ばいしてもらおう。存分に輝いてもらおう。


    「望み通り、大将戦にて決着をつけるとしよう。心配せずとも、そちらのように数に任せる真ま似ねはしない。貴様の相手は、私だけだ」


    「生あい憎にくだがね、そんな言葉を信じるほど馬鹿じゃないよ」


    　……この期に及んで、まだ罵乱にはどこか余裕を感じる。


    　少し気にかかる。俺がそうだったように、奴やつも奥の手を隠しているのかもしれない。こいつは策士みたいだし、油断は禁物だ。


    （まだ使徒の軍団がいる、とか？）


    　いや、それは考えにくい。大群の邪じや気きなど付近には感じない。何より罵バ乱ロンは、すでに六十体近くの手て駒ごまを失っているのだ。


    　仮に軍団がいたとしても、こちらには龍りゆう牙がらメインキャラが揃そろっている（亀かめはカナダ）。さらには魅ミ怨オンもいる。雑ざ魚こをけしかけたところで、河か川せん敷じきの二の舞になるだけだろう。


    「じゃあ改めて……二人きりになろうか、怜れい」


    　言うなり、罵乱が右手を高く掲げた。続いてその指をパチンと鳴らした。すると。


    　──四方を取り巻く二階席の至るところで、観客たちが身を起こした。


    　気絶していたはずの、千人を超える人々が、階段に殺到して会場へと降りてきた。


    「なっ！」


    「……忘れてたわ。罵乱には、こういう能力もあったことを」


    　魅怨が軽く舌打ちし、苦々しく呟つぶやく。


    「ど、どういうこった!?」


    「あいつは念波で人間を操あやつることができるの。呪ジユ理リの洗脳ほど強力じゃないけど、それでも一時間は操れるはずよ」


    　何てこった。つまり観客たちは、人質じゃなかったのか。いざというときの手駒として使う気だったのか。


    　これが罵乱の奥の手。余裕の根拠。畜生、とことんハメられた！


    「さあ怜、大将戦を始めよう。僕は『奈な落らくの八はつ傑けつ』が一人、奸かん将しよう・罵乱……たかが四し神じんなどに後れは取らないよ」


    　アーサー王の体が変化し、たちどころにカマキリ型の異い形ぎようとなる。


    　その背後で田た中なか、宮みや本もとさん、佐さ々さ木きさん、さらには審判までもが起き上がった。一様にその表情は虚うつろだが、みんな竹刀しないを握っている。


    　……最後の最後まで、嫌になるほど波乱づくしの対抗戦だった。
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    　四方の通路から会場に雪な崩だれ込んできた観客たちは、さながらゾンビの群れだった。


    　みんな無表情で、目の焦点が合っておらず、夢遊病者のごとくワラワラと俺たちを包囲してくる。さらに厄やつ介かいなことに、その大半が竹刀を持っている。


    （対抗戦のラストが、お客さんも全員参加の乱戦になっちまうとは……！）


    　しかもその数は、およそ千人。罵乱の念波で操られているだけなので、まともに戦うわけにもいかない。全員が剣術の経験者なのも極めて始末が悪い。


    　ある意味では使徒より、よっぽど面倒な相手と言えた。


    「……みんな、本気で戦っちゃ駄目だぞ。かなり大変だけど、当て身で眠らせていこう」


    　迫りくる観客を背中合わせで待ち構えながら、俺たちは龍りゆう牙がの指示に耳を傾ける。


    　離れた場所では、蒼あおヶが崎さきさんが罵バ乱ロンと対たい峙じしていた。そちらへ向かうゾンビがいないことから、みんな俺たちを襲うよう命令されているのだろう。


    　ちなみに魅ミ怨オンは早々に離脱し、無人となった二階席の手すりに腰掛けて傍観を決め込んでいた。手を貸してくれる気はないらしい。


    　包囲網が少しずつ、ジリジリと狭まってくる。その中には田た中なか、宮みや本もとさん、佐さ々さ木きさんの顔もあった。きっと三人は、この対抗戦の真相など露ほども知らなかったはずだ。


    　俺の背中越しに、龍牙たちが臨戦態勢に入る気配が伝わってきた。


    「目覚める頃には洗脳が解けているはずだ。くれぐれも力加減に気をつけて」


    「せめて草木があれば、私の『樹じゆ縛ばく殺さつ』で皆さんを拘こう束そくできるのですが……」


    「とりあえず大人から、できれば男性から眠らせていきましょう。全く、大将戦はワタクシがやるつもりでしたのに」


    「いや。もともとこの勝負は、蒼ヶ崎道場が挑まれた戦いだ。決着をつけるのは、怜れいさんであるべきだと思う。俺たちはフォローに回ろう！　一いち郎ろうも頼むぞ！」


    「へっ？」


    　龍牙から奮起を促うながされ、俺は大いに焦った。


    　……マズい。戦力として計算されている。それは困る。


    　ひたすら逃げ回るつもりだったのに。「うひゃああー！」「お助けええ！」「くっ、離せよお前ら！　コラコラ、服を脱がすな！　せめてパンツは返して！」と、友人キャラ一流のコミカル劇を演じる予定だったのに。


    （今後のためにも、ここで『使えるヤツ』になってはいけない。クソの役にも立たない男に徹しなければ……あわよくば、みんなに幻げん滅めつしてもらわねば）


    　俺の胸中をよそに、たちまち三方へと駆け出す龍牙、雪ゆき宮みやさん、エルミーラさん。


    　そのまま彼女らは、群がるゾンビの首筋にビシバシと手しゆ刀とうを入れ、次から次へと昏こん倒とうさせていった。三人とも見事な手際のよさだった。


    （さすがメインキャラたちだぜ……）


    　田中がまたしても、龍牙に倒されている。


    　宮本さんと佐々木さんも、それぞれ雪宮さんとエルミーラさんによって一撃のもとに叩き伏せられた。さすがに剣の勝負に限定しないなら、彼女たちが苦戦することはない。


    （あの分じゃ、俺がしゃしゃり出る必要はなさそうだな。よし、やっぱり俺はコメディを担当しよう。脱がされやすいよう、袴はかまの腰紐ひもを緩ゆるめておこう）


    　俺が全裸準備に取りかかろうとした、その刹せつ那な。


    　背後から、後頭部を竹刀しないで叩いてきた奴やつがいた。容よう赦しやないそのフルスイングに、俺の視界に火花が散る。


    「痛え！」


    　振り返ると、そこに子供の集団がいた。みんな人形のように虚うつろな顔で、手に手に竹刀しないを構えている。


    　言うまでもなく、それは蒼あおヶが崎さき道場の門下生……蒼ヶ崎さんの教え子たちだった。ちなみに俺をどついたのは、小こ林ばやしくん（小二）だ。


    「ま、待てお前ら！　落ち着け！　いくら欲しいん──」


    　こちらの言葉など聞く耳持たず、子供たちが飛びかかってくる。俺はあっという間に押し倒され、のしかかられ、そのまま袋叩きにされた。


    「あだ！　ぐえ！　ふざけんなクソガキども！　殴るんじゃなくて、服を脱がせ服を！」


    　抗議は受け入れられず、粛々とゾンビキッズからタコ殴りにされる。さすが蒼ヶ崎流、剣打に腰が入っている。やっぱり怜れい先生はいい指導者だ。


    （テ、テッちゃん起きろ！　宿主のピンチだ！　リューガも戻ってきてるぞ！）


    　アルマジロのごとく丸まりながら、内線通信でトウテツに呼びかける。間もなく応答はあったのだが、それは単なる【魔神】の寝言だった。


    （う～ん、ムニャムニャ……ヘヘヘ、龍りゆう牙がたんは積極的だなぁ……意外とエッチだなぁ……旦那には内緒だからね？）


    （どんな夢見てんだコラ！）


    （あ、やめて龍牙たん。俺のビキニパンツ引っ張らないで……パンツ返して……）


    （俺より先に脱がされてんじゃねえ！）


    　クソの役にも立たない闘とう鉄てつ郎ろうを諦あきらめ、ならばと二階席のシラサギ少女に救いを求める。


    「おい魅ミ怨オン！　加勢しろ！　こいつらを何とかしてくれ！」


    「やあよ。私、子供に手を上げる趣味はないもの」


    「じゃあせめて、服を脱がしてくれ！　ここが俺の見せ場なんだ！」


    「意味分かんないってば。それより──さて、少しは楽しめるかしら」


    　足を組んで手すりに座ったまま、魅怨はある一点を見下ろしている。


    　彼女の視線の先には──当然というべきか、凄すさまじいバトルを繰り広げている蒼ヶ崎さんと罵バ乱ロンの姿があった。


    「シャアアアアアー！」


    　罵乱の鋭利な両腕が、縦じゆう横おう無む尽じんに獲え物ものを襲う。その風圧がここまで届いてくる。


    　カマキリ使徒だけに、彼の手は巨大な鎌かま状をしていた。本来ならば引っかけて捕らえるための腕だが、罵乱のそれはまさしく刃やいば……裂き、刎はね、刻むことを目的とした形状だった。


    　一瞬でも反応が遅れれば、手足など簡単に寸断されてしまうかもしれない。


    　が、蒼ヶ崎さんは引かなかった。凶悪な鎌の乱舞に対し、ひたすら「至近距離での回避」という戦法を取り続けていた。


    （蒼あおヶが崎さきさん、もっと距離を取るべきじゃないのかっ？　このままじゃ、いつか攻撃を食らって……）


    　そう気を揉もんでいる俺は、依い然ぜんとして子供らの攻撃を食らっている。いい加減にブチ切れて蹴け散らしてやりたかったが、グッと耐える。俺は子供に甘いのだ。


    「安心していいよ怜れい。殺したりはしない。ただし……手足の一、二本を失っても、子供は生めるからね。今後のためにも少し従順になってもらうよ！」


    「八はつ傑けつの一人、罵バ乱ロン……貴様に一つ、伝えねばならないことがある」


    　暴風雨のごとく荒れ狂う凶刃にその身を曝さらしつつ、蒼ヶ崎さんが罵乱に告げる。


    　落ち着いた態度とは裏腹に、彼女の道着はあちこちが切り裂かれていく。頬ほおにも二筋、ピッと浅い裂傷が走った。顔はやめろ！　メインキャラやぞ！


    「言ったはずだよ怜！　今さら約束の撤回は──」


    「そうではない」


    　刹せつ那な。蒼ヶ崎さんが敵の懐ふところへ飛び込んだ。


    　剣士としては、あまりに近過ぎる間合い……が、蒼ヶ崎さんはただの剣士ではなかった。


    　罵乱の鳩尾みぞおちに叩き込まれたのは柄つか尻じり。いつの間にか彼女は、木刀の握りを真ん中辺りに持ち変えていたのだ。


    「ぐ、えっ……！」


    　まともに打だ突とつを食らい、体をくの字に折り曲げる罵乱。


    　さすがにこの一撃は予期できなかったようだ。得物が真剣ではなく、木刀だからこそ可能だった、彼女らしからぬトリッキー攻撃であった。


    　すかさず敵の懐から離脱し、蒼ヶ崎さんが木刀を構え直す。


    「胴ありで私の勝ち、といったところか？」


    「ふ、ふざけるな……そんなルール、剣道には……」


    「剣道？　違うな。ウチが扱っているのは剣術だ。私は今回の対抗戦、剣術勝負だと認識していたが？」


    「な、何を……」


    「もちろん教える技は、剣道という競技にも使える。しかしながら蒼ヶ崎流の本質は、あくまで『試合』ではなく『死合』を想定した剣……相手を剿そう滅めつするための手段だ」


    　蒼ヶ崎さんの木刀が無軌道に走り、罵乱のありとあらゆる急所へ打ち込まれる。明らかに剣道の型ではなかった。


    （あれは一本を取るための攻撃じゃねえ。敵を仕留めるための攻撃だ）


    　目を見張っていると、俺の頭もまた竹刀しないで仕留められた。


    　よく見たら子供じゃなくて審判さんだったので、後ろ足で蹴り飛ばしてやる。俺は大人には厳しいのだ。


    　そうしている間にも、蒼あおヶが崎さきさんはなぶるように、反撃すら許さず、一片の容よう赦しやなく木刀を唸うならせる。そのたびに罵バ乱ロンが苦く悶もんの声を漏らす。


    「剣とは、敵を倒すための武器。だからこそ蒼ヶ崎流は、『心』と『精神』を重んじる。それを振るう意味を常に自問する。決して『心』なき暴力とならないよう」


    「ぐ、が……」


    「私の剣は痛かろう？　一いち途ずに『心』を研ぎ澄ませるほど、剣も研ぎ澄まされるのだ。その真剣さによって、木刀でも真剣と化すのだ。そしてそれは、剣術も剣道も同じだ！」


    「がはっ！　ぐへっ！　あ、ぐ……」


    　と、その時。罵乱の体に異変が生じた。


    　あたかも分裂するように、アーサー王の体が地面に崩れ落ちたのだ。立ったままのカマキリ使徒を残して。


    （憑ひよう依いが、解けたのかっ？）


    　深刻なダメージを受けたことで、憑依状態を保てなくなったのだろう。


    　そうか。だから蒼ヶ崎さんは、一向にとどめを刺さなかったのだ。彼女はまず、二人を引き剥はがすことを考えていたのだ。


    （この状況で、アーサー王の肉体を気遣っていたとは……）


    　やっぱりこの人はカッコいい。物語が違えば主人公にだってなれた大器かもしれない。


    「出てきたか。あえて異能を使わず、粘った甲か斐いがあったぞ」


    「何、を……」


    「言ったはずだ。朝あさ雄おを返してもらうと。先日、小こ林ばやしが教えてくれた……大事なのは『目的を見失わないこと』だと。素晴らしい言葉だ。私の座右の銘に加えようと思う」


    　あれって俺じゃなくて、トウテツが言ったんだけど……というか、そもそも龍りゆう牙がが言ったんだけど……回り回って蒼ヶ崎さんのモットーになってしまった。


    「ともあれ、これで心置きなく本気を出せるな」


    「ほ、本気だと……まさか今まで、手を抜いていたというのか……！」


    「当然だ。ではこれよりは、『斬ざん舞ぶの剣士』として推して参る」


    　蒼ヶ崎さんの御ご神しん木ぼく刀が、群ぐん青じよう色のオーラをまとう。螺ら旋せん状に渦巻いたそれが、ぼんやりと龍のフォルムを形作っていく。


    「話が途切れてしまったが、改めて言おう。貴様に一つ、伝えておくことがある」


    　蒼ヶ崎さんの長いポニーテールが、天を衝くように逆立つ。リボンがちぎれ飛び、美しい髪がブワリと広がった。


    「罵乱。貴様は──魅ミ怨オンの足下にも及ばん」


    「な──」


    　息を呑のむ罵乱。そこに「当然よ」と魅怨の声が重なった。


    「奸かん将しよう・罵バ乱ロン！　奈な落らくの底へ去るがいい！　食らえ、秘剣・斬キルロワイヤル！」

  


  [image: ]


  
    　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、蒼あおヶが崎さきさんの剣が振り下ろされた。


    　刀身より放たれた気流の渦が、罵乱をたちまち高く巻き上げる。


    「ぎゃああああああ！」


    　宙に舞った異い形ぎようの体がズタズタに切り裂かれ、手足が、頭部が、胴体が、四方八方に飛散する。まるでミキサーに入れられた果物のように……ちょっとしたショッキング映像だった。


    　細切れの肉片が、空中でみるみる蒸発していく。結果として地面にドチャリと落ちてきたのは、頭部と両鎌がまのみ。


    　秘剣・刃ジンソニックの威力を凌りよう駕がする、新たな必殺技のお披露目だった。


    （す、凄すげえ……これが蒼ヶ崎さんの、【青せい龍りゆう】の真しん骨こつ頂ちようか！）


    　さすがは龍りゆう牙が陣営のナンバー２。俺は蒼ヶ崎怜れいの力を、大きく見誤っていたようだ。


    　いや違う。彼女は間違いなく以前より強くなっている。日々是これ精しよう進じん──それが蒼ヶ崎流なのだ。この人の本質は「ミーハー少女」ではなく、やっぱり「剣士」の方なのだ。


    （とはいえ……刃ソニックに続いて、またもカクテルっぽい技名だな。俺の中で最近、蒼ヶ崎さんの飲酒疑惑が浮上してるんだが）


    　……ふと気付くと、いつしかゾンビたちの動きが止まっていた。


    　ややあって俺を取り囲んでいた子供らが、その場にパタパタと倒れていく。罵乱が討たれたことで、念波から解放されたのだろう。


    「痛ててて……ふう、死ぬかと思ったぜ」


    　体を起こして胡座あぐらをかきつつ、改めて周囲を見回す。


    　果たして他の観客たちも、同様にあちこちで伏していた。だだっ広い場内にて、思い思いに雑ざ魚こ寝する千もの人々……壮観でありシュールだ。


    「一いち郎ろう、大丈夫か？」


    　と、こちらへ歩み寄ってきながら、龍りゆう牙ががそんな声をかけてきた。


    　かなり動き回ったはずなのに、彼女の息は全く切れていなかった。蒼あおヶが崎さきさんが想定より早く罵バ乱ロンを倒してくれたので、千人全員を相手にする必要はなかったのだ。


    　俺は頭のタンコブを摩さすりつつ、とりあえず親指を立ててみせる。


    「ああ、何とか無事だ。残念ながら、袴はかまとパンツも無事だ」


    「どういうこと？　それにしても、今日はやけに調子が悪かったね。一郎なら、五百人くらい任せても平気かなって思ってたのに」


    「リューガ、俺を買い被かぶるな。これが俺の全力だ。テッちゃんだって、もう戦闘力はほとんど残ってないんだ。ふなっしーにすら勝てないと思っといてくれ」


    「あはは。試合会場にクレーターを作っといて、よく言うよ。あれ一郎の仕し業わざでしょ？」


    　苦笑しつつ、龍牙が手を差し伸べてくる。


    　俺はありがたくその手に掴つかまり、よっこらせと立ち上がった。握った手はスベスベで、指は細く、どう見ても女の子のものだった。


    「何はともあれ、一件落着だね」


    「そうだな。アーサー王も無事みたいだし」


    　そんな言葉を交わしていると、雪ゆき宮みやさんとエルミーラさんも集まってきた。


    「お疲れ様です」


    「佐さ々さ木きとやらから、ついでに一本取っておきましたわ」


    　そのまま全員で、前方に視線を転じる。そこには髪を束ね直す、蒼ヶ崎さんの後ろ姿があった。


    「……怜れいさんは、やっぱりカッコいいね」


    　しみじみと呟つぶやいた龍牙に、雪宮さんとエルミーラさんも同意するように頷うなずく。


    「はい。きっと怜さんは、歴代の【青せい龍りゆう】の継承者でも最強なのではないでしょうか」


    「あれでもっと女らしさがあれば、完かん璧ぺきなのですけど」


    　素直な雪宮さんとは対照的に、冗談口調で憎まれ口を叩くヴァンパイア。


    　龍牙はいつものように「やれやれ」と笑ったのち、また蒼ヶ崎さんを見やった。


    「女らしさがあれば完璧、か。だったら──やっぱり怜さんは完璧だよ」
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    　終わってみれば大将戦は、一方的な完全勝利だった。


    　アーサー王を奪還し、罵バ乱ロンと鬼キ裏リ耶ヤという凶悪な使徒を討ち、さらには六十もの雑ざ魚こを一掃することができた。


    （八はつ傑けつの一人を倒せたのは大きいな……いや、喜んでいいんだろうか？　まだ【魔神】は二体も残ってるんだし、あまり敵の戦力が殺そがれるのはよくないんじゃ……）


    　俺の懸け念ねんをよそに、龍りゆう牙がたちは蒼あおヶが崎さきさんへと歩み寄っていく。


    　とりあえず俺もそれに続きかけたとき──微かすかな笑い声が、場内に響き渡った。


    「クク、クククク……これで勝ったと思わないことだね……」


    　それは罵乱の声だった。たまげたことに、頭部のみとなったカマキリ使徒は、虫の息ながらまだ生きていたのだ。


    （何てしぶとい野郎だ。しかも、何てベタなセリフだ）


    　とはいえ、床に転がったその生首は少しずつ融ゆう解かい・蒸発を続けている。間もなく消滅してしまうだろうが……さすがは『奈な落らくの八傑』、凄すさまじい生命力だ。


    「僕を倒した褒ほう美びに、教えてあげよう……【魔神】キュウキ様は、すでに復活を……遂げている……」


    「キュウキ様が……！」


    　罵乱の発言にいち早く反応したのは、やっと二階席から飛び降りてきた魅ミ怨オンだった。


    　キュウキ。つまりそいつが、次の【魔神】ということか。


    　第一部のコントン、第二部のトウテツに続く、第三部のラスボスか。


    （いつ登場するのかと心配していたが……数年後だったらどうしようかと思ってたが……すでに復活してたのか）


    　ということは、二学期のスタートと同時に、第三部もスタートという形になるだろう。キリもいいし悪くないと思う。夏休みも、あと三日を残すのみなのだから。


    　思い返せば、本当に濃い夏休みだった。そういえば、何か大切なことを忘れてるような気がするが……何だったっけ？


    　俺の心中などお構いなしに、罵乱が死に際のセリフを続けている。


    「僕はすでに……キュウキ様に忠誠を誓っていた……八傑の数人も同様だ……つまり魅怨、こちらにとっては君たち三さん姫きこそ……粛しゆく清せい対象ということさ……」


    「フン、上等じゃない。やれるもんならやってみなさいよ」


    　勇ましいセリフと共に、罵乱の生首を睨にらみつける魅怨。


    　最初こそ新たな【魔神】の名に動揺していた彼女だが、すぐにキュウキ陣営と事を構える腹を固めたようだ。


    　これくらい肝きもっ玉がすわってないと、小こ林ばやし家のボスは務まらないのだ。


    「キュウキ様に逆らったこと……せいぜい後悔するといい……」


    「あんたたちこそ後悔するのね。トウテツ様と一いち郎ろうくんに逆らったことを」


    　おい魅ミ怨オン、さらっと俺を入れるんじゃない。


    「その強がり……いつまで持つかな……」


    「蒼あおヶが崎さきなんかに手も足も出なかったクセに、偉そうなコト言うんじゃないわよ。あんた、しばらく見ないうちに腕が落ちたんじゃない？」


    「相変わらず辛しん辣らつだな……こんな女に、何な故ぜファンクラブなどがあるのやら……」


    　……それはそうと罵バ乱ロン。お前、ちょっと死に際トークが長くないか？


    　思ったよりしつこく粘っている。消滅するまで手持ちぶさたなのは分かるけど……生命力が凄すさまじいのも考えものだ。


    「キュウキ様も憂慮しておられた……異界において、君たち三さん姫きのファンクラブが日に日に拡大していくことを……」


    「仕方ないじゃない。私たち、可愛いんだから」


    「自うぬ惚ぼれはやめろ……三姫の人気は呪ジユ理リのエロさと、忌キ綺キのモフモフさがあってのこと……君はただ、リーダーであるというだけだ……」


    「な、何よそれ！　喧けん嘩か売ってんの!?」


    「覚えておくがいい……君は、城じよう島しまポジションだ……」


    「誰が城島ポジションよ！　あんた、言っていいコトと悪いコトがあるわよ！」


    「無人島を……開拓するがいい……」


    「しないわよ！」


    　おい！　もうやめろ！　何の話だ！


    （頼むから、早く消えてくれ罵乱！　お前って結構、いい感じに邪悪な敵だったじゃん！　最後の最後で株を急落させるんじゃない！）


    　龍りゆう牙がたちも、口を挟むべきかどうか迷っている。困り顔を互いに寄せ合い、挙げ句の果てには「でもリーダーって、いい人そうだよね？」「はい。資格もたくさん持ってますし」とか囁ささやき始めている。


    　いけない。また緊迫感が損なわれつつある。この物語、気を抜くとすぐこれだ。


    「では……またいずれ会おう……嵐らん将しよう・魅怨……」


    　俺がオロオロしていると、ようやく罵乱は消滅してくれた。


    　この空気、どうしよう……と思っていたところ。蒼ヶ崎さんがこちらを振り向き、凛り々りしい表情で告げてきた。


    「【魔神】キュウキか。相手にとって不足はない。人間界を脅おびやかすというなら、私たちが討ち果たし、無力化させるまで。そうだな？　龍牙」


    「……ああ。これからも気を引き締めていこう。大丈夫、みんなの力を合わせれば、俺たちは負けたりしないさ」


    　二人の言葉に、雪ゆき宮みやさんとエルミーラさんも力強く応じる。


    「そうですね。それが私たちの使命ですから」


    「このエルミーラ＝マッカートニーにお任せですわ」


    　ああ、よかった。真ま面じ目めな龍りゆう牙がと蒼あおヶが崎さきさんが、何とか空気を戻してくれた……と俺が安あん堵どしていると。


    　いきなり魅ミ怨オンが跳躍し、再び二階席に舞い戻った。


    　そのまま通路口へと歩き出したところを見ると、どうやら引き上げるようだ。おそらく帰りがけにスーパーへ寄って、酢豚の材料を買うものと思われる。


    「魅怨。今回のことは借りにしておく」


    　蒼ヶ崎さんが声をかけると、魅怨がピタリと足を止めた。


    「貸しを作った覚えはないわ。言ったでしょ？　私はあくまで、三さん姫きとしての職務を執行しただけよ」


    　素っ気ないライバルの返事に、蒼ヶ崎さんが口元を綻ほころばせる。


    　雪宮さんに頬ほおの切り傷を治ち癒ゆしてもらいながら、彼女はこれまでよりどこか親しげな口調でシラサギ少女に告げた。


    「だとしたら、副将戦という形で戦う必要はなかったはず。しかもお前は言った。『そのためにわざわざ来た』のだと。それは私に……望まぬ結婚をさせないためじゃなかったのか？」


    　魅怨は背中を向けたまま、こちらを振り返ろうとはしない。が、またしても耳まで赤くなっていることから、図星だったようだ。


    「バ、罵バ乱ロンを倒したくらいで浮かれないことねっ。あいつは八はつ傑けつの中じゃ、最弱クラスの将軍なんだからっ。それから、私にだってファンはいるんだから！」


    　そう言い残して、ツンデレ使徒は去っていった。


    　あの様子だと、帰ったらまた不機嫌かもしれない。今日の皿洗いは俺がしよう。闘とう鉄てつ郎ろうにも手伝わせよう。


    　──かくして対抗戦の全プログラムは終了し、会場には俺たち五人と、観客千人だけが残された。祭りの後といった感じか。


    　改めて場内を見渡していると、やにわにエルミーラさんが溜ため息いきをつき、紅髪をポリポリと掻かいて尋ねてきた。


    「で、この方たちはどうしますの？　まさか救急車を千台呼ぶワケにもいきませんわ」


    「あと一時間ほどで目覚めるはずですから、それまで待つしかありませんね……」


    　そんな『祝命の巫み女こ』と『常とこ闇やみの血族』の会話を置いて、龍牙が思い立ったようにアーサー王へ向けて歩き出す。


    「とりあえず、生徒会長の容態だけ確認しておこう。ずっと罵バ乱ロンに取り憑かれていたから、衰弱していないか心配だ」


    　雪ゆき宮みやさんとエルミーラさんも追従する中、蒼あおヶが崎さきさんだけは子供らのところに足早に寄っていった。


    　彼女にしてみれば、教え子たちの方が気がかりなのだろう。もしアーサー王に意識があったなら、激しくヘコんでいたかもしれない。


    （ご愁傷様だなアーサー王。ここは潔いさぎよく、蒼ヶ崎さんのことは諦あきらめてくれ。そして──）


    　その場に立ち尽くしたまま、俺は試合場に穿うがたれたクレーターを見る。次いで、無数のヒビが走った壁や天井に視線を向ける。


    （どうか補修費の請求は勘弁してくれ）


    　それだけは何とぞ許してもらいたい。


    　ソードビクス、受講しますから。


    



    



    　同刻。


    　月げつ翔しよう館かんの本部道場から少し離れた場所で、その人物は空を眺めていた。


    　まだ太陽が燦さん々さんと照りつける、抜けるような紺こん碧ぺきの晴天……と、その中にキラキラとした光の粒子が漂っているのを、その人物は目め敏ざとく発見した。


    「──おいで、罵乱」


    　片手に持っていた、酷ひどく年季の入った古ふる瓢びよう箪たんを掲げると、たちまち光の粒子が吸い寄せられるように迫ってくる。


    　そのまま古瓢箪に全ての粒子が流れ込んだのを確認すると、その人物はキュッと瓢箪の栓を閉じた。


    「鬼キ裏リ耶ヤと罵乱……二人の魂たましいを回収した。では帰ろうか、キュウキ」


    　そんな独り言に答えるように、その人物の脳内に【魔神】の声が響く。


    （河か川せん敷じきの六十四体に、鬼裏耶と罵乱か。今日だけでたくさん集まったなあ……そろそろやっちゃう？　やっちゃう？）


    　嬉うれしそうなはしゃぎ声に、その人物も釣られて破顔する。


    「キュウキの好きにするといい。私は、貴方あなたの器に過ぎない……意見を述べる立場にはないのだから」


    　古瓢箪を大事に抱えながら踵きびすを返し、その人物は足早にその場を去っていった。

  


  
    エピローグ


    



    



    　こうして、月見里やまなし朝あさ雄おとの縁談に端を発する、蒼あおヶが崎さき怜れいのサブストーリーは終幕した。


    　当初の予測よりプロットが膨らんでしまったが、それなりに蒼ヶ崎さんを掘り下げることはできた気がする。特にラストバトルにおける罵バ乱ロンとの一騎討ちでは、彼女のカッコよさが存分に発揮されたはずだ。


    （ただ、リューガが女だってこと、蒼ヶ崎さんにバレちゃったけど……）


    　それが唯ゆい一いつの心残りだ。蒼ヶ崎さんはもう金こん輪りん際ざい、この物語でヒロインキャラになることはない。主人公に着替えを覗のぞかれても、怒ることはない。


    　それどころか家にお泊まりし、一緒にお風呂へ入る仲になってしまった。それが今後のストーリーにどう影響してくるか……俺には分からない。


    「──やあ小こ林ばやし。左腕の状態はどうだ？」


    　対抗戦から二日後の、八月三十日。明後日あさつてには始業式がある、その昼下がり。


    　俺は蒼ヶ崎さんに呼び出され、公園で彼女と落ち合った。


    　ちなみにこのあと、二人で火ひ乃の森もり邸へ赴おもむくことになっている。龍りゆう牙がのコスプレショーと蒼ヶ崎さんのファッションショーが、同時開催される予定なのだ。


    「はい。腫はれは引きましたし、もう大丈夫です」


    「朝雄も昨日、意識を取り戻したぞ。私に縁談を申し込んだことは覚えていたが、罵乱のことは記憶にないようだったな……それでよかったのかもしれないが」


    　アーサー王は今回の一件を、全て自分の意思によるものだと思い込んでいるらしい。


    　彼はそれをしきりに猛省し、蒼ヶ崎さんに深く詫わびたという。実際の月見里朝雄は、イケ好かないボンボンというわけじゃなかったようだ。


    　覚えていないということでは、罵乱に操あやつられた観客たちも同様だった。あれから間もなく目を覚ました彼らは、みんな中堅戦辺りからの記憶がなかったのだ。


    　トウテツと対戦した佐さ々さ木きさんすらも、小林闘とう鉄てつ郎ろうへの記憶が曖あい昧まいだった。まあ、俺にしてみれば好都合なのだが。


    「そういえば蒼ヶ崎さん、月げつ翔しよう館かんの看板は貰もらったんですか？　今回の対抗戦って、互いの看板を賭けてたはずですけど」


    「貰うわけにはいかないだろう。あれを月翔館との対抗戦と呼ぶには、あまりに無理があるからな。私も【青せい龍りゆう】の力を使ってしまったし」


    「せめて『天下の月翔館に勝った道場』と広まれば、いい宣伝になるんですが……」


    「必要ないさ。道場を守れたのだから、それで充分だ。そうそう、宮みや本もとから短期入門の申し込みがあったぞ。ウチの剣に興味が湧わいたようだ」


    　思いがけず引き抜き工作が成功していた。


    　聞くところによると、宮みや本もとさんは以前から蒼あおヶが崎さきさんを意識していたとのこと。同じ女剣士として、密ひそかに憧れていたのだとか。


    　俺の敗戦も、まんざら無駄ではなかったのかもしれない。ただし、個人的にはあまり彼女とは接触したくない。フラグ立ってるような気がするし……。


    「和かず彦ひこのことも、もう一度ウチへ戻るという選択を再考してみるよう、朝あさ雄おが勧めてくれるそうだ。私も『戻ってくるならいつでも歓迎する』と、言こと伝づてを頼んでおいた」


    　……どうやら蒼ヶ崎さんを取り巻く環境は、全ていい方向へと向かっているようだ。彼女が嬉うれしそうに語る姿を見ていると、俺まで嬉しくなってくる。


    「そういうわけで、非常に残念だが……君とのキスはお預けにしておこう。対抗戦がこんな形になった以上はな」


    　助かった。生き真ま面じ目めな人で、本当によかった。


    「小こ林ばやし。今回はありがとう。君の支えがあったからこそ、私は少しだけ『素顔の自分』を見せる勇気を持てた」


    「い、いえ、俺なんか特に何もしてません。試合にも負けたし……」


    「勝敗は時の運だろう？　あの宮本をあそこまで追い詰めた、君の試合での勇姿……恥ずかしながら、胸がキュンとしたぞ」


    　ほのかに頬ほおを赤らめ、Ｇカップにそっと手を当てる蒼ヶ崎さん。やっぱりフラグは折れてないのね……。


    「小林一いち郎ろうという男に、改めて惚ほれ直した思いだ」


    「ま、待って下さい！　惚れ直すには、その前に惚れておく必要があると思うのですが！」


    「皆まで言わせるな。……意地悪」


    　ちょっと拗すねたように、蒼ヶ崎さんが唇くちびるを尖とがらせる。


    （ヤベえ……フラグが折れてないどころか、より強化されている！）


    　確かに主人公とのフラグが折れたヒロイン候補は、往々にして友人キャラとくっつくことがある。まるで埋め合わせのように。


    　が、この物語に関しては、それはタブーだ。


    　女主人公が結婚を狙ねらっている男を、蒼ヶ崎さんがゲットしてしまうのは非常にマズい。「ネトラレ」というジャンルは、かなり人を選ぶのだ。


    「蒼ヶ崎さん、考え直して下さい！　俺はラストバトルにおいて、下半身を露出しようと目もく論ろんでいた男──」


    　必死に説得を試みかけた矢先。


    「やっほー！　怜れいちゃんにイッくん！　変わりなかった？」


    　公園の入り口から、そんな元気な声が飛んできた。


    　見ると、小柄なショートカットの少女が、手を振りながらこちらへ駆けてきている。


    「く、黒くろ亀がめさん？」


    　言うまでもなく、それは黒亀里り菜なだった。この番外編から早々にバックレた、【玄げん武ぶ】の継承者だった。


    「里菜。カナダから戻っていたのか」


    「うん、今朝！　アーサー王とのお見合いがどうなったか心配で、今から怜れいちゃんの家に行くトコだったんだ！」


    　それなら電話でもいいような気がするが……もしくは、お隣さんの龍りゆう牙がを訪ねればいいような気がするが……やっぱりこいつは単細胞だ。


    「里菜がいない間、大変だったぞ。縁談が対抗戦になり、そこに使徒まで絡んできてな」


    「そ、そうなの!?　ちゃっは～、また参加し損ねちゃったあ」


    　ペロリと舌を出し、ポリポリと頭を掻かく『星せい壁へきの守もり人びと』。カナダ国旗のＴシャツが、ことさらに憎たらしい。


    「使徒の方が、よっぽどいい修行相手だったのにな……グリズリーなんて、張り手しただけで逃げちゃうんだもん。根性が足りないよ、最近のグリズリーはっ」


    　ここにも月げつ翔しよう館かんとは相あい反はんする、精神論を唱える者がいた。そもそも拳けん法ぽう家が相撲すもうを取りにいく意味が、全くもって分からない。


    「とにかく里菜。詳しい話は、龍牙の家でするとしよう。ちょうど今から、彼女に会いにいくところだったんだ」


    「うん、分かった！　……ん？　あれ？　彼女？」


    「もう私も知っている。龍牙が女の子であることをな」


    「そ、そうなの!?　怜ちゃんにバレちゃったんだ！」


    「ああ。偶然だったが、思いっきりチアガール姿の龍牙と出くわしてしまった」


    「ちゃっは～。龍りゆうちゃん、脇わきが甘いなあ……ま、いっか」


    　オーバーリアクションで驚いたのちに、黒亀さんはすぐにペカリと笑った。


    　極めてお気楽な亀かめに呆あきれつつ、三人で歩き出したところ。


    「そういえば小こ林ばやし。汐しお莉りから聞いたぞ、呪ジユ理リのことを」


    　唐突に蒼あおヶが崎さきさんが、そんなことを言ってきた。そして俺はその瞬間、はたと養護教諭・蛇へび塚づかの一件を思い出した。


    　そうだ。呪理の奴やつ、ウチの学校で働くつもりなのだ。ここのところゴタゴタしてたので、その問題をすっかり棚上げしていた！


    （明後日あさつてにはもう二学期が始まっちまう。今夜辺り、呪理と話をしとかないと……ん？　明後日から、二学期？）


    　次の瞬間、俺はもう一つ思い出した。


    　夏休みの宿題、ほとんどやってねえ！　ここのところゴタゴタしてたので、その問題をすっかり棚上げしていた！


    　央おう明めい高校は、曲がりなりにも進学校。宿題を忘れたりしたら、なかなか大変なペナルティーが課せられることになる。すなわち補習と、追加課題を。


    「どうした小こ林ばやし。やけに顔色が悪いぞ」


    　蒼あおヶが崎さきさんが怪け訝げんそうに、こちらの顔を覗のぞき込んでくる。


    　ズイと迫った端正な顔立ちは、やっぱり寒さむ気けがするほど美しかった。いや、寒気は宿題のせいかもしれないが。


    （とりあえず、テッちゃんと三さん姫きを総動員して終わらせるしかねえ。当てになるのは魅ミ怨オンくらいかもしれないけど……そうだ！　呪ジユ理リに頼んで、先生たちを洗脳してもらえば……）


    　そんな悪わる巧だくみを考えながら、三人で角を曲がった途端。


    「あっ、一いち郎ろうに怜れいさん！　里り菜なまで！」


    　そこで、前から走ってきていた龍りゆう牙がと鉢はち合あわせした。


    「あれ、リューガ？　何でこんなとこに」


    「ちょうどよかった！　迎えにきたんだ！」


    　何な故ぜだか彼女は、酷ひどく慌あわてていた。今から俺と蒼ヶ崎さんが訪問するのは知っていたはずだが……どうしてわざわざ出てきたのだろう。


    「何かあったのか？」


    「うん。ついさっき、エルからメールが来て……」


    「エルミーラさんから？」


    「一体どういうことなのか分からなくて……すぐに電話してみたんだけど、エルってば、全然出てくれなくて……とにかく一郎たちに相談しようと」


    　状況がよく呑のみ込めない。蒼ヶ崎さんと黒くろ亀がめさんも、眉まゆをひそめて顔を見合わせていた。


    「エルミーラさんから、どんなメールがあったんだ？」


    　訊きいてみると、龍牙は説明する代わりに携帯を差し出してきた。


    　果たして画面には、エルミーラさんからのメールが表示されていた。


    『龍牙へ。まことに申し訳ありません。このエルミーラ＝マッカートニー、事情あって使徒に味方することになりました』


    　…………え？


    　画面を見詰めながら、ポカンと呆ほうける俺と蒼ヶ崎さんと亀かめ。


    「使徒に、味方する……？」


    「ど、どういうことだ？」


    「エルちゃん、何言ってるの？」


    　携帯を下ろし、龍牙が「そうなの」と力なくコクンと頷うなずく。


    　ここにいるのは彼女の秘密を知る者たちだけなので、口調が女の子になっていた。


    「私、今からエルのマンションに行ってくる。みんなもついてきてくれないかな」


    「あ、ああ……」


    「エルと戦うことなんて、私にはできないもん。エルは──大切な仲間なんだから」


    　月げつ翔しよう館かんとの対抗戦が終わったばかりだというのに。


    　新たな【魔神】、キュウキが復活したというのに。


    　夏休みの宿題がてんこ盛りだというのに。


    　──紅髪のヴァンパイアが、さらなるトラブルを運んできた。

  


  
    あとがき


    



    　皆様、ご機嫌いかがでしょうか。伊だ達て康やすしです。


    　この度は『友人キャラは大変ですか？３』を手に取って頂きまして、まことにありがとうございます！　こうやって三度目の再会が叶ったこと、とても嬉しく思います。赤い糸の存在さえ感じます。


    　今回はサブストーリーと称する番外編という形となりました。


    　とはいえ、それは小こ林ばやし一いち郎ろうが勝手に思っていることで、シリーズ的には普通に、ガッツリと本編です。一、二巻よりページ数が多い番外編なんて、おかしいもの……。


    　そして当然といえば当然なのですが、やっぱり今回も小林は目立ち続けました。二巻のあとがきで「三巻ではタイトルに偽いつわりない展開にしたい」と書いたものの、彼の友人詐さ欺ぎは留まることを知りません。


    　このままだと、『まだ友人キャラと言い張るんですか？』『どこが友人キャラなんですか？』『もう本当に、何なんですか？』とタイトルを変えていかねばならないかもしれません。


    　皆様には菩ぼ薩さつの心で、これからもお付き合い頂ければ……そう願っております。


    　今後とも『もう本当に、何なんですか？』を、どうぞ宜しくお願い致します！


    



    　続きまして、恒例の謝辞を。


    　担当さんをはじめとするガガガ文庫編集部の皆様。今回も本当にお世話になりました。四巻も頑張りますので、どうか構ってやって下さい。


    　また、素晴らしいイラストを描いて下さった紅べに緒お様。登場人物が多めなことに恐縮しながらも、先生の描かれるキャラに毎回ワクワクしております。


    　その他、様々な関係者様のお力添えによって、当作は世に出ることができております。そして、読んで頂ける読者の皆様がいるからこそ、こうして続刊を出せております。


    　その幸せと感謝を忘れずに、これからも取り組もうと思います。


    　毎度あとがきでは似たようなことばかり言っているのですが、それが素直な思いです。


    　そしてこれまた毎度のことですが、皆様との四度目の再会を切に祈っています。


    　それではこれにて。ありがとうございました！


    



    
      伊達 康

    

  


  
    伊達　康


    Yasushi Date
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